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八
戸
圏
域
の
魅
力

美しい山・川・海まで見どころ満載
　青森県南東部に位置し、標高1159.4ｍの
三ツ岳（新郷村）を最高峰に、名久井岳（南
部町）や階上岳（階上町）などの美しい山々
を抱え、奥入瀬川、馬淵川、新井田川の3本
の大きな川が流れ、美しい海岸線を有する
太平洋に注いでいます。天気の良い日は遠
く八甲田山系の峰々や、空と海の青が溶け合
う太平洋の水平線の素晴らしい絶景を眺望
することができます。
　三陸海岸の北に位置する種差海岸・階上
岳地域は、平成25年5月に三陸復興国立公
園に指定されました。大小無数の岩礁と美
しい砂浜、波打ち際まで広がる天然芝生地
など変化に富んだ海岸線を有する種差海岸

は、約650種を超える多種多様な海浜植物
や高山植物が咲き誇り、「花の渚」と呼ばれ
ています。また、国内で唯一、間近で営巣の
様子を観察できるウミネコの繁殖地として知
られる「蕪島」は、国の天然記念物に指定さ
れています。
　階上岳は、群生する約2万本の山ツツジが
咲き誇る景観や山頂からの眺望、裾野に広
がる美しい里山が魅力で、登山やトレッキン
グのコースとしても親しまれています。
　そのほか、ジオ（地球）に関わる地形、地
層が見どころの「三陸ジオパーク」が、平成
25年9月に日本ジオパークの認定を受け、そ
の魅力や価値が注目されています。

階上岳は標高739.6m。四季を通して登れる山として人気がある。

nature

おだやかな気候にくらす
　北東北にありながら、年間を通して穏やか
で過ごしやすいことが特長です。
　太平洋に面しているため、夏は偏東風（や
ませ）の影響で涼しい日が多く、冬は、雪の

多い日本海側に比べ降雪量が少なく、晴天
の日が続きます。
　また、青森県は全国の中でも台風の接近
が少ない地域でもあります。

陸・海・空でつながる
　八戸圏域は、陸・海・空の交通アクセスに
恵まれています。
　八戸圏域の玄関口である八戸市は、東北
新幹線や東北縦貫自動車道八戸線により、
東北各地や首都圏とつながっています。一
方、平成28年3月には北海道新幹線が開業
し、函館までのアクセスが向上したほか、八
戸港はフェリーによって北海道苫小牧市（札
幌まで約1時間）と結ばれています。
　また、三沢空港にも近く、東京や大阪、札
幌などの大都市圏と1～2時間で結ばれてい
ます。
　東北新幹線を利用すると、東京ー八戸間
の所要時間は最短2時間42分。
　八戸駅から圏域の町村には、青い森鉄道
や路線バスが接続しています。圏域の町村
へは、20～60分程で移動できます。
　令和3年度末までには、三陸沿岸道路が全
線開通予定となっており、更なるアクセスの
向上が見込まれています。

豊かな食を味わう
　八戸圏域は、新鮮な山の幸や海の幸によ
って豊かな食文化が育まれてきました。
　やませを克服してきた先人たちは、米の代
用として小麦やそばを栽培し、「南部せんべ
い」や「せんべい汁」、「そばかっけ」、「ひっつ
み」などの郷土色豊かな粉食文化を発展させ
てきました。階上町の「階上早生階上そば」
は、強い粘りと豊かな風味が特徴で、青森県
唯一の奨励品種となっています。
　また、古くから馬産地として知られる 五戸
町では、「桜鍋」や「馬刺し」などを味わうこ
とができます。
　北東北の海に育まれた新鮮な魚介類が四
季折々に食卓を彩り、中でも、ウニとアワビ
を使った潮汁「いちご煮」は、晴れの席やお
正月に欠かせない郷土料理の一つとなって
います。

首都圏への日帰りも可能な良好アクセス。

climate

access

food culture

04 03

桜鍋

せんべい汁

八戸前沖さば

階上早生階上そば

元祖いちご煮

沿岸部（八戸市）と内陸部（三戸町）の最深積雪量と月別平均気温台風接近数

沿岸部（八戸市）最深積雪量 内陸部（三戸町）最深積雪量沿岸部平均気温 内陸部平均気温

資料：気象庁「気象統計情報」（1981年～2010年までの平年値）資料：気象庁「台風の接近数」
（1981年～2010年までの平年値）
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桜鍋

せんべい汁

八戸前沖さば

階上早生階上そば

元祖いちご煮

沿岸部（八戸市）と内陸部（三戸町）の最深積雪量と月別平均気温台風接近数

沿岸部（八戸市）最深積雪量 内陸部（三戸町）最深積雪量沿岸部平均気温 内陸部平均気温

資料：気象庁「気象統計情報」（1981年～2010年までの平年値）資料：気象庁「台風の接近数」
（1981年～2010年までの平年値）
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充実した医療
　八戸圏域には、地域のかかりつけ医から高
度専門医療を担う八戸市立市民病院（病床
数608／診療科数33）まで、様々な規模・診
療科の医療機関があります。
　これらは相互に連携し、それぞれの役割・
機能を分担して、プライマリ・ケア（初期医療）
から高度専門医療まで切れ目のない医療を
提供しています。
　また、休日や夜間には、複数の医療機関に
よる輪番制の診療体制がとられているほか、
休日夜間急病診療所が開設されており、圏
域内であれば、どこに住んでいても必要なと
きに必要な医療が受けられます。

命をつなぐ
ドクターヘリ・ドクターカー
　八戸市立市民病院では、救命救急センタ
ーを拠点に、青森県ドクターヘリの基地病院
として運航を担うとともに、八戸圏域8市町
村でドクターカーを運行するなど、救急医療
体制が充実しています。
　重症の心筋梗塞患者などに対応するため、
八戸工業大学と共同開発の、手術室をドクタ
ーカーに連結した「ドクターカー V3」の運用
も開始されています。

日本有数の水産都市医療

高品質・多彩な農業生産
　青森県は日本有数の食料基地であり、八戸
圏域においても、米、野菜、果物、畜産と多
種多様な農業が行われています。
　特に、「たっこにんにく」や「あおもり倉石
牛」、「青森シャモロック」は品質の良さで全
国ブランドとなっているほか、ながいも、にん
じん、食用菊なども高い評価を得ています。
　また、だいこん、ごぼうなどの野菜、いちご、
ブルーベリー、りんご、さくらんぼ、ぶどう、
ゼネラル・レクラーク（洋梨）などの果物の生
産が盛んな一方、冷涼な気候と八戸港の飼料
穀物コンビナートを背景に、養豚や養鶏を中
心とした畜産の一大生産地となっています。

みちのくの銘牛「あおもり倉石牛」。

サバやイカの水揚げで国内有数な八戸港。

圏域の中核病院である八戸市立市民病院。

救急医療に対応するドクターヘリ・ドクターカー。

建設中のケミカルタンカー。

石油につぐエネルギー源と注目されている
LNG（液化天然ガス）。東北最大規模の
LNG輸入基地となった八戸LNGターミナ
ルは、北海道と東北のエネルギー供給拠点。

北日本屈指の国際貿易港
　重要港湾である八戸港は、中国・韓国航路、
北米航路などの国際コンテナ定期航路や、京
浜港を経由し海外主要港と結ぶ国際フィー
ダー航路を有し、北日本屈指の国際貿易の
拠点として重要な役割を果たしています。多
目的国際物流ターミナルでは2基のガントリ
ークレーンと77基のリーファープラグが稼働
し物流拠点都市として発展を続けています。

北東北最大級の工業都市
　八戸市は、昭和39年（1964年）の新産業
都市指定を契機として、港湾や道路、工業団
地などのインフラの整備が進み、臨海部には、
製紙、金属、造船等の企業や飼料穀物コンビ
ナート、LNGターミナルが立地しています。
　また、高精度センサや金属粉末等の製造・
開発を行う高度技術産業、ソフトウェア業、
IT・テレマーケティング産業等が集積し、
4900億円を超える製造品出荷額等を有する
北東北最大級の工業都市となっています。
　世界オンリーワンの技術を持つ企業や、世
界トップクラスのシェアを誇る企業などもあ
り、素材から製品まで様々なものづくりが八
戸市で行われ、世界のマーケットに供給され
ています。
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安全・安心情報を『ほっとスルメール』でお知らせ
　安全・安心情報メール配信サービス「ほっ
とスルメール」を24時間体制で圏域住民に
提供しています。
　「ほっとスルメール」は、パソコンや携帯電
話、スマートフォンに配信され、気象、地震、
防犯、交通安全、火災、消費生活、感染症、
ライフライン等の11種類の中から自分の知り
たい情報を選択できます。
　また、大規模災害、事件、事故などが発生
した場合には、緊急情報が全登録者に一斉
に配信されます。

　平成23年3月11日の東日本大震災により、
沿岸部を中心に、住宅や工場、港湾施設が
大きな被害を受けましたが、順調に復旧・復
興が進んでいます。これまで以上に災害に
強いまちをつくるため、小中学校や公民館等
の耐震化や津波避難施設、避難道路、避難
誘導標識の設置等を進めています。
　また、自主防災組織の強化や防災教育の
充実などのソフト対策も進め、行政と住民が
一体となって災害に強いまちづくりに取り組
んでいます。

安全・安心 safety
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　八戸圏域には、八戸市、階上町、おいらせ
町に漁港があり、世界三大漁場の一つである
三陸沖の好漁場に恵まれ、年間を通じて数
多くの新鮮な魚介類が水揚げされています。
　特に、国内有数の水産基地である八戸漁
港は、イカの水揚げ量日本一を誇ります。
　寒流に育まれた「八戸前沖さば」は、日本
一脂がのったサバと市場関係者からの評価
が高く、おいらせ町のホッキガイや階上町の
ウニ、アワビも当圏域の特産となっています。
豊かな海の恵みで、豊富な海の幸が楽しめ
ます。
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農産物・海産物
直売所

新鮮な

八戸市

0178-33-7242
八戸市営魚菜小売市場

0178-28-9311
八食センター

0178-82-2902
道の駅なんごう

0178-80-8099
森の直売所

0178-38-3741
浜市場みなとっと

0178-38-5228
蕪島物産販売施設「かぶーにゃ」

三戸町

0179-22-0600
道の駅さんのへ

0179-22-3266
SAN・SUN産直ひろば

五戸町

0178-62-6962
ふれあい市ごのへ

田子町

0179-32-3165
ガーリックセンター

0179-32-4208
産直たっこや

0179-20-7715
JA八戸田子直売所

0179-23-0888
Takko Farmer’ s Market

南部町

0178-75-0166
名川チェリーセンター

0178-84-4520
ふくちジャックドセンター

0179-34-3437
なんぶふるさと物産館

0178-76-1060
そばの里 けやぐ

階上町

0178-88-1800
道の駅はしかみ

0178-88-4449
フォレストピア階上

0178-88-2709
わっせ交流センター

0178-38-3166
はしかみハマの駅 あるでぃ～ば

新郷村

0178-78-3333
道の駅しんごう

おいらせ町

0178-56-2884
アグリの里 おいらせ

0178-52-8696
観光PRセンター味祭館

0178-56-5487
おはよう広場

就学前の子どもと大人が一緒に遊べる施設「こどもはっち」。

安心の子育て
　幼稚園や保育所、認定こども園がバランス
よく整備され、休日保育や一時預かり、地域
子育て支援センターなどの保育サービスが
利用できます。
　各小学校区には児童館や教室等を活用し
た放課後児童クラブが開設され、小学生の
放課後の遊びや生活の場となっています。
　八戸市中心街に開設されている「こどもは
っち」は、大人と子どもの交流の場として、
温もりのある木の空間と、親子が一緒に楽し
める多彩なイベントなどが好評で、たくさん
の親子で賑わいを見せています。
　八戸圏域では、全ての市町村において、中
学校卒業までの医療費助成や保育料の軽減
を行っています。

出
産
・

子
育
て

未来を託す出産
　八戸市立市民病院には「周産期センター」
が設置されています。
　通常の出産はもちろん、高度な医学的管
理が必要となるハイリスク出産や低体重出生
児などにも対応できる診療体制を備え、地域
の診療所とも連携しながら、安心して出産で
きる環境を整えています。
　また、同院などで導入されている院内助産
システムや助産師外来は、助産師によるきめ
細やかなケアが好評を得ています。
　そのほか、出産前後の訪問指導や妊婦検
診・乳児健診の費用助成など、それぞれの市
町村において各種支援制度が設けられてい
ます。

Birth
&

parenting

shopping

意外と商業機能が充実しているショッピング
　八戸市中心街には百貨店や専門店、飲食
店、郊外にはショッピングモールや家電量販
店などがあるほか、市内全域にスーパーやド
ラッグストア、ホームセンターなども多数立
地しています。
　おいらせ町には映画館やボウリング場など
の娯楽施設を併設した大型ショッピングモー

ルがあり、圏域内外から多くの家族連れや若
者が集い賑わいを見せています。
　八戸圏域では、新鮮な農産物・海産物を
扱う朝市や道の駅をはじめとする産直施設
が数多くあり、地域の人々や観光客で賑わっ
ています。豊かな自然が育む産地ならでは
の多彩な旬の食材が楽しめます。

買い物

明日を担う教育が充実
　八戸圏域は高等教育が充実しています。
八戸市に大学・短大が3校あるほか、青森県
内唯一の国立工業高等専門学校があり、地域
の人材育成に貢献しています。また、東北有
数の進学校や、商工農水産・芸術文化・看護
等の専門科を有する高校も充実しています。
　特色のある取組として、三戸町の小中一貫
教育、田子町の県内公立学校初の連携型中
高一貫教育があり、幅広い年齢の児童・生徒
の交流により、社会性やコミュニケーション
能力が養成されています。

物価 cost of living

家計に優しい物価で暮らしやすさを実感する
　東京都と青森県との物価を比較すると、
グラフのとおり光熱・水道費以外のすべての
項目で青森県が下回っており、とても暮らし

やすい地域といえます。暮らしの基盤となる
衣食住。低い物価でゆとりある生活ができ
ます。

確かな学力、豊かな心、健やかな体。心豊か
でたくましい児童生徒の育成を目指す小中一
貫教育（三戸町）。
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◎ 国立八戸工業高等専門学校

教育 education

県内唯一の高専で、充実した設備・自由な校風の
中で、世界に通用するエンジニアの育成を目指し
ています。創立以来、就職率100％の実績と高い
進学率を誇っています。

◎ 八戸学院大学
◎ 八戸学院大学短期大学部
スポーツ・健康・福祉について学べるカリキュラ
ムが多く設けられています。また、短期大学部で
は保育と介護のプロを目指すことができます。

◎ 八戸工業大学
北東北で唯一の私立理工系大学。工学部のほか、
デザインに関わる知識や表現技法、地域の価値を
発信するために必要な実践的なデザインスキルを
学べる、感性デザイン学部があります。

物価

（東京都を100とした場合の青森県との比較）

総合

食料
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アートやカルチャーに触れる都市の暮らし。
便利さと、心地よさ。あなたに

そのヒントは、八戸圏域に住む先輩移住

自然と同じリズムで生きる農村の暮らし。
ちょうどいい暮らしはどこに？
者の声から見つかるかもしれません。

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

10 09

7

新郷村

8

おいらせ町

1

八戸市

6

階上町5

南部町
2

三戸町

4

田子町

3

五戸町

すみっこだけど、閉じこもってない。
世界とつながっている町。
すみっこだけど、閉じこもってない。
世界とつながっている町。

4

P.14

長澤 伸さん
Shin Nagasawa

田子町

実
が
な
っ
て
、

育
っ
て
、か
た
ち
に
な
る
。

仕
事
が
目
に
見
え
る
の
が
、

農
業
な
ら
で
は
の
面
白
さ
。

実
が
な
っ
て
、

育
っ
て
、か
た
ち
に
な
る
。

仕
事
が
目
に
見
え
る
の
が
、

農
業
な
ら
で
は
の
面
白
さ
。

2

P.12

田中 俊行さん
Toshiyuki Tanaka

三戸町

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、

民
俗
芸
能
の
オ
ジ
さ
ま
。

全
然
違
う
人
た
ち
と
一
緒
に

つ
く
る
の
が
一
番
楽
し
い
ん
で
す
。

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、

民
俗
芸
能
の
オ
ジ
さ
ま
。

全
然
違
う
人
た
ち
と
一
緒
に

つ
く
る
の
が
一
番
楽
し
い
ん
で
す
。

1

今川 和佳子さん
Wakako Imagawa

P.11

八戸市

農
家
民
泊
と

カ
フ
ェ
を
始
め
る
予
定
。

農
の
あ
る
暮
ら
し
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
。

農
家
民
泊
と

カ
フ
ェ
を
始
め
る
予
定
。

農
の
あ
る
暮
ら
し
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
。

3

P.13

佐藤 岳広さん
　　 美穂子さん
Takehiro & Mihoko Sato

五戸町

ど
こ
に
住
む
か
よ
り
、

誰
と
い
る
か
。

合
う
ヤ
ツ
を
見
つ
け
た
い
な
ら

自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
。

ど
こ
に
住
む
か
よ
り
、

誰
と
い
る
か
。

合
う
ヤ
ツ
を
見
つ
け
た
い
な
ら

自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
。

7

P.17

中平 将義さん
Masayoshi Nakadai

新郷村

団
員
は
高
校
生
中
心
。

表
現
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

劇
団
は
攻
め
な
が
ら

守
り
た
い
。

団
員
は
高
校
生
中
心
。

表
現
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

劇
団
は
攻
め
な
が
ら

守
り
た
い
。

6

P.16

花澤 紫穂さん
Shiho Hanazawa

階上町

山
と
川
っ
て
き
っ
と
、

日
本
人
の
心
の
原
風
景
。

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
感
覚
、

子
ど
も
に
も
伝
え
た
い
。

山
と
川
っ
て
き
っ
と
、

日
本
人
の
心
の
原
風
景
。

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
感
覚
、

子
ど
も
に
も
伝
え
た
い
。

5

P.15

根市 大樹さん
Hiroki Neichi

南部町

ワクワクする気持ちを、
生きる力に。
まず大人が楽しめば、
子どもにも
伝わる。

ワクワクする気持ちを、
生きる力に。
まず大人が楽しめば、
子どもにも
伝わる。

8

P.18

外井 亜希さん
Aki Sotoi

おいらせ町

※2019 年取材 時の情報です。

アートやカルチャーに触れる都市の暮らし。
便利さと、心地よさ。あなたに

そのヒントは、八戸圏域に住む先輩移住

自然と同じリズムで生きる農村の暮らし。
ちょうどいい暮らしはどこに？
者の声から見つかるかもしれません。

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

10 09

7

新郷村

8

おいらせ町

1

八戸市

6

階上町5

南部町
2

三戸町

4

田子町

3

五戸町

すみっこだけど、閉じこもってない。
世界とつながっている町。
すみっこだけど、閉じこもってない。
世界とつながっている町。

4

P.14

長澤 伸さん
Shin Nagasawa

田子町

実
が
な
っ
て
、

育
っ
て
、か
た
ち
に
な
る
。

仕
事
が
目
に
見
え
る
の
が
、

農
業
な
ら
で
は
の
面
白
さ
。

実
が
な
っ
て
、

育
っ
て
、か
た
ち
に
な
る
。

仕
事
が
目
に
見
え
る
の
が
、

農
業
な
ら
で
は
の
面
白
さ
。

2

P.12

田中 俊行さん
Toshiyuki Tanaka

三戸町

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、

民
俗
芸
能
の
オ
ジ
さ
ま
。

全
然
違
う
人
た
ち
と
一
緒
に

つ
く
る
の
が
一
番
楽
し
い
ん
で
す
。

現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、

民
俗
芸
能
の
オ
ジ
さ
ま
。

全
然
違
う
人
た
ち
と
一
緒
に

つ
く
る
の
が
一
番
楽
し
い
ん
で
す
。

1

今川 和佳子さん
Wakako Imagawa

P.11

八戸市

農
家
民
泊
と

カ
フ
ェ
を
始
め
る
予
定
。

農
の
あ
る
暮
ら
し
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
。

農
家
民
泊
と

カ
フ
ェ
を
始
め
る
予
定
。

農
の
あ
る
暮
ら
し
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
。

3

P.13

佐藤 岳広さん
　　 美穂子さん
Takehiro & Mihoko Sato

五戸町

ど
こ
に
住
む
か
よ
り
、

誰
と
い
る
か
。

合
う
ヤ
ツ
を
見
つ
け
た
い
な
ら

自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
。

ど
こ
に
住
む
か
よ
り
、

誰
と
い
る
か
。

合
う
ヤ
ツ
を
見
つ
け
た
い
な
ら

自
分
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
。

7

P.17

中平 将義さん
Masayoshi Nakadai

新郷村

団
員
は
高
校
生
中
心
。

表
現
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

劇
団
は
攻
め
な
が
ら

守
り
た
い
。

団
員
は
高
校
生
中
心
。

表
現
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

劇
団
は
攻
め
な
が
ら

守
り
た
い
。

6

P.16

花澤 紫穂さん
Shiho Hanazawa

階上町

山
と
川
っ
て
き
っ
と
、

日
本
人
の
心
の
原
風
景
。

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
感
覚
、

子
ど
も
に
も
伝
え
た
い
。

山
と
川
っ
て
き
っ
と
、

日
本
人
の
心
の
原
風
景
。

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
す
感
覚
、

子
ど
も
に
も
伝
え
た
い
。

5

P.15

根市 大樹さん
Hiroki Neichi

南部町

ワクワクする気持ちを、
生きる力に。
まず大人が楽しめば、
子どもにも
伝わる。

ワクワクする気持ちを、
生きる力に。
まず大人が楽しめば、
子どもにも
伝わる。

8

P.18

外井 亜希さん
Aki Sotoi

おいらせ町

※2019 年取材 時の情報です。



　2
0
1
1
年
2
月
に
開
館
し
た『
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
』。
観
光
展
示
に
カ
フ

ェ
等
を
備
え
る
ほ
か
、
市
民
活
動
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
、
今
で
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
す
。

　八
戸
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
今
川
和
佳
子
さ
ん
は
立
ち
上
げ
段
階

か
ら『
は
っ
ち
』に
携
わ
り
、
6
年
間
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
在
籍
。
写
真
家
・
ダ
ン
サ
ー
・
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
を
つ

な
ぎ
、
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
独
自
の
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　14
年
の
独
立
後
は
、
民
俗
芸
能
と
国
内
外
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
共
演
す
る「
三
陸
国
際
芸
術
祭
」の

企
画
や
、
市
内
の
酒
造「
八
仙
」で
の
文
化
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
商
品
開
発
ま
で
、
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
と
の
創
作
活
動
。
全
く

異
な
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
を
ま

と
め
る
の
は
容
易
で
な
い
…
と
思
い
き
や
、「
そ
こ

が
実
は
一
番
楽
し
い
」と
笑
う
今
川
さ
ん
で
す
。

　「八
戸
の
人
は
色
々
な
文
化
を
受
け
入
れ
る
素
養

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
声
か
け
れ
ば
面
白
い

ア
イ
デ
ア
や
す
ご
い
ス
キ
ル
が
ど
ん
ど
ん
出
る
。

三
社
大
祭
、
え
ん
ぶ
り
、
神
楽
な
ど
表
現
に
関
わ
る

人
が
多
く
て
、
み
な
さ
ん
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
。
だ

か
ら
現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
も
、
ど
こ
か

共
感
し
合
え
る
し
、
無
限
の
作
品
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
る
ん
で
す
」

　八
戸
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
東
京
学
芸
大
学
進
学

を
き
っ
か
け
に
上
京
し
た

今
川
さ
ん
。
帰
省
の
際
に

『
は
っ
ち
』開
館
の
計
画
を
聞
き
、

U
タ
ー
ン
を
決
め
た
の
は
2
0
0
7
年

の
こ
と
で
す
。

　「全
国
で
中
心
商
店
街
の
衰
退
が
進
み
、
八
戸
も

例
外
で
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
で
も
同
時

に
、
ア
ー
ト
で
地
域
を
活
性
化
す
る
動
き
が
東
京
か

ら
地
方
に
広
が
り
始
め
た
頃
で
。『
は
っ
ち
』な
ら
、

ア
ー
ト
、
食
、
子
育
て
な
ど
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の

交
流
か
ら
独
自
の
活
動
が
つ
く
れ
る
の
で
は
、
と
」

　大
学
時
代
に
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
参
加
し
た
り
、
卒
業
後
は
食
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
多
彩
な
職
種
を
経
験
。
視
野
を
広
げ
た
こ
と

で
、
10
代
の
頃
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
可
能
性

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　「八
戸
に
は
あ
れ
も
な
い
、
こ
れ
も
な
い
と
昔
は

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
も
〝
な
い
も
の
〞
が
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
れ
は

〝
都
会
に
あ
っ
て
八
戸
に
な
い
も
の
〞
と
い
う
意

味
で
は
な
く
て
、
こ
の
街
ら
し
く
発
展
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
も
の
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
農
業

か
も
し
れ
な
い
し
、
観
光
か
も
し
れ
な
い
し
、
ア
ー

ト
か
も
し
れ
な
い
。〝
足
り
な
い
〞
は
、
み
ん
な
が

活
躍
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
ま
す

よ
ね
。
そ
れ
に
八
戸
に
は
、
自
然
も
歴
史
も
産
業

も
あ
る
。
も
し
移
住
し
て
も
、
そ
の
人
な
り
の
街

と
の
関
わ
り
方
を
見
つ
け
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」

「
八
戸
で
は
み
ん
な
が
表
現
者
」

ア
ー
ト
で
地
域
を
活
性
化

「
八
戸
で
は
み
ん
な
が
表
現
者
」

ア
ー
ト
で
地
域
を
活
性
化

〝
足
り
な
い
〞か
ら
こ
そ
、

活
躍
で
き
る
場
所
が
き
っ
と
あ
る

〝
足
り
な
い
〞か
ら
こ
そ
、

活
躍
で
き
る
場
所
が
き
っ
と
あ
る

　戦
国
時
代
に
城
が
築
か
れ
た
三
戸
町
は
、
日
本

最
古
級
の
城
下
町
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
奥
州

街
道
を
歩
け
ば
、
そ
こ
こ
こ
に
残
る
古
民
家
や
神

社
仏
閣
が
歴
史
の
深
さ
を
物
語
り
ま
す
。
ま
た
、

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
絵
本『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』シ
リ
ー
ズ

を
生
み
出
し
た
漫
画
家
・
馬
場
の
ぼ
る
さ
ん
は
三

戸
町
出
身
。
町
で
は
商
店
の
看
板
や
道
端
の
石
像

な
ど
、
至
る
所
で
ね
こ
た
ち
が
出
迎
え
ま
す
。

　し
か
し
今
回
の
舞
台
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
南

へ
4
キ
ロ
ほ
ど
の
目
時
地
区
。
岩
手
と
の
県
境
に

あ
る
無
人
駅
・
目
時
駅
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に

あ
る
の
は
、
視
界
い
っ
ぱ
い
の
緑
。
田
園
風
景
の

中
に
家
が
点
在
し
、
鳥
の
声
が
響
く
里
山
で
す
。

　田
中
俊
行
さ
ん
が
宮
城
県
か
ら
戻
り
、
両
親
の
営

む
り
ん
ご
栽
培
に
携
わ
り
始
め
た
の
は
2
0
1
7

年
。
そ
れ
以
前
は
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
で
、
仙
台
営
業
所
の
支
店
長
代
理
を
務

め
て
い
ま
し
た
。

　「仕
事
は
楽
し
い
。
で
も
一
生
会
社
勤
め
す
る
自

分
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
な
ん
と
な
く
40
歳
ま

で
に
は
帰
っ
て
農
業
し
よ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
」

　〝
な
ん
と
な
く
〞
と
は
、
す
な
わ
ち
直
感
。
友

人
に
驚
か
れ
な
が
ら
も
淡
々
と
準
備
を
進
め
、
数

か
月
後
に
は
三
戸
の
畑
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　田
中
家
の
栽
培
品
目
は
、
主
力
の
り
ん
ご
を
は

じ
め
メ
ロ
ン
、
す
い
か
な
ど
、
果
物
が
中
心
。
三
戸

町
は
盆
地
に
あ
る
た
め
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

糖
度
の
高
い
果
物
が
穫
れ
ま
す
。
そ
の
お
い
し
さ

は
、
り
ん
ご
を
食
べ
慣
れ
た
青
森
県
民
の
間
で
も

〝
味
は
三
戸
〞
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
。

　3
カ
所
あ
る
田
中
さ
ん
の
り
ん
ご
畑
。
そ
の
1

つ
に
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
初
夏
の
摘
果（
1
株
に

5
〜
6
個
つ
い
た
実
の
う
ち
、
形
の
良
い
1
個
を

残
し
他
を
摘
み
取
る
）真
っ
只
中
で
し
た
。
ま
だ

青
い
実
を
一
つ
ひ
と
つ
手
に
取
り
成
長
を
見
極
め

る
鋭
い
眼
差
し
。
淀
み
な
い
ハ
サ
ミ
使
い
は
プ
ロ

の
風
格
で
す
。
し
か
し
意
外
に
も「
実
は
農
作
業

は
ほ
ぼ
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
戻
っ
て
一
か
ら

教
わ
り
ま
し
た
。
意
外
と
難
し
く
な
い
…
っ
て
言

っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
な（
笑
）」と
の
こ
と
。

　農
業
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
実
が
な
っ
て
、
育

っ
て
、
形
に
な
る
。
目
に
見
え
る
も
の
が
で
き
て

く
る
面
白
さ
は
、
金
額
や
数
字
を
ク
リ
ア
す
る
の

と
は
違
う
、
農
家
な
ら
で
は
の
喜
び
か
も
し
れ
な

い
。
正
直
、
収
入
は
も
う
少
し
欲
し
い
け
ど（
笑
）」

　大
部
分
を
青
森
県
産
が
占
め
る
国
産
り
ん
ご
の

輸
出
額
は
、
5
年
連
続
1
0
0
億
円
突
破（
〜

2
0
1
8
年
）。『
青
森
り
ん
ご
』の
価
値
を
世
界
が

認
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
田
中
さ
ん
も
畑
の
拡
大
を

計
画
中
。
6
次
産
業
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　「『
南
部
ど
き
』の
根
市（
※
15
ペ
ー
ジ
参
照
）が

高
校
の
同
級
生
で
。
近
く
で
頑
張
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
何
か
し
た
い
な
っ
て
思
う
ん
で
す
」

　U
タ
ー
ン
と
同
時
に
就
農
し
て
3
年
。
仲
間
に

刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
り
ん
ご
の
可
能
性
を
追
求

す
る
日
々
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
自
分
を
描
い
た
と
き
、

直
感
で
決
め
た
U
タ
ー
ン

未
来
の
自
分
を
描
い
た
と
き
、

直
感
で
決
め
た
U
タ
ー
ン

ツ
ウ
を
唸
ら
せ
る
三
戸
り
ん
ご

目
指
す
は
生
産
増
＆
6
次
産
業
化

ツ
ウ
を
唸
ら
せ
る
三
戸
り
ん
ご

目
指
す
は
生
産
増
＆
6
次
産
業
化

八戸名物の「ほや」と「おやじ」を掛け合わせた八戸の横丁マスコットキャラクター
「よっぱらいほやじ」を命名した今川さん

立ち上げに参加した八戸ポータルミ
ュージアムはっちの館内

八戸ポータルミュージアムはっち内
の馴染みのお店で見晴らしのよい高台にあるりんご畑
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八戸市移住先

アートコーディネーター職業

今川 和佳子さん名前

14年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
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りんごの摘果作業

　2
0
1
1
年
2
月
に
開
館
し
た『
八
戸
ポ
ー
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

は
っ
ち
』。
観
光
展
示
に
カ
フ

ェ
等
を
備
え
る
ほ
か
、
市
民
活
動
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
、
今
で
は
街
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
す
。

　八
戸
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
今
川
和
佳
子
さ
ん
は
立
ち
上
げ
段
階

か
ら『
は
っ
ち
』に
携
わ
り
、
6
年
間
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
在
籍
。
写
真
家
・
ダ
ン
サ
ー
・
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
を
つ

な
ぎ
、
交
流
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
独
自
の
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　14
年
の
独
立
後
は
、
民
俗
芸
能
と
国
内
外
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
共
演
す
る「
三
陸
国
際
芸
術
祭
」の

企
画
や
、
市
内
の
酒
造「
八
仙
」で
の
文
化
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
商
品
開
発
ま
で
、
活
動
の
幅

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
と
の
創
作
活
動
。
全
く

異
な
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
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ド
を
持
つ
人
々
を
ま

と
め
る
の
は
容
易
で
な
い
…
と
思
い
き
や
、「
そ
こ

が
実
は
一
番
楽
し
い
」と
笑
う
今
川
さ
ん
で
す
。

　「八
戸
の
人
は
色
々
な
文
化
を
受
け
入
れ
る
素
養

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
声
か
け
れ
ば
面
白
い

ア
イ
デ
ア
や
す
ご
い
ス
キ
ル
が
ど
ん
ど
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出
る
。

三
社
大
祭
、
え
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ぶ
り
、
神
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な
ど
表
現
に
関
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る
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が
多
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て
、
み
な
さ
ん
ク
リ
エ
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テ
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ブ
。
だ

か
ら
現
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
も
、
ど
こ
か

共
感
し
合
え
る
し
、
無
限
の
作
品
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
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る
ん
で
す
」

　八
戸
市
で
生
ま
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育
ち
、
東
京
学
芸
大
学
進
学

を
き
っ
か
け
に
上
京
し
た

今
川
さ
ん
。
帰
省
の
際
に

『
は
っ
ち
』開
館
の
計
画
を
聞
き
、

U
タ
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ン
を
決
め
た
の
は
2
0
0
7
年

の
こ
と
で
す
。

　「全
国
で
中
心
商
店
街
の
衰
退
が
進
み
、
八
戸
も

例
外
で
は
な
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と
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い
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い
ま
し
た
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で
も
同
時

に
、
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ト
で
地
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を
活
性
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す
る
動
き
が
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京
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ら
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方
に
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が
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始
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で
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ら
、
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、
食
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ど
、
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の
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で
参
加
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後
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多
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野
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で
、
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の
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の
ネ
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な
印
象
が
可
能
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に
変
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に
は
あ
れ
も
な
い
、
こ
れ
も
な
い
と
昔
は

思
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ま
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た
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今
も
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も
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が
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あ
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に
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が
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下
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ス
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リ
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ト
の
奥
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街
道
を
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ば
、
そ
こ
こ
こ
に
残
る
古
民
家
や
神

社
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閣
が
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史
の
深
さ
を
物
語
り
ま
す
。
ま
た
、

ロ
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絵
本『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』シ
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ズ

を
生
み
出
し
た
漫
画
家
・
馬
場
の
ぼ
る
さ
ん
は
三
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町
出
身
。
町
で
は
商
店
の
看
板
や
道
端
の
石
像

な
ど
、
至
る
所
で
ね
こ
た
ち
が
出
迎
え
ま
す
。

　し
か
し
今
回
の
舞
台
は
、
町
の
中
心
部
か
ら
南

へ
4
キ
ロ
ほ
ど
の
目
時
地
区
。
岩
手
と
の
県
境
に

あ
る
無
人
駅
・
目
時
駅
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に

あ
る
の
は
、
視
界
い
っ
ぱ
い
の
緑
。
田
園
風
景
の

中
に
家
が
点
在
し
、
鳥
の
声
が
響
く
里
山
で
す
。

　田
中
俊
行
さ
ん
が
宮
城
県
か
ら
戻
り
、
両
親
の
営

む
り
ん
ご
栽
培
に
携
わ
り
始
め
た
の
は
2
0
1
7

年
。
そ
れ
以
前
は
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
で
、
仙
台
営
業
所
の
支
店
長
代
理
を
務

め
て
い
ま
し
た
。

　「仕
事
は
楽
し
い
。
で
も
一
生
会
社
勤
め
す
る
自

分
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
な
ん
と
な
く
40
歳
ま

で
に
は
帰
っ
て
農
業
し
よ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
」

　〝
な
ん
と
な
く
〞
と
は
、
す
な
わ
ち
直
感
。
友

人
に
驚
か
れ
な
が
ら
も
淡
々
と
準
備
を
進
め
、
数

か
月
後
に
は
三
戸
の
畑
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　田
中
家
の
栽
培
品
目
は
、
主
力
の
り
ん
ご
を
は

じ
め
メ
ロ
ン
、
す
い
か
な
ど
、
果
物
が
中
心
。
三
戸

町
は
盆
地
に
あ
る
た
め
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

糖
度
の
高
い
果
物
が
穫
れ
ま
す
。
そ
の
お
い
し
さ

は
、
り
ん
ご
を
食
べ
慣
れ
た
青
森
県
民
の
間
で
も

〝
味
は
三
戸
〞
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
。

　3
カ
所
あ
る
田
中
さ
ん
の
り
ん
ご
畑
。
そ
の
1

つ
に
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
初
夏
の
摘
果（
1
株
に

5
〜
6
個
つ
い
た
実
の
う
ち
、
形
の
良
い
1
個
を

残
し
他
を
摘
み
取
る
）真
っ
只
中
で
し
た
。
ま
だ

青
い
実
を
一
つ
ひ
と
つ
手
に
取
り
成
長
を
見
極
め

る
鋭
い
眼
差
し
。
淀
み
な
い
ハ
サ
ミ
使
い
は
プ
ロ

の
風
格
で
す
。
し
か
し
意
外
に
も「
実
は
農
作
業

は
ほ
ぼ
や
っ
た
こ
と
が
な
く
て
、
戻
っ
て
一
か
ら

教
わ
り
ま
し
た
。
意
外
と
難
し
く
な
い
…
っ
て
言

っ
た
ら
怒
ら
れ
る
か
な（
笑
）」と
の
こ
と
。

　農
業
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
、「
実
が
な
っ
て
、
育

っ
て
、
形
に
な
る
。
目
に
見
え
る
も
の
が
で
き
て

く
る
面
白
さ
は
、
金
額
や
数
字
を
ク
リ
ア
す
る
の

と
は
違
う
、
農
家
な
ら
で
は
の
喜
び
か
も
し
れ
な

い
。
正
直
、
収
入
は
も
う
少
し
欲
し
い
け
ど（
笑
）」

　大
部
分
を
青
森
県
産
が
占
め
る
国
産
り
ん
ご
の

輸
出
額
は
、
5
年
連
続
1
0
0
億
円
突
破（
〜

2
0
1
8
年
）。『
青
森
り
ん
ご
』の
価
値
を
世
界
が

認
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
田
中
さ
ん
も
畑
の
拡
大
を

計
画
中
。
6
次
産
業
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　「『
南
部
ど
き
』の
根
市（
※
15
ペ
ー
ジ
参
照
）が

高
校
の
同
級
生
で
。
近
く
で
頑
張
っ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
何
か
し
た
い
な
っ
て
思
う
ん
で
す
」

　U
タ
ー
ン
と
同
時
に
就
農
し
て
3
年
。
仲
間
に

刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
り
ん
ご
の
可
能
性
を
追
求

す
る
日
々
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
自
分
を
描
い
た
と
き
、

直
感
で
決
め
た
U
タ
ー
ン

未
来
の
自
分
を
描
い
た
と
き
、

直
感
で
決
め
た
U
タ
ー
ン

ツ
ウ
を
唸
ら
せ
る
三
戸
り
ん
ご

目
指
す
は
生
産
増
＆
6
次
産
業
化

ツ
ウ
を
唸
ら
せ
る
三
戸
り
ん
ご

目
指
す
は
生
産
増
＆
6
次
産
業
化

八戸名物の「ほや」と「おやじ」を掛け合わせた八戸の横丁マスコットキャラクター
「よっぱらいほやじ」を命名した今川さん

立ち上げに参加した八戸ポータルミ
ュージアムはっちの館内

八戸ポータルミュージアムはっち内
の馴染みのお店で見晴らしのよい高台にあるりんご畑

スナップエンドウの収穫
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八戸市移住先

アートコーディネーター職業

今川 和佳子さん名前

14年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

八戸市出身地

1976年生まれ。東京学芸大卒業。食・ファッションの企画・営業などに携わり2007
年帰郷。08～13年、八戸市嘱託職員として「八戸ポータルミュージアムはっち」コー
ディネーターを務める。14年、「合同会社プロア」設立。アートを核とした地域振興プ
ロジェクト等に関わる。「一般社団法人アーツグラウンド東北」理事。

Wakako Imagawa

1

三戸町移住先

果樹農家職業

田中 俊行さん名前

4年目（Uターン）移住歴

宮城県移住する前の
居住地

三戸町出身地

1981年生まれ。実家は代々果樹中心の農家。東北大学文学部卒業後、物流系ベンチャ
ー企業の仙台営業所立ち上げに携わり、やがて営業所長代理に。2017年、いずれ戻り
たいと考えていた三戸町にUターン。父母が営む農業を本格的に手伝い始める。オフの
楽しみは読書＆晩酌と、地域の小学生バスケットボールチームの指導。

Toshiyuki Tanaka

2

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

りんごの摘果作業
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五戸町移住先

無農薬栽培農家職業

佐藤 岳広・美穂子さん名前

5年目（孫ターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

埼玉県（岳広さん）
大阪府（美穂子さん）

出身地

1981年生まれ（岳広さん）／ 82年生まれ（美穂子さん）。都内のIT企業でエンジニア
をしていた岳広さんと広告営業から介護職員に転身した美穂子さんは2012年に結婚。
16年、岳広さんの祖父母が農業を営んできた五戸町に長男・次男を連れて移住。17年
から2年間の農業研修を経て19年に独立。同年、長女が誕生。

Takehiro & Mihoko Sato

3

田子町移住先

グラフィックデザイナー職業

長澤 伸さん名前

5年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

田子町出身地

1975年生まれ。北海道造形デザイン専門学校（札幌市）でデザインを学ぶ。雑誌レイ
アウト等を手がける都内デザイン会社に8年間勤務後、「キンアカデザイン」事務所を設
立。2016年田子町にUターン後は、首都圏の仕事に加えて地域の商品ラベル・Tシャツ・
ポスター等のデザインにも活動の幅を広げている。

Shin Nagasawa

4

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

　五
戸
町
で
農
業
を
営
む
佐
藤
岳
広
さ
ん
・
美
穂

子
さ
ん
夫
妻
は『
孫
タ
ー
ン
』。
都
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
岳
広
さ
ん
の
父
の
実
家
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　埼
玉
県
出
身
の
岳
広
さ
ん
と
、
大
阪
で
生
ま
れ

育
ち
上
京
し
た
美
穂
子
さ
ん
。
農
村
の
暮
ら
し
に

惹
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
り
ま
す
。

美
穂
子
さ
ん
は
大
学
時
代
、
中
国
に
留
学
。
農
村

に
水
道
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
自
然

に
沿
っ
て
生
き
る
心
地
よ
さ
を
体
感
し
た
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
知
人
宅
で
の
農
作
業
体
験
を
き
っ

か
け
に
、「
い
つ
か
田
畑
の
あ
る
暮
ら
し
を
」と
思

い
始
め
ま
し
た
。
一
方
の
岳
広
さ
ん
も
子
ど
も
の

頃
、
折
に
触
れ
て
訪
れ
た
祖
父
母
の
家
の
風
景
が
、

い
つ
も
心
に
あ
り
ま
し
た
。

　待
望
の
移
住
を
果
た
し
た
の
は
2
0
1
6
年
。

町
に
は
、
移
住
と
農
業
の
先
輩
が
い
ま
し
た
。
農

薬
や
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い
有
機
栽
培
を
実

践
し
て
い
る
春
義
彦
さ
ん
・
文
子
さ
ん
夫
妻
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て『
は
る
農
園
』を
知
っ
た
岳

広
さ
ん
は
春
さ
ん
の
も
と
、
国
の
就
農
支
援
制
度

を
活
用
し
て
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

　そ
し
て
19
年
、
夏
。
移
住
か
ら
丸
3
年
が
経
ち
、

岳
広
さ
ん
は
つ
い
に
独
立
し
て
初
め
て
の
収
穫
最

盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
な
ど

農
業
資
材
を
極
力
使
わ
ず
、
無
農
薬
か
つ
不
耕
起

（
耕
さ
な
い
）で
育
つ
野
菜
は
、
一
般
的
な
農
法
に

比
べ
成
長
が
遅
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
岳
広
さ
ん

の
譲
れ
な
い
こ
だ
わ
り
。

　「農
家
1
年
生
が
生
意
気
な
こ
と
は
言
え
な
い
で

す
が
…
」と
前
置

き
し
た
後
で
、「
僕

た
ち
夫
婦
が
や
り
た

い
の
は
〝
農
業
〞
と
い

う
よ
り
〝
農
を
中
心
と
し
た

暮
ら
し
〞
や
、
そ
こ
で
生
ま
れ

る
人
と
の
交
流
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
早
く
た
く
さ
ん
作
っ

て
た
く
さ
ん
売
ろ
う
と
い
う

考
え
は
な
く
て
。
自
然
に
よ

り
近
い
農
法
を
選
ん
で
ま
す
」

隣
に
い
る
美
穂
子
さ
ん
も
頷

き
ま
す
。

　「今
、
家
の
一
部
を
改
装
中
で
、
農
家
民
泊
と
カ

フ
ェ
を
始
め
る
予
定
で
す
。
農
村
の
暮
ら
し
に
興

味
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
も
分
か
ら
な
く
て
不
安
な

人
、
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
が

何
日
か
で
も
農
作
業
し
な
が
ら
滞
在
で
き
る
場
を

作
る
こ
と
で
、
色
々
な
人
が
田
畑
に
関
わ
る
楽
し

さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
」

　美
穂
子
さ
ん
が
移
住
仲
間
と
始
め
た『
ピ
ク
ニ

ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
』に
は
町
内
外
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
や
コ
ー
ヒ
ー
、
産
直
野
菜
が
並
び
、
老
若
男
女
が

の
ん
び
り
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
定
着
。
東
京
時

代
の
友
人
や
同
僚
に
は
、
A
4
の
紙
に
手
書
き
で

し
た
た
め
た『
月
間
ほ
ど
い
も
通
信
』で
農
村
の
暮

ら
し
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
S
N
S
を
使
わ
な
い

の
は
、
人
と
の
出
会
い
や
関
係
を
、
よ
り
大
事
に
し

た
い
か
ら
。〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
夫
婦
で
共
有
し
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
、
伝
え
て
い
く
。
そ
ん
な
2
人
の
周
囲

に
は
い
つ
も
、
柔
ら
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
、
ま
る
で
、
夏
休
み
に
遊
び
に
行
っ
た
、
懐
か

し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
よ
う
な
。

農
村
に
憧
れ
一
家
で
孫
タ
ー
ン

先
輩
農
家
で
有
機
栽
培
を
学
ぶ

農
村
に
憧
れ
一
家
で
孫
タ
ー
ン

先
輩
農
家
で
有
機
栽
培
を
学
ぶ

叶
え
た
い
の
は〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞

農
家
民
泊
と
カ
フ
ェ
を
開
始
予
定

叶
え
た
い
の
は〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞

農
家
民
泊
と
カ
フ
ェ
を
開
始
予
定

　『キ
ン
ア
カ
』は
印
刷
業
界
の
用
語
で
、
鮮
や
か

な
赤
の
こ
と
。
重
要
な
部
分
を
際
立
た
せ
る
の
に

使
わ
れ
ま
す
。
東
京
か
ら
田
子
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
長
澤
伸
さ
ん
が

屋
号
に「
キ
ン
ア
カ
」を
冠
し
た
の
は
、
こ
の
鮮
烈

な
色
の
在
り
方
に
憧
れ
た
か
ら
。

　「一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
け
ど
業
界
で
知
ら

ぬ
者
は
な
い
。
そ
ん
な
存
在
に
な
り
た
く
て
」

　長
澤
さ
ん
は
札
幌
の
専
門
学
校
卒
業
後
、
都
内

の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。
雑
誌
・
書
籍
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
手
が
け
ま
す
。
年
間
発
行
部
数
6
0
0

万
部
を
誇
っ
た
少
年
漫
画
誌
な
ど
を
担
当
し
た
後
、

31
歳
で
独
立
。
世
田
谷
区
に
自
宅
兼
事
務
所
を
構

え
ま
し
た
。
仕
事
は
順
調
。
し
か
し「
い
つ
か
帰

ろ
う
」と
い
う
思
い
も
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　「田
子
町
っ
て
、
地
図
で
見
る
と
青
森
県
の
南
端

で
、
隅
っ
こ
。
中
心
か
ら
外
れ
て
い
る
の
が
な
ん

だ
か
落
ち
着
く 

（
笑
）」と
故
郷
へ
の
愛
着
を
表
現

し
た
長
澤
さ
ん
。
都
内
で
転
居
を
し
て
も
、
選
ぶ

の
は
い
つ
も
自
然
の
あ
る
静
か
な
場
所
で
し
た
。

　そ
の
後
2
0
1
1
年
に
父
が
死
去
。
妹
も
独
立

し
て
お
り
母
が
一
人
暮
ら
し
に
。
心
配
し
た
長
澤

さ
ん
は
つ
い
に
Ｕ
タ
ー
ン
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　「青
森
に
戻
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
、
2
年
ぐ

ら
い
か
け
て
取
引
先
に
話
し
て
回
り
ま
し
た
。
幸

い
に
も
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
多
か
っ
た
」

　当
時
す
で
に
独
立
後
10
年
が
経
過
。
気
心
の
知

れ
た
取
引
先
と
は
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
中
心

で
し
た
。
そ
の
た
め
居
を
移
し
た
現
在
も
、
仕
事

で
不
自
由
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
最
近
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
、
地
域
の
仕
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　「田
子
町
の
仕
事
が
多
い
の
で
、
次
は
青
森
県
、

そ
の
次
は
東
北
全
体
の
仕
事
が
し
て
み
た
い
」

　会
社
員
時
代
か
ら
通
算
20
年
間
で
磨
い
た
ス
キ

ル
と
人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
度
は
地
方
か
ら

活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　田
子
町
の
魅
力
は「
す
み
っ
こ
だ
け
ど
、
閉
じ
こ

も
っ
て
な
い
と
こ
ろ
」

　「ギ
ル
ロ
イ
市（
ア
メ
リ
カ
）や
瑞
山（
ソ
サ
ン
）

市（
韓
国
）と
姉
妹
都
市
で
行
き
来
が
あ
る
か
ら
、

み
ん
な
外
か
ら
来
る
人
に
慣
れ
て
る
。
僕
も
こ
の

間
、
友
だ
ち
の
家
に
滞
在
中
の
ギ
ル
ロ
イ
の
方
と

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」
　

　全
国
的
に
有
名
な
特
産
品
・
に
ん
に
く
を
通
じ

た
国
際
交
流
。
2
0
1
4
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
町
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
4

年
間
で
2
人
の
元
隊
員
が
定
住
。
カ
フ
ェ
経
営
や

農
業
で
活
躍
中
で
す
。
長
澤
さ
ん
も
役
場
勤
め
の

友
人
を
介
し
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

　「若
い
世
代
が
少
な
い
分
、
つ
な
が
り
や
す
い
。

顔
見
知
り
が
い
な
い
場
所
を
探
す
の
が
難
し
い
く

ら
い
だ
か
ら
、
一
人
に
な
り
た
い
時
は
家
で
晩
酌
。

つ
ま
み
作
り
に
と
七
厘
を
買
い
ま
し
た
」

　デ
ィ
ー
プ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
静
か
な
住
環
境
。

そ
の
間
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
き

来
す
る
長
澤
さ
ん
で
す
。

ス
キ
ル
と
人
脈
を
手
土
産
に
、

人
生
後
半
は
故
郷
で
の
ん
び
り

ス
キ
ル
と
人
脈
を
手
土
産
に
、

人
生
後
半
は
故
郷
で
の
ん
び
り

隅
っ
こ
だ
け
ど
、閉
じ
て
な
い
。

若
者
が
つ
な
が
り
や
す
い
町

隅
っ
こ
だ
け
ど
、閉
じ
て
な
い
。

若
者
が
つ
な
が
り
や
す
い
町

無農薬にこだわった米作り抽台した大根は種用に、両脇には人参

移住者仲間の山口さんと始めたイベ
ント「ピクニックマーケット」

ネット社会の現在では東京の仕事もスムーズに 緑豊かな庭で打合せすることも

感性を発揮してデザインに取り組む
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五戸町移住先

無農薬栽培農家職業

佐藤 岳広・美穂子さん名前

5年目（孫ターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

埼玉県（岳広さん）
大阪府（美穂子さん）

出身地

1981年生まれ（岳広さん）／ 82年生まれ（美穂子さん）。都内のIT企業でエンジニア
をしていた岳広さんと広告営業から介護職員に転身した美穂子さんは2012年に結婚。
16年、岳広さんの祖父母が農業を営んできた五戸町に長男・次男を連れて移住。17年
から2年間の農業研修を経て19年に独立。同年、長女が誕生。

Takehiro & Mihoko Sato

3

田子町移住先

グラフィックデザイナー職業

長澤 伸さん名前

5年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

田子町出身地

1975年生まれ。北海道造形デザイン専門学校（札幌市）でデザインを学ぶ。雑誌レイ
アウト等を手がける都内デザイン会社に8年間勤務後、「キンアカデザイン」事務所を設
立。2016年田子町にUターン後は、首都圏の仕事に加えて地域の商品ラベル・Tシャツ・
ポスター等のデザインにも活動の幅を広げている。

Shin Nagasawa

4

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

　五
戸
町
で
農
業
を
営
む
佐
藤
岳
広
さ
ん
・
美
穂

子
さ
ん
夫
妻
は『
孫
タ
ー
ン
』。
都
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
岳
広
さ
ん
の
父
の
実
家
へ
移
住
し
ま
し
た
。

　埼
玉
県
出
身
の
岳
広
さ
ん
と
、
大
阪
で
生
ま
れ

育
ち
上
京
し
た
美
穂
子
さ
ん
。
農
村
の
暮
ら
し
に

惹
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ
り
ま
す
。

美
穂
子
さ
ん
は
大
学
時
代
、
中
国
に
留
学
。
農
村

に
水
道
を
作
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
自
然

に
沿
っ
て
生
き
る
心
地
よ
さ
を
体
感
し
た
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
知
人
宅
で
の
農
作
業
体
験
を
き
っ

か
け
に
、「
い
つ
か
田
畑
の
あ
る
暮
ら
し
を
」と
思

い
始
め
ま
し
た
。
一
方
の
岳
広
さ
ん
も
子
ど
も
の

頃
、
折
に
触
れ
て
訪
れ
た
祖
父
母
の
家
の
風
景
が
、

い
つ
も
心
に
あ
り
ま
し
た
。

　待
望
の
移
住
を
果
た
し
た
の
は
2
0
1
6
年
。

町
に
は
、
移
住
と
農
業
の
先
輩
が
い
ま
し
た
。
農

薬
や
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
な
い
有
機
栽
培
を
実

践
し
て
い
る
春
義
彦
さ
ん
・
文
子
さ
ん
夫
妻
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て『
は
る
農
園
』を
知
っ
た
岳

広
さ
ん
は
春
さ
ん
の
も
と
、
国
の
就
農
支
援
制
度

を
活
用
し
て
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

　そ
し
て
19
年
、
夏
。
移
住
か
ら
丸
3
年
が
経
ち
、

岳
広
さ
ん
は
つ
い
に
独
立
し
て
初
め
て
の
収
穫
最

盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
マ
ル
チ
な
ど

農
業
資
材
を
極
力
使
わ
ず
、
無
農
薬
か
つ
不
耕
起

（
耕
さ
な
い
）で
育
つ
野
菜
は
、
一
般
的
な
農
法
に

比
べ
成
長
が
遅
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
岳
広
さ
ん

の
譲
れ
な
い
こ
だ
わ
り
。

　「農
家
1
年
生
が
生
意
気
な
こ
と
は
言
え
な
い
で

す
が
…
」と
前
置

き
し
た
後
で
、「
僕

た
ち
夫
婦
が
や
り
た

い
の
は
〝
農
業
〞
と
い

う
よ
り
〝
農
を
中
心
と
し
た

暮
ら
し
〞
や
、
そ
こ
で
生
ま
れ

る
人
と
の
交
流
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
早
く
た
く
さ
ん
作
っ

て
た
く
さ
ん
売
ろ
う
と
い
う

考
え
は
な
く
て
。
自
然
に
よ

り
近
い
農
法
を
選
ん
で
ま
す
」

隣
に
い
る
美
穂
子
さ
ん
も
頷

き
ま
す
。

　「今
、
家
の
一
部
を
改
装
中
で
、
農
家
民
泊
と
カ

フ
ェ
を
始
め
る
予
定
で
す
。
農
村
の
暮
ら
し
に
興

味
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
も
分
か
ら
な
く
て
不
安
な

人
、
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
が

何
日
か
で
も
農
作
業
し
な
が
ら
滞
在
で
き
る
場
を

作
る
こ
と
で
、
色
々
な
人
が
田
畑
に
関
わ
る
楽
し

さ
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
」

　美
穂
子
さ
ん
が
移
住
仲
間
と
始
め
た『
ピ
ク
ニ

ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
』に
は
町
内
外
の
ク
ラ
フ
ト
作

品
や
コ
ー
ヒ
ー
、
産
直
野
菜
が
並
び
、
老
若
男
女
が

の
ん
び
り
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
定
着
。
東
京
時

代
の
友
人
や
同
僚
に
は
、
A
4
の
紙
に
手
書
き
で

し
た
た
め
た『
月
間
ほ
ど
い
も
通
信
』で
農
村
の
暮

ら
し
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
S
N
S
を
使
わ
な
い

の
は
、
人
と
の
出
会
い
や
関
係
を
、
よ
り
大
事
に
し

た
い
か
ら
。〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
夫
婦
で
共
有
し
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
、
伝
え
て
い
く
。
そ
ん
な
2
人
の
周
囲

に
は
い
つ
も
、
柔
ら
か
な
空
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
、
ま
る
で
、
夏
休
み
に
遊
び
に
行
っ
た
、
懐
か

し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
の
よ
う
な
。

農
村
に
憧
れ
一
家
で
孫
タ
ー
ン

先
輩
農
家
で
有
機
栽
培
を
学
ぶ

農
村
に
憧
れ
一
家
で
孫
タ
ー
ン

先
輩
農
家
で
有
機
栽
培
を
学
ぶ

叶
え
た
い
の
は〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞

農
家
民
泊
と
カ
フ
ェ
を
開
始
予
定

叶
え
た
い
の
は〝
農
の
あ
る
暮
ら
し
〞

農
家
民
泊
と
カ
フ
ェ
を
開
始
予
定

　『キ
ン
ア
カ
』は
印
刷
業
界
の
用
語
で
、
鮮
や
か

な
赤
の
こ
と
。
重
要
な
部
分
を
際
立
た
せ
る
の
に

使
わ
れ
ま
す
。
東
京
か
ら
田
子
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
長
澤
伸
さ
ん
が

屋
号
に「
キ
ン
ア
カ
」を
冠
し
た
の
は
、
こ
の
鮮
烈

な
色
の
在
り
方
に
憧
れ
た
か
ら
。

　「一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
け
ど
業
界
で
知
ら

ぬ
者
は
な
い
。
そ
ん
な
存
在
に
な
り
た
く
て
」

　長
澤
さ
ん
は
札
幌
の
専
門
学
校
卒
業
後
、
都
内

の
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。
雑
誌
・
書
籍
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
手
が
け
ま
す
。
年
間
発
行
部
数
6
0
0

万
部
を
誇
っ
た
少
年
漫
画
誌
な
ど
を
担
当
し
た
後
、

31
歳
で
独
立
。
世
田
谷
区
に
自
宅
兼
事
務
所
を
構

え
ま
し
た
。
仕
事
は
順
調
。
し
か
し「
い
つ
か
帰

ろ
う
」と
い
う
思
い
も
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　「田
子
町
っ
て
、
地
図
で
見
る
と
青
森
県
の
南
端

で
、
隅
っ
こ
。
中
心
か
ら
外
れ
て
い
る
の
が
な
ん

だ
か
落
ち
着
く 

（
笑
）」と
故
郷
へ
の
愛
着
を
表
現

し
た
長
澤
さ
ん
。
都
内
で
転
居
を
し
て
も
、
選
ぶ

の
は
い
つ
も
自
然
の
あ
る
静
か
な
場
所
で
し
た
。

　そ
の
後
2
0
1
1
年
に
父
が
死
去
。
妹
も
独
立

し
て
お
り
母
が
一
人
暮
ら
し
に
。
心
配
し
た
長
澤

さ
ん
は
つ
い
に
Ｕ
タ
ー
ン
の
準
備
を
始
め
ま
す
。

　「青
森
に
戻
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
、
2
年
ぐ

ら
い
か
け
て
取
引
先
に
話
し
て
回
り
ま
し
た
。
幸

い
に
も
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
多
か
っ
た
」

　当
時
す
で
に
独
立
後
10
年
が
経
過
。
気
心
の
知

れ
た
取
引
先
と
は
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
中
心

で
し
た
。
そ
の
た
め
居
を
移
し
た
現
在
も
、
仕
事

で
不
自
由
は
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
最
近
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
ど
、
地
域
の
仕
事
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　「田
子
町
の
仕
事
が
多
い
の
で
、
次
は
青
森
県
、

そ
の
次
は
東
北
全
体
の
仕
事
が
し
て
み
た
い
」

　会
社
員
時
代
か
ら
通
算
20
年
間
で
磨
い
た
ス
キ

ル
と
人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
度
は
地
方
か
ら

活
躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　田
子
町
の
魅
力
は「
す
み
っ
こ
だ
け
ど
、
閉
じ
こ

も
っ
て
な
い
と
こ
ろ
」

　「ギ
ル
ロ
イ
市（
ア
メ
リ
カ
）や
瑞
山（
ソ
サ
ン
）

市（
韓
国
）と
姉
妹
都
市
で
行
き
来
が
あ
る
か
ら
、

み
ん
な
外
か
ら
来
る
人
に
慣
れ
て
る
。
僕
も
こ
の

間
、
友
だ
ち
の
家
に
滞
在
中
の
ギ
ル
ロ
イ
の
方
と

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
」
　

　全
国
的
に
有
名
な
特
産
品
・
に
ん
に
く
を
通
じ

た
国
際
交
流
。
2
0
1
4
年
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
町
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
4

年
間
で
2
人
の
元
隊
員
が
定
住
。
カ
フ
ェ
経
営
や

農
業
で
活
躍
中
で
す
。
長
澤
さ
ん
も
役
場
勤
め
の

友
人
を
介
し
て
知
り
合
い
ま
し
た
。

　「若
い
世
代
が
少
な
い
分
、
つ
な
が
り
や
す
い
。

顔
見
知
り
が
い
な
い
場
所
を
探
す
の
が
難
し
い
く

ら
い
だ
か
ら
、
一
人
に
な
り
た
い
時
は
家
で
晩
酌
。

つ
ま
み
作
り
に
と
七
厘
を
買
い
ま
し
た
」

　デ
ィ
ー
プ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
静
か
な
住
環
境
。

そ
の
間
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
き

来
す
る
長
澤
さ
ん
で
す
。

ス
キ
ル
と
人
脈
を
手
土
産
に
、

人
生
後
半
は
故
郷
で
の
ん
び
り

ス
キ
ル
と
人
脈
を
手
土
産
に
、

人
生
後
半
は
故
郷
で
の
ん
び
り

隅
っ
こ
だ
け
ど
、閉
じ
て
な
い
。

若
者
が
つ
な
が
り
や
す
い
町

隅
っ
こ
だ
け
ど
、閉
じ
て
な
い
。

若
者
が
つ
な
が
り
や
す
い
町

無農薬にこだわった米作り抽台した大根は種用に、両脇には人参

移住者仲間の山口さんと始めたイベ
ント「ピクニックマーケット」

ネット社会の現在では東京の仕事もスムーズに 緑豊かな庭で打合せすることも

感性を発揮してデザインに取り組む
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南部町移住先

カフェ経営・観光ガイド・農業etc…職業

根市 大樹さん名前

17年目（Uターン）移住歴

大阪府移住する前の
居住地

南部町出身地

1981年生まれ。大阪芸術大学文芸学部卒業後、Uターン。新聞記者、オーストラリア
滞在を経て2011年、弟でシェフの拓実さんとフレンチレストラン開店。農業のかたわら
「NPO法人青森なんぶの達者村」立ち上げに関わり2年間事務局を務める。16年、合同
会社南部どき設立。18年12月、三戸駅前に同名のカフェを開店。

Hiroki Neichi

5

階上町移住先

劇団HACHIPOO！ 副代表・専門学校生職業

花澤 紫穂さん名前

6年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

八戸市生まれ
階上町育ち

出身地

1997年生まれ。12歳で初めて受けたオーディションに合格。ミュージカル女優を志し
て母・由記子さんと千葉県へ移住する。芸能スクールで演技・歌・ダンスを学び、高校
卒業を機にUターン。同時に「劇団HACHIPOO！（ハチプー）」旗揚げ。2019年、八
戸理容美容専門学校入学。学業と劇団活動の両立に奮闘中。

Shiho Hanazawa

6

　青
い
森
鉄
道
・
三
戸
駅
前
に
同
名
の
カ
フ
ェ
を

開
い
た
合
同
会
社
南
部
ど
き
代
表
・
根
市
大
樹
さ

ん
。
年
々
寂
し
く
な
る
駅
前
通
り
を
活
気
づ
け
た

い
と
の
思
い
が
オ
ー
プ
ン
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「地
域
の
人
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
休
ん
だ

り
、
話
し
た
り
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
」

　お
年
寄
り
に
も
気
兼
ね
な
く
く
つ
ろ
い
で
も
ら

い
た
い
と
、
店
内
の
長
椅
子
は
病
院
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
。
2
階
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
、
家
族
連
れ
が
利
用
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
果
樹
栽
培
の
過
程
で
出
る
剪

定
枝
を
使
っ
た
燻
製
製
品
の
開
発
・
販
売
、
果
物
狩

り
・
燻
製
づ
く
り
の
体
験
型
観
光
な
ど
、
農
家
支
援

と
地
域
お
こ
し
に
幅
広
く
取
り
組
む
根
市
さ
ん
は
、

今
や
町
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と
い
え
る
存
在
。
し
か

し
10
代
の
頃
は
、「
地
元
も
農
業
も
大
嫌
い
」だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
根
市
家
は
兼
業
農
家
。

　「じ
い
ち
ゃ
ん
に
畑
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
収
穫

と
か
穴
掘
り
と
か
や
ら
さ
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
。

他
の
み
ん
な
は
テ
レ
ビ
観
た
り
ゲ
ー
ム
し
た
り
し

て
る
の
に
、
な
ん
で
僕
と
弟
だ
け
!?
っ
て
」

　し
か
し
大
学
4
年
生
の
夏
、
そ
の
価
値
観
は
、
祖

父
の
死
を
き
っ
か
け
に
揺
ら
ぎ
始
め
ま
す
。

　「木
か
ら
も
い
で
食
べ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
味
と

か
、
ぶ
ど
う
を
つ
ま
み
な
が
ら
近
く
の
川
で
釣
り

し
た
こ
と
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
思
い
出
し

て
。
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
た
畑

で
の
時
間
が
、
自
分
の
中
で
す
ご
く
大
き
な
も
の

だ
っ
た
ん
だ
っ
て
気
づ
き
ま
し
た
」

　内
定
し
て
い
た
都
内
の
就
職
先
を
蹴
っ
て
U
タ

ー
ン
。
地
元
紙
の
記
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
や
後
継
者
不
足
な
ど
農
業
の
厳
し

い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
農
家
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店

し
、
食
材
用
野
菜
の
栽
培

に
取
り
組
む
う
ち
、
今
度

は
近
隣
の
農
家
が
販
路
に
悩

ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
N
P
O
の
設
立
メ

ン
バ
ー
に
な
る
と
、
販
路
拡
大
の

た
め
積
極
的
に
首
都
圏
へ
。
野
菜
や
果
樹
の
ほ
か
、

町
で
行
わ
れ
て
き
た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

売
り
込
み
、
国
内
外
か
ら
年
間
2
3
0
0
人
以
上

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　カ
フ
ェ『
南
部
ど
き
』で
店
長
を
務
め
る
妻
・
雪

奈
さ
ん
と
の
間
に
は
2
人
の
息
子
が
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
と
の
時
間
を
通
じ
て
、
南
部
町
の
良
さ

を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
る
と
か
。

　「山
が
あ
っ
て
川
が
あ
っ
て
。
南
部
町
は
、
日
本

人
の
心
の
原
風
景
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
朝
起
き
て『
山
の
紅
葉
が
進
ん
だ
ね
』と
か『
風

が
冷
た
い
か
ら
雨
が
降
り
そ
う
』と
か
、
五
感
を
使

っ
て
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
気
持
ち
い
い
し
、

子
ど
も
と
同
じ
こ
と
を
体
感
し
て
、
自
分
も
一
緒

に
育
っ
て
い
く
感
覚
が
嬉
し
い
」

　19
年
6
月
に
は
音
楽
や
ア
ー
ト
、
ヨ
ガ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
。
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
の

思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、「
息
切
れ
せ
ず

（
笑
）ゆ
る
く
長
く
」続
け
る
の
が
目
標
で
す
。

祖
父
と
過
ご
し
た
畑
が
原
点

農
家
支
援
と
地
域
お
こ
し
に
着
手

祖
父
と
過
ご
し
た
畑
が
原
点

農
家
支
援
と
地
域
お
こ
し
に
着
手

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
自
然

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
自
然

　幼
い
頃
か
ら
歌
が
好
き
な
花
澤
紫
穂
さ
ん
。
小

学
6
年
生
で
受
け
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
を
目
指
し
て
父
の
出
身
地
、

千
葉
県
に
移
住
。
母
・
由
記
子
さ
ん
も
行
動
を
と

も
に
し
ま
す
。
中
学
に
通
学
し
な
が
ら
芸
能
ス
ク

ー
ル
を
卒
業
し
、
エ
キ
ス
ト
ラ
や
舞
台
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
。
歌
や
芝
居
を
学
び
な
が
ら
卒
業
で

き
る
芸
能
系
高
校
へ
進
み
ま
す
が
、
夢
へ
の
足
掛

か
り
を
な
か
な
か
掴
め
ず
も
が
く
日
々
で
し
た
。

　同
じ
頃
、
紫
穂
さ
ん
の
高
校
進
学
を
機
に
階
上

町
に
戻
っ
た
由
記
子
さ
ん
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　「紫
穂
が
近
況
報
告
の
た
び
不
満
ば
か
り
言
う
の

が
気
に
な
っ
て
。
感
謝
を
忘
れ
れ
ば
成
長
も
成
功

も
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
た
ら
伝
わ
る
の

だ
ろ
う
？ 

と
考
え
て
い
ま
し
た
ね
」

　母
娘
が
下
し
た
決
断
は
、
紫
穂
さ
ん
の
U
タ
ー

ン
。「
用
意
さ
れ
た
舞
台
に
上
が
る
の
で
は
な
く
、

作
る
側
に
回
る
こ
と
で
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
の
で

は
」と
考
え
た
由
記
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

2
0
1
5
年
、
紫
穂
さ
ん
は
帰
郷
と
同
時
に
劇
団

H
A
C
H
I
P
O
O
！（
ハ
チ
プ
ー
）を
旗
揚
げ
し

ま
す
。

　団
員
を
募
る
と
、
八
戸
市
や
十
和
田
市
か
ら
10

〜
50
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
ま
ず
は
舞
台
に
立
つ

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
、
紫
穂
さ
ん
は
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ
を

企
画
。
そ
し
て
同
年
秋
、
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品『
5
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
』を
上
演
し
ま
す
。

　年
1
〜
2
回
の
本
公
演
の
ほ
か
に
も
、
フ
ァ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
や
バ
ン
ド
演
奏
を
盛
り
込
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
H
A
C
H
I
P
O
O
！ 

は
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
八
戸
地
域
の

劇
団
公
演
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
、
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

な
ど
、
紫
穂
さ
ん
自
身
も
表
現
の
場
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　高
校
生
中
心
の
劇
団
は
、
団
員
数
が
進
学
・
就
職

に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、「
公
演
の
後『
私
た
ち
高
校

生
で
も
で
き
る
ん
だ
！
』っ
て
言
う
の
を
聞
く
と
、

若
い
子
の
表
現
の
場
と
し
て
劇
団
を
守
ら
な
く
ち

ゃ
な
と
思
う
。
私
自
身
の
歌
や
芝
居
の
ベ
ー
ス
と

し
て
も
守
り
た
い
…
〝
攻
め
な
が
ら
〞
守
り
た
い

と
い
う
感
じ
で
す
」

　〝
攻
め
〞
の
一
つ
が
、
全
国
規
模
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
へ
の
出
場
で
す
。
2
0
1
9
年
、
紫
穂
さ
ん

は
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
決
勝
に
進
み
、
そ
の
模
様

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　「今
は
都
会
に
住
ま
な
い
と
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
な
い
時
代
じ
ゃ
な
く
て
、
地
元
に
住
ん
で
も
勝

負
は
全
国
相
手
に
で
き
る
。
私
が
メ
デ
ィ
ア
に
出

て
、
階
上
や
八
戸
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ラ
イ
ブ
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
も
日
々
の
様
子
を
発
信
し
て
い
る
紫
穂
さ
ん
。

階
上
岳
の
頂
上
で
満
天
の
星
を
見
た
り
、
八
戸
市

の
蕪
島
で
の
ん
び
り
し
た
り
。
地
元
を
満
喫
中
だ

と
い
う
紫
穂
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
地
域
の

魅
力
を
発
見
し
、
発
信
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

女
優
を
目
指
し
上
京
↓
帰
郷

18
歳
が
地
元
で
見
つ
け
た
夢
は

女
優
を
目
指
し
上
京
↓
帰
郷

18
歳
が
地
元
で
見
つ
け
た
夢
は

劇
団
は「
攻
め
な
が
ら
守
る
」

メ
デ
ィ
ア
出
演
で
地
元
を
P
R

劇
団
は「
攻
め
な
が
ら
守
る
」

メ
デ
ィ
ア
出
演
で
地
元
を
P
R
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南部町移住先

カフェ経営・観光ガイド・農業etc…職業

根市 大樹さん名前

17年目（Uターン）移住歴

大阪府移住する前の
居住地

南部町出身地

1981年生まれ。大阪芸術大学文芸学部卒業後、Uターン。新聞記者、オーストラリア
滞在を経て2011年、弟でシェフの拓実さんとフレンチレストラン開店。農業のかたわら
「NPO法人青森なんぶの達者村」立ち上げに関わり2年間事務局を務める。16年、合同
会社南部どき設立。18年12月、三戸駅前に同名のカフェを開店。

Hiroki Neichi
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階上町移住先

劇団HACHIPOO！ 副代表・専門学校生職業

花澤 紫穂さん名前

6年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

八戸市生まれ
階上町育ち

出身地

1997年生まれ。12歳で初めて受けたオーディションに合格。ミュージカル女優を志し
て母・由記子さんと千葉県へ移住する。芸能スクールで演技・歌・ダンスを学び、高校
卒業を機にUターン。同時に「劇団HACHIPOO！（ハチプー）」旗揚げ。2019年、八
戸理容美容専門学校入学。学業と劇団活動の両立に奮闘中。

Shiho Hanazawa
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　青
い
森
鉄
道
・
三
戸
駅
前
に
同
名
の
カ
フ
ェ
を

開
い
た
合
同
会
社
南
部
ど
き
代
表
・
根
市
大
樹
さ

ん
。
年
々
寂
し
く
な
る
駅
前
通
り
を
活
気
づ
け
た

い
と
の
思
い
が
オ
ー
プ
ン
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「地
域
の
人
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
休
ん
だ

り
、
話
し
た
り
す
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
」

　お
年
寄
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に
も
気
兼
ね
な
く
く
つ
ろ
い
で
も
ら

い
た
い
と
、
店
内
の
長
椅
子
は
病
院
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
。
2
階
に
は
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
、
家
族
連
れ
が
利
用
し
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
の
ほ
か
、
果
樹
栽
培
の
過
程
で
出
る
剪

定
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た
燻
製
製
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の
開
発
・
販
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狩
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・
燻
製
づ
く
り
の
体
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型
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な
ど
、
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取
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む
根
市
さ
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は
、

今
や
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の
若
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ダ
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と
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え
る
存
在
。
し
か

し
10
代
の
頃
は
、「
地
元
も
農
業
も
大
嫌
い
」だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
根
市
家
は
兼
業
農
家
。

　「じ
い
ち
ゃ
ん
に
畑
に
連
れ
て
行
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れ
て
、
収
穫

と
か
穴
掘
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と
か
や
ら
さ
れ
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の
が
嫌
だ
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た
。

他
の
み
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な
は
テ
レ
ビ
観
た
り
ゲ
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ム
し
た
り
し

て
る
の
に
、
な
ん
で
僕
と
弟
だ
け
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っ
て
」

　し
か
し
大
学
4
年
生
の
夏
、
そ
の
価
値
観
は
、
祖

父
の
死
を
き
っ
か
け
に
揺
ら
ぎ
始
め
ま
す
。

　「木
か
ら
も
い
で
食
べ
た
さ
く
ら
ん
ぼ
の
味
と

か
、
ぶ
ど
う
を
つ
ま
み
な
が
ら
近
く
の
川
で
釣
り

し
た
こ
と
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
思
い
出
し

て
。
た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
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と
思
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て
い
た
畑

で
の
時
間
が
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自
分
の
中
で
す
ご
く
大
き
な
も
の

だ
っ
た
ん
だ
っ
て
気
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ま
し
た
」

　内
定
し
て
い
た
都
内
の
就
職
先
を
蹴
っ
て
U
タ
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ン
。
地
元
紙
の
記
者
に
な
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ま
し
た
が
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
や
後
継
者
不
足
な
ど
農
業
の
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し

い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
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、
農
家
を
継
ぐ
こ
と

を
決
意
し
ま
す
。
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店

し
、
食
材
用
野
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の
栽
培

に
取
り
組
む
う
ち
、
今
度

は
近
隣
の
農
家
が
販
路
に
悩
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で
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る
こ
と
を
知
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ま
す
。
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し
N
P
O
の
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立
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と
、
販
路
拡
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積
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や
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、
国
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0
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以
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が
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し
た
。
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南
部
ど
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店
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を
務
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妻
・
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の
間
に
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息
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が
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ま
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。
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の
時
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を
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、
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を
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た
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。
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が
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あ
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。
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部
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日
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景
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た
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な
と
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と
思
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ま
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。
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を
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れ
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と
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分
も
一
緒

に
育
っ
て
い
く
感
覚
が
嬉
し
い
」

　19
年
6
月
に
は
音
楽
や
ア
ー
ト
、
ヨ
ガ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
。
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
の

思
い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
か
ら
、「
息
切
れ
せ
ず

（
笑
）ゆ
る
く
長
く
」続
け
る
の
が
目
標
で
す
。

祖
父
と
過
ご
し
た
畑
が
原
点

農
家
支
援
と
地
域
お
こ
し
に
着
手

祖
父
と
過
ご
し
た
畑
が
原
点

農
家
支
援
と
地
域
お
こ
し
に
着
手

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
自
然

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

五
感
を
使
っ
て
感
じ
る
自
然

　幼
い
頃
か
ら
歌
が
好
き
な
花
澤
紫
穂
さ
ん
。
小

学
6
年
生
で
受
け
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
を
目
指
し
て
父
の
出
身
地
、

千
葉
県
に
移
住
。
母
・
由
記
子
さ
ん
も
行
動
を
と

も
に
し
ま
す
。
中
学
に
通
学
し
な
が
ら
芸
能
ス
ク

ー
ル
を
卒
業
し
、
エ
キ
ス
ト
ラ
や
舞
台
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
。
歌
や
芝
居
を
学
び
な
が
ら
卒
業
で

き
る
芸
能
系
高
校
へ
進
み
ま
す
が
、
夢
へ
の
足
掛

か
り
を
な
か
な
か
掴
め
ず
も
が
く
日
々
で
し
た
。

　同
じ
頃
、
紫
穂
さ
ん
の
高
校
進
学
を
機
に
階
上

町
に
戻
っ
た
由
記
子
さ
ん
も
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　「紫
穂
が
近
況
報
告
の
た
び
不
満
ば
か
り
言
う
の

が
気
に
な
っ
て
。
感
謝
を
忘
れ
れ
ば
成
長
も
成
功

も
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
た
ら
伝
わ
る
の

だ
ろ
う
？ 

と
考
え
て
い
ま
し
た
ね
」

　母
娘
が
下
し
た
決
断
は
、
紫
穂
さ
ん
の
U
タ
ー

ン
。「
用
意
さ
れ
た
舞
台
に
上
が
る
の
で
は
な
く
、

作
る
側
に
回
る
こ
と
で
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
の
で

は
」と
考
え
た
由
記
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、

2
0
1
5
年
、
紫
穂
さ
ん
は
帰
郷
と
同
時
に
劇
団

H
A
C
H
I
P
O
O
！（
ハ
チ
プ
ー
）を
旗
揚
げ
し

ま
す
。

　団
員
を
募
る
と
、
八
戸
市
や
十
和
田
市
か
ら
10

〜
50
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
ま
ず
は
舞
台
に
立
つ

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
、
紫
穂
さ
ん
は
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ
を

企
画
。
そ
し
て
同
年
秋
、
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品『
5
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
』を
上
演
し
ま
す
。

　年
1
〜
2
回
の
本
公
演
の
ほ
か
に
も
、
フ
ァ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
や
バ
ン
ド
演
奏
を
盛
り
込
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
H
A
C
H
I
P
O
O
！ 

は
多
彩
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
八
戸
地
域
の

劇
団
公
演
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
、
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ

な
ど
、
紫
穂
さ
ん
自
身
も
表
現
の
場
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　高
校
生
中
心
の
劇
団
は
、
団
員
数
が
進
学
・
就
職

に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、「
公
演
の
後『
私
た
ち
高
校

生
で
も
で
き
る
ん
だ
！
』っ
て
言
う
の
を
聞
く
と
、

若
い
子
の
表
現
の
場
と
し
て
劇
団
を
守
ら
な
く
ち

ゃ
な
と
思
う
。
私
自
身
の
歌
や
芝
居
の
ベ
ー
ス
と

し
て
も
守
り
た
い
…
〝
攻
め
な
が
ら
〞
守
り
た
い

と
い
う
感
じ
で
す
」

　〝
攻
め
〞
の
一
つ
が
、
全
国
規
模
の
カ
ラ
オ
ケ

大
会
へ
の
出
場
で
す
。
2
0
1
9
年
、
紫
穂
さ
ん

は
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
決
勝
に
進
み
、
そ
の
模
様

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　「今
は
都
会
に
住
ま
な
い
と
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
な
い
時
代
じ
ゃ
な
く
て
、
地
元
に
住
ん
で
も
勝

負
は
全
国
相
手
に
で
き
る
。
私
が
メ
デ
ィ
ア
に
出

て
、
階
上
や
八
戸
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
」

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ラ
イ
ブ
配
信
サ
ー
ビ
ス

で
も
日
々
の
様
子
を
発
信
し
て
い
る
紫
穂
さ
ん
。

階
上
岳
の
頂
上
で
満
天
の
星
を
見
た
り
、
八
戸
市

の
蕪
島
で
の
ん
び
り
し
た
り
。
地
元
を
満
喫
中
だ

と
い
う
紫
穂
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
地
域
の

魅
力
を
発
見
し
、
発
信
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

女
優
を
目
指
し
上
京
↓
帰
郷

18
歳
が
地
元
で
見
つ
け
た
夢
は

女
優
を
目
指
し
上
京
↓
帰
郷

18
歳
が
地
元
で
見
つ
け
た
夢
は

劇
団
は「
攻
め
な
が
ら
守
る
」

メ
デ
ィ
ア
出
演
で
地
元
を
P
R

劇
団
は「
攻
め
な
が
ら
守
る
」

メ
デ
ィ
ア
出
演
で
地
元
を
P
R

珈琲＆燻製のカフェ「南部どき」で店長の妻・雪奈さんと青森自慢のホタテを使った燻製製品

果樹の剪定枝を使って作った燻製
製品

演技指導する花澤さん 演劇に出演

ミュージカルの台本打合せ
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新郷村移住先

にんにく・米農家職業

中平 将義さん名前

12年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

新郷村出身地

1982年生まれ。三本木農業高校卒業後、ロックミュージシャンを目指して上京するも、
クラブミュージックに目覚めDJ活動をスタート。CM音楽制作やイベント主催を手
がける。Uターン後も青森県内のクラブなどを舞台に活動を継続。2017年、同級生ら
とともに新郷村初の音楽イベント「村魂祭（そんこんさい）」を開催。

Masayoshi Nakadai

7

おいらせ町移住先

NPO法人代表職業

外井 亜希さん名前

9年目（Ｉターン）移住歴

北海道移住する前の
居住地

北海道出身地

1976年生まれ。札幌国際大学短期大学部で心理学を専攻。銀行勤務の後、2008年に
結婚。夫の赴任に伴いおいらせ町へ移住し、3人の娘の子育てのかたわら自然を活用
した子育て支援活動を始める。18年に「NPO法人おいらせ自然楽校」を設立し代表に
就任。19年春から「八戸ポータルミュージアムはっち」コーディネーター。

Aki Sotoi

8

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

　水
田
と
に
ん
に
く
畑
を
合
わ
せ
て
東
京
ド
ー
ム

1
個
以
上
の
農
地
。
両
親
と
妻
が
い
る
と
は
い
え
、

作
業
が
大
変
な
の
で
は
？ 

と
思
い
き
や
、「
全
然
。

農
家
は
拘
束
時
間
が
長
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、

僕
は
ふ
つ
う
に
8
時
〜
17
時
で
帰
り
ま
す
」

　中
平
将
義
さ
ん
は
新
郷
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
高

校
卒
業
後
に
上
京
。
都
内
を
中
心
に
D
J
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
家
庭
の
事
情
で
U
タ
ー
ン

し
就
農
後
は
、
重
労
働
の
草
刈
り
を
最
低
限
に
抑

え
、
販
売
ル
ー
ト
も
独
自
に
開
拓
す
る
な
ど
、
独
自

で
効
率
的
な
方
法
を
実
践
。

　「色
々
言
わ
れ
ま
す
よ
。
一
般
的
な
農
家
の
1
／

3
く
ら
い
し
か
働
い
て
な
い
か
ら
。
で
も
僕
は
早

く
帰
っ
て
息
子
と
サ
ッ
カ
ー
し
た
い 

（
笑
）」と
、

我
が
道
を
貫
い
て
い
ま
す
。

〝
我
が
道
〞
と
い
え
ば
、
中
平
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

S
N
S
を
使
い
ま
せ
ん
。
以
前
は
S
N
S
を
フ
ル

活
用
し
人
脈
を
築
い
て
い
ま
し
た
が
、
U
タ
ー
ン

以
降「
オ
フ
ラ
イ
ン
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
実
感
し

た
」の
が
、
S
N
S
を
離
れ
た
理
由
で
す
。

　友
だ
ち
の
友
だ
ち
は
友
だ
ち
。
そ
ん
な
〝
オ
フ

ラ
イ
ン
〞
つ
な
が
り
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
、

今
や
村
の
名
物
で
す
。
２
０
１
７
年
か
ら
開
催
中

の
音
楽
フ
ェ
ス『
村
魂
祭（
そ
ん
こ
ん
さ
い
）』。
会

場
の『
間
木
の
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
』は
も
と
も
と

キ
ャ
ン
プ
場
で
、
場
内
ど
こ
で
も
テ
ン
ト
設
営

O
K
。
ロ
ッ
ク
・
民
族
音
楽
・
朗
読
ま
で
多
彩
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
ほ
か
、

飲
食
ブ
ー
ス
で
は「
極
甘
」と
評
判
の
と
う
も
ろ
こ

し『
郷
の
き
み
』な
ど
、
村
の
特
産

品
も
味
わ
え
ま
す
。

　同
フ
ェ
ス
は
看
板
作
り
か
ら
出

演
者
の
選
定
、
駐
車
場
の
交
通
整

理
ま
で
中
平
さ
ん
と
仲
間
の
手
作

り
。
特
産
品
販
売
に
携
わ
る
友
人
、

カ
フ
ェ
経
営
の
同
級
生
、
そ
の
知

人
の
り
ん
ご
農
家
…
と
次
々
に
縁

が
つ
な
が
り
、
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
初
年
度

2
0
0
人
だ
っ
た
来
場
者
は
翌
年
、
5
0
0
人
に
。

地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
同
フ
ェ
ス
で
す
が
、

中
平
さ
ん
は「
地
域
の
た
め
？ 

考
え
て
な
い
で
す

よ（
笑
）。
自
分
た
ち
で
楽
し
ん
で
た
ら
、
人
は
勝

手
に
集
ま
っ
て
来
る
と
思
っ
て
る
の
で
」
　

　10
月
末
〜
4
月
ま
で
は
農
家
の
仕
事
は
完
全
オ

フ
。
フ
ェ
ス
を
終
え
る
と
旅
行
に
行
き
、
八
戸
市

内
で
D
J
を
し
て
過
ご
す
と
い
う
中
平
さ
ん
。
友

人
と
家
族
ぐ
る
み
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
、
農
村
な
ら
で
は
の
〝
リ
ア
充
〞
ラ
イ
フ
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
U
タ
ー
ン
だ
か
ら
で
は
？

　そ
ん
な
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
と
、「
ど
こ
に
住
む
に

し
て
も
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ど
こ
に

住
む
か
よ
り
、
誰
と
い
る
か
が
大
事
な
ん
で
あ
っ

て
。
肌
に
合
う
人
を
見
つ
け
る
に
は
自
分
か
ら
一

歩
踏
み
出
さ
な
い
と
。
た
だ
1
つ
言
え
る
の
は
、

新
郷
村
は
面
白
い
ヤ
ツ
が
め
っ
ち
ゃ
多
い
！
」

　『キ
リ
ス
ト
の
墓
』に『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』。
新
郷
村

の
村
民
性
は
、
村
の
名
所
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
劣
ら

ず
デ
ィ
ー
プ
な
よ
う
で
す
。

D
J
農
家
、我
が
道
を
行
く
。

8
時
〜
17
時
が〝
定
時
〞

D
J
農
家
、我
が
道
を
行
く
。

8
時
〜
17
時
が〝
定
時
〞

「
ど
こ
に
住
む
か
よ
り
誰
と
い
る
か
」

デ
ィ
ー
プ
な
村
民
が
魅
力
の
新
郷

「
ど
こ
に
住
む
か
よ
り
誰
と
い
る
か
」

デ
ィ
ー
プ
な
村
民
が
魅
力
の
新
郷

　2
0
1
2
年
、
夫
の
転
勤
が
き
っ
か
け
で
お
い

ら
せ
町
に
移
住
し
た
外
井
亜
希
さ
ん
は
、
そ
の
ま

ま
定
住
を
決
め
ま
し
た
。
根
を
下
ろ
し
た
理
由
は
、

「
田
舎
具
合
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」か
ら
。

　「野
菜
も
果
物
も
レ
ベ
ル
が
高
く
て
種
類
が
豊
富

だ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
近
く
て
買
い
物

に
も
便
利
。
国
道
が
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
も
い
い
」

　3
人
の
娘
の
子
育
て
の
か
た
わ
ら
、
社
会
教
育

団
体『
お
い
ら
せ
も
り
の
よ
う
ち
え
ん
』を
設
立
し

た
の
は
、
定
住
を
決
め
た
４
年
後
の
こ
と
で
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
自
然
の
中
で
子
ど
も
の
生
き
る

力
を
育
て
る
〞
。

　「も
と
も
と
夫
婦
揃
っ
て
登
山
や
カ
ヌ
ー
が
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
な
か
な

か
行
け
な
く
な
っ
て
。
そ
ん
な
と
き
子
連
れ
で
散

歩
に
出
か
け
た
ら
、『
な
ん
だ
、
家
の
近
く
に
も
自

然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
じ
ゃ
ん
』と
。
植
物
や
鳥
の

種
類
が
豊
富
だ
し
、
奥
入
瀬
川
の
河
口
付
近
は
流

れ
が
ゆ
る
や
か
で
初
心
者
の
カ
ヌ
ー
に
ぴ
っ
た
り
。

誰
も
が
気
軽
に
遊
べ
る
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
で

も
、
地
元
で
そ
の
魅
力
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

り
し
て
…
も
っ
た
い
な
い
な
と
。
自
然
の
楽
し
み

方
を
も
っ
と
も
っ
と
広
め
て
い
け
れ
ば
」と
、
設
立

の
理
由
を
話
し
ま
す
。
北
海
道
在
住
時
は「
雪
山

で
ハ
ー
ド
な
状
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
燃
え
る

（
笑
）」タ
イ
プ
だ
っ
た
の
が
、
移
住
後
は
穏
や
か
な

里
山
の
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

　団
体
名
を
冠
し
た
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
町
内
は
も
ち
ろ

ん
、
八
戸
市
や
三
沢
市
な
ど
か
ら
も
親
子
連
れ
が

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　18
年
４
月
に
は
、
任
意
団
体
か
ら
N
P
O
法
人

『
お
い
ら
せ
自
然
楽
校
』へ
と
発
展
。
外
井
さ
ん
は

代
表
に
就
任
し
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
で
は
林
業
者
を
招
い
て
木
を
切
り
倒

す
様
子
を
見
学
し
た
り
、
夏
は
奥
入
瀬
川
で
カ
ヌ

ー
体
験
、
冬
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
雪
遊
び
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
や
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
、
い

ち
ご
収
穫
体
験
な
ど
は
大
人
に
好
評
で
す
。

　「お
い
ら
せ
町
に
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
人
に

対
し
て『
失
敗
し
た
っ
て
い
い
、や
っ
て
み
な
さ
い
』

と
い
う
温
か
い
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う
」と
外
井

さ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場
所
と
し
て
公
園
・
公

共
施
設
を
使
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
の
産
直
施
設

な
ど
も
快
く
場
所
や
食
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
そ

う
で
す
。

　「実
は
今『
は
っ
ち
』の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
独
学
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
き
た
ん
で
す
が
、
運
営
方
法
と
か
企
画
と
か
、
も

っ
と
い
い
も
の
に
し
た
く
て
」

　ア
ー
ト
を
用
い
た
地
域
お
こ
し
や
屋
内
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
開
業
と
、
独
自
の
施
策
が
全
国
的
に
注

目
を
集
め
る
八
戸
市
。
車
で
40
分
ほ
ど
で
そ
ん
な

都
市
部
に
通
勤
で
き
る
の
も
、「
田
舎
具
合
が
ち
ょ

う
ど
い
い
」お
い
ら
せ
町
な

ら
で
は
の
強
み
で
す
。
母
と

し
て
N
P
O
代
表
と
し
て
、

外
井
さ
ん
は
ま
す
ま
す
パ
ワ

フ
ル
に
走
り
続
け
ま
す
。

手
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

手
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

八
戸『
は
っ
ち
』で
も
奮
闘
中

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

八
戸『
は
っ
ち
』で
も
奮
闘
中

自慢のにんにく畑

友人らと企画した音楽イベント「村
魂祭（そんこんさい）」

趣味で県内のクラブでDJを楽しむ自然体験イベントでカイコの幼虫に興味津々の子どもたち

子どもの自主性を尊重する自然体験
イベント

北海道在住時に没頭したロッククラ
イミング
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新郷村移住先

にんにく・米農家職業

中平 将義さん名前

12年目（Uターン）移住歴

東京都移住する前の
居住地

新郷村出身地

1982年生まれ。三本木農業高校卒業後、ロックミュージシャンを目指して上京するも、
クラブミュージックに目覚めDJ活動をスタート。CM音楽制作やイベント主催を手
がける。Uターン後も青森県内のクラブなどを舞台に活動を継続。2017年、同級生ら
とともに新郷村初の音楽イベント「村魂祭（そんこんさい）」を開催。

Masayoshi Nakadai

7

おいらせ町移住先

NPO法人代表職業

外井 亜希さん名前

9年目（Ｉターン）移住歴

北海道移住する前の
居住地

北海道出身地

1976年生まれ。札幌国際大学短期大学部で心理学を専攻。銀行勤務の後、2008年に
結婚。夫の赴任に伴いおいらせ町へ移住し、3人の娘の子育てのかたわら自然を活用
した子育て支援活動を始める。18年に「NPO法人おいらせ自然楽校」を設立し代表に
就任。19年春から「八戸ポータルミュージアムはっち」コーディネーター。

Aki Sotoi

8

『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』『移住者のライフスタイル図鑑』

　水
田
と
に
ん
に
く
畑
を
合
わ
せ
て
東
京
ド
ー
ム

1
個
以
上
の
農
地
。
両
親
と
妻
が
い
る
と
は
い
え
、

作
業
が
大
変
な
の
で
は
？ 

と
思
い
き
や
、「
全
然
。

農
家
は
拘
束
時
間
が
長
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
ど
、

僕
は
ふ
つ
う
に
8
時
〜
17
時
で
帰
り
ま
す
」

　中
平
将
義
さ
ん
は
新
郷
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
高

校
卒
業
後
に
上
京
。
都
内
を
中
心
に
D
J
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
家
庭
の
事
情
で
U
タ
ー
ン

し
就
農
後
は
、
重
労
働
の
草
刈
り
を
最
低
限
に
抑

え
、
販
売
ル
ー
ト
も
独
自
に
開
拓
す
る
な
ど
、
独
自

で
効
率
的
な
方
法
を
実
践
。

　「色
々
言
わ
れ
ま
す
よ
。
一
般
的
な
農
家
の
1
／

3
く
ら
い
し
か
働
い
て
な
い
か
ら
。
で
も
僕
は
早

く
帰
っ
て
息
子
と
サ
ッ
カ
ー
し
た
い 

（
笑
）」と
、

我
が
道
を
貫
い
て
い
ま
す
。

〝
我
が
道
〞
と
い
え
ば
、
中
平
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど

S
N
S
を
使
い
ま
せ
ん
。
以
前
は
S
N
S
を
フ
ル

活
用
し
人
脈
を
築
い
て
い
ま
し
た
が
、
U
タ
ー
ン

以
降「
オ
フ
ラ
イ
ン
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
を
実
感
し

た
」の
が
、
S
N
S
を
離
れ
た
理
由
で
す
。

　友
だ
ち
の
友
だ
ち
は
友
だ
ち
。
そ
ん
な
〝
オ
フ

ラ
イ
ン
〞
つ
な
が
り
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
、

今
や
村
の
名
物
で
す
。
２
０
１
７
年
か
ら
開
催
中

の
音
楽
フ
ェ
ス『
村
魂
祭（
そ
ん
こ
ん
さ
い
）』。
会

場
の『
間
木
の
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
』は
も
と
も
と

キ
ャ
ン
プ
場
で
、
場
内
ど
こ
で
も
テ
ン
ト
設
営

O
K
。
ロ
ッ
ク
・
民
族
音
楽
・
朗
読
ま
で
多
彩
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
め
る
ほ
か
、

飲
食
ブ
ー
ス
で
は「
極
甘
」と
評
判
の
と
う
も
ろ
こ

し『
郷
の
き
み
』な
ど
、
村
の
特
産

品
も
味
わ
え
ま
す
。

　同
フ
ェ
ス
は
看
板
作
り
か
ら
出

演
者
の
選
定
、
駐
車
場
の
交
通
整

理
ま
で
中
平
さ
ん
と
仲
間
の
手
作

り
。
特
産
品
販
売
に
携
わ
る
友
人
、

カ
フ
ェ
経
営
の
同
級
生
、
そ
の
知

人
の
り
ん
ご
農
家
…
と
次
々
に
縁

が
つ
な
が
り
、
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
初
年
度

2
0
0
人
だ
っ
た
来
場
者
は
翌
年
、
5
0
0
人
に
。

地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
同
フ
ェ
ス
で
す
が
、

中
平
さ
ん
は「
地
域
の
た
め
？ 

考
え
て
な
い
で
す

よ（
笑
）。
自
分
た
ち
で
楽
し
ん
で
た
ら
、
人
は
勝

手
に
集
ま
っ
て
来
る
と
思
っ
て
る
の
で
」
　

　10
月
末
〜
4
月
ま
で
は
農
家
の
仕
事
は
完
全
オ

フ
。
フ
ェ
ス
を
終
え
る
と
旅
行
に
行
き
、
八
戸
市

内
で
D
J
を
し
て
過
ご
す
と
い
う
中
平
さ
ん
。
友

人
と
家
族
ぐ
る
み
で
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
、
農
村
な
ら
で
は
の
〝
リ
ア
充
〞
ラ
イ
フ
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で

も
U
タ
ー
ン
だ
か
ら
で
は
？

　そ
ん
な
疑
問
を
ぶ
つ
け
る
と
、「
ど
こ
に
住
む
に

し
て
も
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
ど
こ
に

住
む
か
よ
り
、
誰
と
い
る
か
が
大
事
な
ん
で
あ
っ

て
。
肌
に
合
う
人
を
見
つ
け
る
に
は
自
分
か
ら
一

歩
踏
み
出
さ
な
い
と
。
た
だ
1
つ
言
え
る
の
は
、

新
郷
村
は
面
白
い
ヤ
ツ
が
め
っ
ち
ゃ
多
い
！
」

　『キ
リ
ス
ト
の
墓
』に『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』。
新
郷
村

の
村
民
性
は
、
村
の
名
所
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
劣
ら

ず
デ
ィ
ー
プ
な
よ
う
で
す
。

D
J
農
家
、我
が
道
を
行
く
。

8
時
〜
17
時
が〝
定
時
〞

D
J
農
家
、我
が
道
を
行
く
。

8
時
〜
17
時
が〝
定
時
〞

「
ど
こ
に
住
む
か
よ
り
誰
と
い
る
か
」

デ
ィ
ー
プ
な
村
民
が
魅
力
の
新
郷

「
ど
こ
に
住
む
か
よ
り
誰
と
い
る
か
」

デ
ィ
ー
プ
な
村
民
が
魅
力
の
新
郷

　2
0
1
2
年
、
夫
の
転
勤
が
き
っ
か
け
で
お
い

ら
せ
町
に
移
住
し
た
外
井
亜
希
さ
ん
は
、
そ
の
ま

ま
定
住
を
決
め
ま
し
た
。
根
を
下
ろ
し
た
理
由
は
、

「
田
舎
具
合
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」か
ら
。

　「野
菜
も
果
物
も
レ
ベ
ル
が
高
く
て
種
類
が
豊
富

だ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
近
く
て
買
い
物

に
も
便
利
。
国
道
が
あ
っ
て
ア
ク
セ
ス
も
い
い
」

　3
人
の
娘
の
子
育
て
の
か
た
わ
ら
、
社
会
教
育

団
体『
お
い
ら
せ
も
り
の
よ
う
ち
え
ん
』を
設
立
し

た
の
は
、
定
住
を
決
め
た
４
年
後
の
こ
と
で
す
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
自
然
の
中
で
子
ど
も
の
生
き
る

力
を
育
て
る
〞
。

　「も
と
も
と
夫
婦
揃
っ
て
登
山
や
カ
ヌ
ー
が
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
な
か
な

か
行
け
な
く
な
っ
て
。
そ
ん
な
と
き
子
連
れ
で
散

歩
に
出
か
け
た
ら
、『
な
ん
だ
、
家
の
近
く
に
も
自

然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
じ
ゃ
ん
』と
。
植
物
や
鳥
の

種
類
が
豊
富
だ
し
、
奥
入
瀬
川
の
河
口
付
近
は
流

れ
が
ゆ
る
や
か
で
初
心
者
の
カ
ヌ
ー
に
ぴ
っ
た
り
。

誰
も
が
気
軽
に
遊
べ
る
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
で

も
、
地
元
で
そ
の
魅
力
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

り
し
て
…
も
っ
た
い
な
い
な
と
。
自
然
の
楽
し
み

方
を
も
っ
と
も
っ
と
広
め
て
い
け
れ
ば
」と
、
設
立

の
理
由
を
話
し
ま
す
。
北
海
道
在
住
時
は「
雪
山

で
ハ
ー
ド
な
状
況
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
燃
え
る

（
笑
）」タ
イ
プ
だ
っ
た
の
が
、
移
住
後
は
穏
や
か
な

里
山
の
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

　団
体
名
を
冠
し
た
親
子
向
け
イ
ベ
ン
ト
を
定
期

的
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
町
内
は
も
ち
ろ

ん
、
八
戸
市
や
三
沢
市
な
ど
か
ら
も
親
子
連
れ
が

集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　18
年
４
月
に
は
、
任
意
団
体
か
ら
N
P
O
法
人

『
お
い
ら
せ
自
然
楽
校
』へ
と
発
展
。
外
井
さ
ん
は

代
表
に
就
任
し
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　イ
ベ
ン
ト
で
は
林
業
者
を
招
い
て
木
を
切
り
倒

す
様
子
を
見
学
し
た
り
、
夏
は
奥
入
瀬
川
で
カ
ヌ

ー
体
験
、
冬
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
雪
遊
び
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
や
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
、
い

ち
ご
収
穫
体
験
な
ど
は
大
人
に
好
評
で
す
。

　「お
い
ら
せ
町
に
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
人
に

対
し
て『
失
敗
し
た
っ
て
い
い
、や
っ
て
み
な
さ
い
』

と
い
う
温
か
い
雰
囲
気
が
あ
る
と
思
う
」と
外
井

さ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
場
所
と
し
て
公
園
・
公

共
施
設
を
使
っ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
の
産
直
施
設

な
ど
も
快
く
場
所
や
食
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
そ

う
で
す
。

　「実
は
今『
は
っ
ち
』の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
独
学
で
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ

て
き
た
ん
で
す
が
、
運
営
方
法
と
か
企
画
と
か
、
も

っ
と
い
い
も
の
に
し
た
く
て
」

　ア
ー
ト
を
用
い
た
地
域
お
こ
し
や
屋
内
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
開
業
と
、
独
自
の
施
策
が
全
国
的
に
注

目
を
集
め
る
八
戸
市
。
車
で
40
分
ほ
ど
で
そ
ん
な

都
市
部
に
通
勤
で
き
る
の
も
、「
田
舎
具
合
が
ち
ょ

う
ど
い
い
」お
い
ら
せ
町
な

ら
で
は
の
強
み
で
す
。
母
と

し
て
N
P
O
代
表
と
し
て
、

外
井
さ
ん
は
ま
す
ま
す
パ
ワ

フ
ル
に
走
り
続
け
ま
す
。

手
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

手
近
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
も
う
！

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

八
戸『
は
っ
ち
』で
も
奮
闘
中

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

八
戸『
は
っ
ち
』で
も
奮
闘
中

自慢のにんにく畑

友人らと企画した音楽イベント「村
魂祭（そんこんさい）」

趣味で県内のクラブでDJを楽しむ自然体験イベントでカイコの幼虫に興味津々の子どもたち

子どもの自主性を尊重する自然体験
イベント

北海道在住時に没頭したロッククラ
イミング
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　古
く
か
ら
同
じ
南
部
領
と
し
て
共
通
の
文
化

を
持
ち
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
八
戸
都
市
圏
の

8
市
町
村
。
人
口
約
23
万
人
を
抱
え
る
八
戸
市

を
中
心
に
水
産
業
・
工
業
・
商
業
か
ら
農
林
畜

産
業
、
近
年
で
は
I
T
関
連
ま
で
、
多
様
な
産

業
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
幅
広
い

業
種
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
婚
活
サ
ポ
ー
ト
や
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
合
わ
せ

た
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
。
気
に
な
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
移
住
相
談
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

各
自
治
体
ご
と
に
問
い
合
わ
せ
先
が
異
な
り
ま
す
。

I
T
か
ら
農
業
ま
で
多
様
な

産
業
が
発
達
。
仕
事
・
子
育
て
…

目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
住
む
エ
リ
ア
を
選
ぼ
う
。

I
T
か
ら
農
業
ま
で
多
様
な

産
業
が
発
達
。
仕
事
・
子
育
て
…

目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
住
む
エ
リ
ア
を
選
ぼ
う
。

見ど
ころや

移住支援制度などにつ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
！

八戸圏域

８市町村
のご紹介東京

青森県

7

新郷村

8

おいらせ町

1

八戸市

6

階上町5

南部町
2

三戸町
4

田子町

3

五戸町

八戸圏域

Map

主な
移住・定住
支援制度

就職支援

起業支援

独自の就農支援（農業支援）

空き家バンク

お試し住宅

定住促進住宅

住宅取得支援

増改築支援

その他

その他

支援・相談

その他

交流・施設

結婚祝い金

出産祝い金

医療費助成

保育料減免

住
宅

子
育
て

その他

空き家バンク

お試し住宅

定住促進住宅

住宅取得支援

増改築支援

その他

婚活支援

その他

その他

支援・相談

その他

交流・施設

結婚祝い金

出産祝い金

医療費助成

保育料減免

子
育
て

その他

おいらせ町 新郷村 階上町 南部町 田子町 五戸町 三戸町 八戸市
ー ー ー● ● ● ● ●

ー ー ー ● ● ● ● ●

● ● ●ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー● ● ● ● ● ● ●

● ● ●ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー● ● ●

ー● ● ● ● ー ● ●

● ー ● ● ● ー ● ●

ー ー ◎耐震診断・改修支援
◎合併処理浄化槽設置事業

ー ー ー ー ● ● ー ー

◎地域子育て支援センター
◎奨学金貸与制度

◎地域子育て支援センター
◎ファミリーサポートセンター
◎奨学資金貸与・給付

◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与制度
◎奨学生ふるさと定住促進補助金

ー ー

◎婚活イベント

◎町民バス運行（未就学児無料）
◎インフルエンザ予防接種助成　
　（18歳以下、妊産婦、65歳以上）

ー ー ◎同窓会等支援事業 ◎縁結びサポート事業 ー

◎地域子育て支援センター
◎乳幼児健康相談

◎のぼたん広場
◎さんのへ農業小学校
◎放課後子ども教室

◎子育てサロン
◎こどもはっち（つどいの広場）

◎放課後子ども教室（無料） ◎出張子育て相談（毎月1回） ◎子育てサロン

◎婚活イベント実行委員会に　
　よる婚活イベント

◎耐震診断・改修支援
◎駅前中央団地分譲

◎合併処理浄化槽設置事業
◎宅地分譲（チェリータウン桜場等）

◎村内無料コミュニティバス運行

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（中学生以下）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（1～18歳）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）

◎八戸ウェルカムチケット
　（施設無料利用券）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（1～ 18歳、65歳以上）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（町民全員）

◎若者定住移住促進住宅料 　
　助成金支援事業

◎住宅及びブロック塀の
　耐震診断・改修支援
◎民間賃貸住宅家賃助成事業
◎合併処理浄化槽設置事業

◎縁結び志隊

◎子育てアパート等入居費
　助成事業

◎ものづくり事業費補助金制度
◎青年就農ステップアップ事業◎定住移住促進通勤支援事業 ◎お試しサテライトオフィス ◎交通費・引越し費用の助成

◎縁結びプランナー登録
◎縁結び報奨金

◎子ども健康相談・母乳相談・
　栄養相談
◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与
◎医師就学資金貸与

ー ーー ー ー ー

ー ● ー ー ー ● ● ー

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

◎奨学資金貸与
◎就学援助（小・中学生）
◎入学祝い金（小・中学生・高校生）
◎中・高一貫教育推進
◎地域包括支援センター
◎子育て定住移住支援室
◎語学検定料支援事業

◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与
◎医師修学資金
◎薬剤師修学資金

◎小・中学校給食費無償化事業
◎病後児保育
◎放課後児童クラブ（無料）
◎ブックスタート
◎絵本の読み聞かせ

◎ブックスタート
◎放課後児童クラブ
◎自分チャレンジ促進事業

◎多子世帯支援商品券発行事業
◎中学生海外派遣
◎海外研修支援事業
◎放課後児童クラブ

◎病児・病後児保育
◎八戸市ブックスタート事業
◎マイブック推進事業
◎放課後児童クラブ
◎青少年派遣交流事業

◎小・中学校給食費無償化事業
◎中学生海外派遣事業
◎放課後児童クラブ
◎小学生国内交流事業
◎子育て用品給付事業
　（南部町ぴよすくーぽん）

◎絵本プレゼント
◎絵本の読み聞かせ
◎放課後児童クラブ
◎延長保育無料
◎中学生海外派遣事業
◎保育所等の子どもの副食費助成

◎ブックスタート・セカンドブック
◎中学生海外派遣事業
◎延長保育無料
◎英語塾実施事業
◎保育園給食費軽減
◎すくすく館（放課後児童クラブ）

◎子ども商品券の給付
◎小･中学校給食費無償化事業
◎乳幼児の主食費（米代）助成
◎絵本プレゼント
◎村営学習塾

◎のぼたん広場
　（子育て支援ネットゆりかご）
◎子育てサポート祝金
◎奨学資金貸与
◎資格取得支援（三戸高等学校）

◎放課後子ども教室

その他

仕
事

結
婚

婚活支援

その他

結
婚

その他

就職支援

起業支援

独自の就農支援（農業支援） 仕事

住
宅

◎はちのへ縁結びプロジェクト
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　古
く
か
ら
同
じ
南
部
領
と
し
て
共
通
の
文
化

を
持
ち
、
と
も
に
歩
ん
で
き
た
八
戸
都
市
圏
の

8
市
町
村
。
人
口
約
23
万
人
を
抱
え
る
八
戸
市

を
中
心
に
水
産
業
・
工
業
・
商
業
か
ら
農
林
畜

産
業
、
近
年
で
は
I
T
関
連
ま
で
、
多
様
な
産

業
が
発
達
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
幅
広
い

業
種
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
探
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
婚
活
サ
ポ
ー
ト
や
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
合
わ
せ

た
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
。
気
に
な
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
移
住
相
談
窓
口
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

各
自
治
体
ご
と
に
問
い
合
わ
せ
先
が
異
な
り
ま
す
。

I
T
か
ら
農
業
ま
で
多
様
な

産
業
が
発
達
。
仕
事
・
子
育
て
…

目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
住
む
エ
リ
ア
を
選
ぼ
う
。

I
T
か
ら
農
業
ま
で
多
様
な

産
業
が
発
達
。
仕
事
・
子
育
て
…

目
指
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
住
む
エ
リ
ア
を
選
ぼ
う
。

見ど
ころや

移住支援制度などにつ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
！

八戸圏域

８市町村
のご紹介東京

青森県

7

新郷村

8

おいらせ町

1

八戸市

6

階上町5

南部町
2

三戸町
4

田子町

3

五戸町

八戸圏域

Map

主な
移住・定住
支援制度

就職支援

起業支援

独自の就農支援（農業支援）

空き家バンク

お試し住宅

定住促進住宅

住宅取得支援

増改築支援

その他

その他

支援・相談

その他

交流・施設

結婚祝い金

出産祝い金

医療費助成

保育料減免

住
宅

子
育
て

その他

空き家バンク

お試し住宅

定住促進住宅

住宅取得支援

増改築支援

その他

婚活支援

その他

その他

支援・相談

その他

交流・施設

結婚祝い金

出産祝い金

医療費助成

保育料減免

子
育
て

その他

おいらせ町 新郷村 階上町 南部町 田子町 五戸町 三戸町 八戸市
ー ー ー● ● ● ● ●

ー ー ー ● ● ● ● ●

● ● ●ー ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー● ● ● ● ● ● ●

● ● ●ー ー ー ー ー

ー ー ー ー ー● ● ●

ー● ● ● ● ー ● ●

● ー ● ● ● ー ● ●

ー ー ◎耐震診断・改修支援
◎合併処理浄化槽設置事業

ー ー ー ー ● ● ー ー

◎地域子育て支援センター
◎奨学金貸与制度

◎地域子育て支援センター
◎ファミリーサポートセンター
◎奨学資金貸与・給付

◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与制度
◎奨学生ふるさと定住促進補助金

ー ー

◎婚活イベント

◎町民バス運行（未就学児無料）
◎インフルエンザ予防接種助成　
　（18歳以下、妊産婦、65歳以上）

ー ー ◎同窓会等支援事業 ◎縁結びサポート事業 ー

◎地域子育て支援センター
◎乳幼児健康相談

◎のぼたん広場
◎さんのへ農業小学校
◎放課後子ども教室

◎子育てサロン
◎こどもはっち（つどいの広場）

◎放課後子ども教室（無料） ◎出張子育て相談（毎月1回） ◎子育てサロン

◎婚活イベント実行委員会に　
　よる婚活イベント

◎耐震診断・改修支援
◎駅前中央団地分譲

◎合併処理浄化槽設置事業
◎宅地分譲（チェリータウン桜場等）

◎村内無料コミュニティバス運行

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（中学生以下）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（1～18歳）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）

◎八戸ウェルカムチケット
　（施設無料利用券）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（1～ 18歳、65歳以上）

◎コミュニティバス運行
　（中学生以下無料）
◎インフルエンザ予防接種助成
　（町民全員）

◎若者定住移住促進住宅料 　
　助成金支援事業

◎住宅及びブロック塀の
　耐震診断・改修支援
◎民間賃貸住宅家賃助成事業
◎合併処理浄化槽設置事業

◎縁結び志隊

◎子育てアパート等入居費
　助成事業

◎ものづくり事業費補助金制度
◎青年就農ステップアップ事業◎定住移住促進通勤支援事業 ◎お試しサテライトオフィス ◎交通費・引越し費用の助成

◎縁結びプランナー登録
◎縁結び報奨金

◎子ども健康相談・母乳相談・
　栄養相談
◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与
◎医師就学資金貸与

ー ーー ー ー ー

ー ● ー ー ー ● ● ー

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

◎奨学資金貸与
◎就学援助（小・中学生）
◎入学祝い金（小・中学生・高校生）
◎中・高一貫教育推進
◎地域包括支援センター
◎子育て定住移住支援室
◎語学検定料支援事業

◎地域子育て支援センター
◎奨学資金貸与
◎医師修学資金
◎薬剤師修学資金

◎小・中学校給食費無償化事業
◎病後児保育
◎放課後児童クラブ（無料）
◎ブックスタート
◎絵本の読み聞かせ

◎ブックスタート
◎放課後児童クラブ
◎自分チャレンジ促進事業

◎多子世帯支援商品券発行事業
◎中学生海外派遣
◎海外研修支援事業
◎放課後児童クラブ

◎病児・病後児保育
◎八戸市ブックスタート事業
◎マイブック推進事業
◎放課後児童クラブ
◎青少年派遣交流事業

◎小・中学校給食費無償化事業
◎中学生海外派遣事業
◎放課後児童クラブ
◎小学生国内交流事業
◎子育て用品給付事業
　（南部町ぴよすくーぽん）

◎絵本プレゼント
◎絵本の読み聞かせ
◎放課後児童クラブ
◎延長保育無料
◎中学生海外派遣事業
◎保育所等の子どもの副食費助成

◎ブックスタート・セカンドブック
◎中学生海外派遣事業
◎延長保育無料
◎英語塾実施事業
◎保育園給食費軽減
◎すくすく館（放課後児童クラブ）

◎子ども商品券の給付
◎小･中学校給食費無償化事業
◎乳幼児の主食費（米代）助成
◎絵本プレゼント
◎村営学習塾

◎のぼたん広場
　（子育て支援ネットゆりかご）
◎子育てサポート祝金
◎奨学資金貸与
◎資格取得支援（三戸高等学校）

◎放課後子ども教室

その他

仕
事

結
婚

婚活支援

その他

結
婚

その他

就職支援

起業支援

独自の就農支援（農業支援） 仕事

住
宅

◎はちのへ縁結びプロジェクト



八戸市中
心
街

　八
戸
藩
2
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て

き
た
八
戸
市
は
、
人
口
約
23
万
を
擁
し
、
岩
手

県
北
も
含
め
た
約
63
万
人
の
広
域
商
圏
の
中
心

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
1
月
に
は
、
全
国
48
番
目
と
な
る

中
核
市（※

）に
移
行
し
ま
し
た
。

　百
貨
店
や
専
門
店
、
飲
食
店
、
オ
フ
ィ
ス
な

ど
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
に
は
八
戸
ま
ち
な
か
広
場「
マ
チ
ニ
ワ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や

「
は
っ
ち
」と
と
も
に
ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
て
い
ま
す
。

　近
年
、
再
開
発
に
よ
り
新
た
な
商
業
ビ
ル
の

建
設
が
進
む
ほ
か
、「
氷
都
八
戸
」の
象
徴
と
な

る
国
際
大
会
も
開
催
可
能
な
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場

が
完
成
し
ま
し
た
。

都
市
で
す
。

　

　臨
海
部
に
は
製
紙
、
金
属
、
造
船
等
の
企
業

が
立
地
す
る
ほ
か
、
高
度
技
術
産
業
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
、Ｉ
Ｔ
・
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業

等
の
様
々
な
業
種
が
集
積
し
て
、
就
業
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　農
業
で
は
、
露
地
野
菜
や
果
樹
等
の
栽
培
が

盛
ん
で
、
特
に
南
郷
地
区
で
は
、
そ
ば
や
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
が
特
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
化
を
続
け
る
八
戸
市

進
化
を
続
け
る
八
戸
市

魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
街

魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
街

　毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た「
八
戸
三
社
大
祭
」や
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」と
い
っ
た
伝
統
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
南
郷
サ
マ
ー
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
フ
ァ

ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ア
ー
ト
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

「
南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
八
戸
工
場

大
学
」な
ど
の
ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
本
拠
地
に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
の
盛
ん
な
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち

　海
か
ら
拓
け
た
八
戸
市
は
、
漁
港
、
商
港
、
工

業
港
と
い
っ
た
大
規
模
な
港
湾
施
設
が
整
う
日

本
有
数
の
水
産
都
市
、
北
東
北
最
大
級
の
工
業

多
様
な
産
業
集
積

多
様
な
産
業
集
積
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　ユネスコ無形文化遺産に登録された「八戸三社大祭」　 青森県初のJリーグ参入を果たした「ヴァンラーレ八戸」
　全国的なジャズイベントとして成長した「南郷サマージャズフェスティバル」　 約350店舗が並ぶ全国最大規模
の「館鼻岸壁朝市」（3～12月）　 B-1グランプリでゴールドグランプリを獲得し、話題となった「八戸せんべい汁」

三陸復興国立公園に指定されている種差海岸。波打ち際まで天然の芝生が広がる

八戸市
Hachinoheはちのへし

ひと・産業・文化が輝く北の創造都市
多彩な住み方・暮らし方が叶うまち

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校
　●工業高等専門学校
　●大学

【高齢者福祉施設】
　●養護老人ホーム
　●特別養護老人ホーム
　●軽費老人ホーム
　　（ケアハウス）
　●介護支援センター
　●生活支援ハウス
　　（高齢者生活福祉センター）
　●老人福祉センター
　●老人いこいの家

【文化施設】
　●図書館
　●博物館・美術館（建設中）
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス
　●デマンドタクシー

226,477人
109,191世帯

305.56㎢
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22.5％
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くらしの情報

令和2年4月30日現在

八戸市 総合政策部
広報統計課
シティプロモーション推進室
青森県八戸市内丸一丁目1番1号
TEL.0178-43-2319（直通）
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/

◎JR八戸駅より八戸線約10分、
　JR本八戸駅下車後、徒歩約9分

お問合せ先

八戸駅から市庁までのアクセス

主な定住支援制度

令和2年4月30日現在

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

変
化
に
富
ん
だ
風
光
明
媚
な
景
観
が
広

が
る
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
種
差
海

岸
は
、
多
く
の
文
芸
者
や
芸
術
家
を
魅

了
し
、
そ
の
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。

当
市
を
拠
点
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

に
八
戸
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
、
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛

着
を
育
ん
で
い
ま
す
。

水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る
イ
カ
や
日
本

一
脂
が
の
っ
て
い
る
と
評
さ
れ
る「
八
戸

前
沖
さ
ば
」な
ど
、
新
鮮
な
魚
介
類
が

豊
富
に
揃
い
ま
す
。

今
も
た
く
さ
ん
の
銭
湯
が
あ
り
、
そ
の

半
数
以
上
は
早
朝
か
ら
営
業
し
て
い
る

の
で
、
様
々
な
泉
質
を
朝
風
呂
で
満
喫

で
き
ま
す
。

●第3子以降の保育料を国の基準額から
軽減するとともに、延長保育や休日保育、
病児・病後児保育等を実施しています。
●高校生に該当する年齢までの子どもを
対象に、中学生までは通院・入院、高校
生に該当する年齢の子どもは入院の医療
費を助成しています（所得制限あり）
●両親が共働き等で、昼間家に誰もいない
家庭の小学生が、放課後から夕方まで過
ごす放課後児童クラブを実施しています。
●八戸ポータルミュージアムはっち内に
就学前児童なら誰でも利用できる「こど
もはっち」を開設しています。
●「本のまち八戸」をキャッチフレーズに、
乳幼児への絵本のプレゼントや小学生へ
のブッククーポンの配布を行っています。

子育て

●中心市街地内における定住を促進する
ため、住宅の取得、増改築等をする方に
対して補助金を支給します。申請者を含
む2名以上の居住が必要です。増改築等
の場合は、居住者が2名以上増加するこ
とが必要です。

住まい

●円滑なUターン就職を支援することを
目的に、Uターン就職希望者登録制度を
実施するほか、UIJターン就職希望者に
は就職活動にかかる交通費や就職決定
後の引越し費用等の一部を助成します。
はちのへジョブ市場（ウェブサイト）で、
求人・求職のマッチングや企業間のビジ
ネス交流促進に関する情報を総合的に提
供しています。
●はちのへ創業・事業承継サポートセン
ターは創業と事業承継の総合相談窓口で
す。事業の構想から開業後のフォローま
でワンストップで支援します。
●新規就農者（原則50歳未満）に対して
は、農業を始めてから経営が安定するま
での間、国の農業次世代人材投資資金を
支給しています（最大150万円／年、最
長5年間）。

仕事
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中
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市
に
次
ぐ
権
限
を
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、
行
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ス
の
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率
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速
化
に
よ
り
、

　
 

き
め
細
か
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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八戸市中
心
街

　八
戸
藩
2
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て

き
た
八
戸
市
は
、
人
口
約
23
万
を
擁
し
、
岩
手

県
北
も
含
め
た
約
63
万
人
の
広
域
商
圏
の
中
心

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
29
年
1
月
に
は
、
全
国
48
番
目
と
な
る

中
核
市（※

）に
移
行
し
ま
し
た
。

　百
貨
店
や
専
門
店
、
飲
食
店
、
オ
フ
ィ
ス
な

ど
が
集
ま
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
に
は
八
戸
ま
ち
な
か
広
場「
マ
チ
ニ
ワ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、「
八
戸
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」や

「
は
っ
ち
」と
と
も
に
ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
て
い
ま
す
。

　近
年
、
再
開
発
に
よ
り
新
た
な
商
業
ビ
ル
の

建
設
が
進
む
ほ
か
、「
氷
都
八
戸
」の
象
徴
と
な

る
国
際
大
会
も
開
催
可
能
な
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場

が
完
成
し
ま
し
た
。

都
市
で
す
。

　

　臨
海
部
に
は
製
紙
、
金
属
、
造
船
等
の
企
業

が
立
地
す
る
ほ
か
、
高
度
技
術
産
業
や
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
、Ｉ
Ｔ
・
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
産
業

等
の
様
々
な
業
種
が
集
積
し
て
、
就
業
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　農
業
で
は
、
露
地
野
菜
や
果
樹
等
の
栽
培
が

盛
ん
で
、
特
に
南
郷
地
区
で
は
、
そ
ば
や
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
が
特
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

進
化
を
続
け
る
八
戸
市

進
化
を
続
け
る
八
戸
市

魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
街

魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
街

　毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た「
八
戸
三
社
大
祭
」や
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財「
八
戸
え
ん
ぶ
り
」と
い
っ
た
伝
統
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
南
郷
サ
マ
ー
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
フ
ァ

ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ア
ー
ト
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

「
南
郷
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
八
戸
工
場

大
学
」な
ど
の
ア
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
本
拠
地
に
も
な
っ
て
い
る
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
の
盛
ん
な
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち

　海
か
ら
拓
け
た
八
戸
市
は
、
漁
港
、
商
港
、
工

業
港
と
い
っ
た
大
規
模
な
港
湾
施
設
が
整
う
日

本
有
数
の
水
産
都
市
、
北
東
北
最
大
級
の
工
業

多
様
な
産
業
集
積

多
様
な
産
業
集
積

22 21

　ユネスコ無形文化遺産に登録された「八戸三社大祭」　 青森県初のJリーグ参入を果たした「ヴァンラーレ八戸」
　全国的なジャズイベントとして成長した「南郷サマージャズフェスティバル」　 約350店舗が並ぶ全国最大規模
の「館鼻岸壁朝市」（3～12月）　 B-1グランプリでゴールドグランプリを獲得し、話題となった「八戸せんべい汁」

三陸復興国立公園に指定されている種差海岸。波打ち際まで天然の芝生が広がる

八戸市
Hachinoheはちのへし

ひと・産業・文化が輝く北の創造都市
多彩な住み方・暮らし方が叶うまち
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【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校
　●工業高等専門学校
　●大学

【高齢者福祉施設】
　●養護老人ホーム
　●特別養護老人ホーム
　●軽費老人ホーム
　　（ケアハウス）
　●介護支援センター
　●生活支援ハウス
　　（高齢者生活福祉センター）
　●老人福祉センター
　●老人いこいの家

【文化施設】
　●図書館
　●博物館・美術館（建設中）
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
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◎JR八戸駅より八戸線約10分、
　JR本八戸駅下車後、徒歩約9分

お問合せ先

八戸駅から市庁までのアクセス

主な定住支援制度

令和2年4月30日現在
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光
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ツ
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ム

に
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大
使
と
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し
て
い
た
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き
、
郷
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へ
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誇
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や
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着
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育
ん
で
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ま
す
。

水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る
イ
カ
や
日
本

一
脂
が
の
っ
て
い
る
と
評
さ
れ
る「
八
戸

前
沖
さ
ば
」な
ど
、
新
鮮
な
魚
介
類
が

豊
富
に
揃
い
ま
す
。

今
も
た
く
さ
ん
の
銭
湯
が
あ
り
、
そ
の

半
数
以
上
は
早
朝
か
ら
営
業
し
て
い
る

の
で
、
様
々
な
泉
質
を
朝
風
呂
で
満
喫

で
き
ま
す
。

●第3子以降の保育料を国の基準額から
軽減するとともに、延長保育や休日保育、
病児・病後児保育等を実施しています。
●高校生に該当する年齢までの子どもを
対象に、中学生までは通院・入院、高校
生に該当する年齢の子どもは入院の医療
費を助成しています（所得制限あり）
●両親が共働き等で、昼間家に誰もいない
家庭の小学生が、放課後から夕方まで過
ごす放課後児童クラブを実施しています。
●八戸ポータルミュージアムはっち内に
就学前児童なら誰でも利用できる「こど
もはっち」を開設しています。
●「本のまち八戸」をキャッチフレーズに、
乳幼児への絵本のプレゼントや小学生へ
のブッククーポンの配布を行っています。

子育て

●中心市街地内における定住を促進する
ため、住宅の取得、増改築等をする方に
対して補助金を支給します。申請者を含
む2名以上の居住が必要です。増改築等
の場合は、居住者が2名以上増加するこ
とが必要です。

住まい

●円滑なUターン就職を支援することを
目的に、Uターン就職希望者登録制度を
実施するほか、UIJターン就職希望者に
は就職活動にかかる交通費や就職決定
後の引越し費用等の一部を助成します。
はちのへジョブ市場（ウェブサイト）で、
求人・求職のマッチングや企業間のビジ
ネス交流促進に関する情報を総合的に提
供しています。
●はちのへ創業・事業承継サポートセン
ターは創業と事業承継の総合相談窓口で
す。事業の構想から開業後のフォローま
でワンストップで支援します。
●新規就農者（原則50歳未満）に対して
は、農業を始めてから経営が安定するま
での間、国の農業次世代人材投資資金を
支給しています（最大150万円／年、最
長5年間）。
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　美しい桜が咲き誇る県南随一の桜の名所城山公園で行われる「さんのへ春まつり」　 手作り人形山車が見もの
の「さんのへ秋まつり」 　粉物文化の象徴の三戸せんべい　 豊かな自然に囲まれる町　 馬場のぼるさんの絵本
「11ぴきのねこ」によるまちづくり

　三
戸
南
部
家
24
代
南
部
晴
政
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
三
戸
城
跡
は
、
町
中
心
街
を
眼
下
に
望
む

標
高
約
1
3
0
ｍ
の
城
山
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
1
6
0
0
本
の
桜
が
あ
る
県
南
随
一
の
花

見
の
名
所
で
も
あ
り
、
今
も
昔
も
町
民
の『
心
の

ふ
る
さ
と
』と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　三
戸
町
は
、
人
気
絵
本「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」シ

リ
ー
ズ
の
作
者
・
馬
場
の
ぼ
る
先
生
が
生
ま
れ

育
っ
た
町
で
、
豊
か
な
自
然
が
残
る
野
山
が
広

が
り
、
作
品
の
素
材
と
な
る
も
の
が
、 

そ
こ
か

し
こ
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、
馬
場
先
生
の
偉
業
に
感
謝
し
、「
11

ぴ
き
の
ね
こ
」を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
町
を
歩
く
と
11
ぴ
き
の
ね
こ
の

石
像
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
、
街
灯
フ
ラ
ッ
グ
、

各
商
店
の
店
頭
幕
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
、
か
わ
い
ら
し
い
ね
こ
た
ち
に
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　最
近
で
は
、
青
い
森
鉄
道
と
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
路
線（
青
森
〜
盛
岡
間
）を
ほ
っ
こ
り
楽
し

い「
11
ぴ
き
の
ね
こ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
」が

　ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
町
民
憲
章
の
一

つ
に「
教
育
の
町
」を
掲
げ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は「
小
中
一
貫
教

育
」で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
行
事

を
小
中
合
同
で
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
思
い
や

り
の
心
や
尊
敬
の
念
を
育
ん
で
い
ま
す
。

運
行
す
る
な
ど
、「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」は
よ
り
身

近
な
存
在
と
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
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あ
る
農
業
を
次
世
代
へ
受
け
継

ぐ
た
め
、「
さ
ん
の
へ
農
業
小
学
校
」を
開
校
す

る
と
と
も
に
、「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に

力
を
入
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い
ま
す
。
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へ
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業
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援
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代
へ
繋
ぐ
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〈プロフィール〉
1927年三戸町に生まれ、
幼少の頃から絵を描くの
が好きだった馬場のぼる
さんは1949年に小学館
の学年誌でデビューしま
した。

城山公園の歴史民俗資料館（左）と温故館（右）

三戸町
Sannoheさんのへまち

豊かな自然に囲まれた
歴史ある城下町さんのへ

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●児童館
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●介護老人保健施設
　●老人福祉センター
　●グループホーム
　●有料老人ホーム

【文化施設】
　●図書館
　●博物館・美術館
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

9,798人
4,259世帯
151.79㎢

31.2％
19.1％
49.7％

1
1
3

1
2
2
3
2
1

1
1
1
3
2

1
1
1

7
　
3

2
5
2
3
7

11
あり

くらしの情報

三戸町 まちづくり推進課
青森県三戸郡三戸町大字在府小路町43
TEL.0179-20-1111（代表）
http://www.town.sannohe.aomori.jp/

お問合せ先

◎JR八戸駅より車で約45分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約20分、
　三戸駅下車後、車で約8分

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

栽培が盛んなりんご

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

三
戸
城
跡
の
あ
る
城
山
公
園
を
中
心

に
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
で
す
。

絵
本『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』の
作
者
で
あ
る

馬
場
の
ぼ
る
さ
ん
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
。

「
春
ま
つ
り
」「
夏
ま
つ
り
」「
秋
ま
つ
り
」

「
三
戸
名
物
元
祖
ま
け
る
日
」な
ど
、
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

三
戸
せ
ん
べ
い
や
ひ
っ
つ
み
、
串
も
ち

に
き
ん
か
も
ち
な
ど
の
お
い
し
い
粉
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

農
業
が
基
幹
産
業
で
、
産
直
で
新
鮮
＆

お
い
し
い
野
菜
や
果
物
を
安
く
買
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

12345

●子育て世帯の負担を軽減するために、
第３子以降の出産に対して、最大50万円
の祝金を交付及び、保育料を第２子は半
額、第３子以降は無料としています。ま
た、安心して必要な医療を受けられるよ
うにするため、 ０歳から高校生までの入
院・通院医療費を助成しています（ 所得
制限なし）。

子育て

●在宅要件を満たす介護者へ月額5,000

円の家族介護支援金を支給しています。
また、月額6,500円分の家族介護用品を
支給しています。
●町内区間運賃が100円、中学生以下は
無料で乗車できるコミュニティバスを運
行しています。

福祉・その他

●新築住宅取得費用（町在住者最大62.5

万円、移住者最大250万円）と中古住宅
取得･リフォーム費用（町在住者最大20万
円、移住者最大75万円）を助成している
ほか、要件を満たす人へ民間賃貸住宅の
家賃を一部助成しています。また、旧耐震
基準の木造住宅及びブロック塀を対象に
耐震診断を支援し、要件に該当する場合、
改修工事の一部を助成しています。また、
排水設備新設工事やくみ取り便所、浄化
槽から下水道に接続する改造工事とその
付帯工事に助成金を支給しています。 

住まい

●農業を始めて経営が安定するまでの
間、新規就農者（原則50歳未満）に対し
て、国の農業次世代人材投資資金を支給
しています（最大150万円／年、最長５
年間）。また、県の融資制度を利用する
創業者へ信用保証料を助成します。
●定住就職奨励金（町外出身者で町に定
住の意思を持ち、町内に就職した時）と、
Ｕターン就職奨励金（町出身で町外に住
んでいた方が、町内に就職した時）を支
給しています。

仕事

2
令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2

3 4 5

　美しい桜が咲き誇る県南随一の桜の名所城山公園で行われる「さんのへ春まつり」　 手作り人形山車が見もの
の「さんのへ秋まつり」 　粉物文化の象徴の三戸せんべい　 豊かな自然に囲まれる町　 馬場のぼるさんの絵本
「11ぴきのねこ」によるまちづくり

　三
戸
南
部
家
24
代
南
部
晴
政
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
三
戸
城
跡
は
、
町
中
心
街
を
眼
下
に
望
む

標
高
約
1
3
0
ｍ
の
城
山
公
園
に
な
っ
て
い
ま

す
。
1
6
0
0
本
の
桜
が
あ
る
県
南
随
一
の
花

見
の
名
所
で
も
あ
り
、
今
も
昔
も
町
民
の『
心
の

ふ
る
さ
と
』と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　三
戸
町
は
、
人
気
絵
本「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」シ

リ
ー
ズ
の
作
者
・
馬
場
の
ぼ
る
先
生
が
生
ま
れ

育
っ
た
町
で
、
豊
か
な
自
然
が
残
る
野
山
が
広

が
り
、
作
品
の
素
材
と
な
る
も
の
が
、 

そ
こ
か

し
こ
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　町
で
は
、
馬
場
先
生
の
偉
業
に
感
謝
し
、「
11

ぴ
き
の
ね
こ
」を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
町
を
歩
く
と
11
ぴ
き
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ね
こ
の

石
像
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
、
街
灯
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ラ
ッ
グ
、

各
商
店
の
店
頭
幕
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
、
か
わ
い
ら
し
い
ね
こ
た
ち
に
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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で
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、
青
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森
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銀
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鉄
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岡
間
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ほ
っ
こ
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楽
し
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11
ぴ
き
の
ね
こ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
レ
イ
ン
」が

　ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
町
民
憲
章
の
一

つ
に「
教
育
の
町
」を
掲
げ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は「
小
中
一
貫
教

育
」で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
行
事

を
小
中
合
同
で
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、
思
い
や

り
の
心
や
尊
敬
の
念
を
育
ん
で
い
ま
す
。

運
行
す
る
な
ど
、「
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よ
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身
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な
存
在
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多
く
の
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に
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あ
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〈プロフィール〉
1927年三戸町に生まれ、
幼少の頃から絵を描くの
が好きだった馬場のぼる
さんは1949年に小学館
の学年誌でデビューしま
した。

城山公園の歴史民俗資料館（左）と温故館（右）

三戸町
Sannoheさんのへまち

豊かな自然に囲まれた
歴史ある城下町さんのへ

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●児童館
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●介護老人保健施設
　●老人福祉センター
　●グループホーム
　●有料老人ホーム

【文化施設】
　●図書館
　●博物館・美術館
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

9,798人
4,259世帯
151.79㎢

31.2％
19.1％
49.7％
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くらしの情報

三戸町 まちづくり推進課
青森県三戸郡三戸町大字在府小路町43
TEL.0179-20-1111（代表）
http://www.town.sannohe.aomori.jp/

お問合せ先

◎JR八戸駅より車で約45分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約20分、
　三戸駅下車後、車で約8分

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

栽培が盛んなりんご
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三
戸
城
跡
の
あ
る
城
山
公
園
を
中
心

に
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
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で
す
。

絵
本『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』の
作
者
で
あ
る

馬
場
の
ぼ
る
さ
ん
の
生
ま
れ
故
郷
で
す
。

「
春
ま
つ
り
」「
夏
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つ
り
」「
秋
ま
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」

「
三
戸
名
物
元
祖
ま
け
る
日
」な
ど
、
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

三
戸
せ
ん
べ
い
や
ひ
っ
つ
み
、
串
も
ち

に
き
ん
か
も
ち
な
ど
の
お
い
し
い
粉
物

が
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さ
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あ
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ま
す
。

農
業
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基
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産
業
で
、
産
直
で
新
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お
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し
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野
菜
や
果
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安
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買
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ま
す
。

12345

●子育て世帯の負担を軽減するために、
第３子以降の出産に対して、最大50万円
の祝金を交付及び、保育料を第２子は半
額、第３子以降は無料としています。ま
た、安心して必要な医療を受けられるよ
うにするため、 ０歳から高校生までの入
院・通院医療費を助成しています（ 所得
制限なし）。

子育て

●在宅要件を満たす介護者へ月額5,000

円の家族介護支援金を支給しています。
また、月額6,500円分の家族介護用品を
支給しています。
●町内区間運賃が100円、中学生以下は
無料で乗車できるコミュニティバスを運
行しています。

福祉・その他

●新築住宅取得費用（町在住者最大62.5

万円、移住者最大250万円）と中古住宅
取得･リフォーム費用（町在住者最大20万
円、移住者最大75万円）を助成している
ほか、要件を満たす人へ民間賃貸住宅の
家賃を一部助成しています。また、旧耐震
基準の木造住宅及びブロック塀を対象に
耐震診断を支援し、要件に該当する場合、
改修工事の一部を助成しています。また、
排水設備新設工事やくみ取り便所、浄化
槽から下水道に接続する改造工事とその
付帯工事に助成金を支給しています。 

住まい

●農業を始めて経営が安定するまでの
間、新規就農者（原則50歳未満）に対し
て、国の農業次世代人材投資資金を支給
しています（最大150万円／年、最長５
年間）。また、県の融資制度を利用する
創業者へ信用保証料を助成します。
●定住就職奨励金（町外出身者で町に定
住の意思を持ち、町内に就職した時）と、
Ｕターン就職奨励金（町出身で町外に住
んでいた方が、町内に就職した時）を支
給しています。

仕事

2
令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2

3 4 5



お問合せ先

　五
戸
に
は
江
戸
時
代
に
藩
営
牧
野
・
南
部
九

牧
の
一
つ「
又
重
野
の
牧
」が
あ
っ
て「
駒
袋
」

と
い
う
地
名
が
現
存
し
、
古
く
か
ら『
馬
の
ま

ち
』で
し
た
。
そ
の
名
残
と
し
て
今
も「
博
労
町

（
ば
く
ろ
う
ま
ち
）」の
町
名
や
、「
馬
肉
鍋
」が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　五
戸
町
は『
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
』と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
立
五
戸
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

は
全
国
大
会
出
場
常
連
校
だ
っ
た
歴
史
を
有

し
、
町
役
場
サ
ッ
カ
ー
部
は
全
国
自
治
体
職
員

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
４
連
覇
、
町
に「
サ
ッ
カ
ー

日
本
一
」の
称
号
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
監
督
を
務
め
た
手
倉
森

誠
氏
や
横
浜
Ｆ
Ｃ
監
督
の
下
平
隆
宏
氏
も
五
戸

出
身
で
す
。

　郷
土
の
食
文
化
を
次
代
に
継
承
し
よ
う
と
活

動
し
て
い
る「
博
労
町
老
人
ク
ラ
ブ
い
ろ
り
会
」

を
は
じ
め
、
56
の
文
化
活
動
団
体
、
20
の
体
育

活
動
団
体
が
活
動
す
る
、『
暮
ら
す
み
ん
な
が
輝

く
ま
ち
』で
も
あ
り
ま
す
。

　近
年
は「
桜
沼
の
こ
い
の
ぼ
り
」で
知
ら
れ
る

上
市
川
地
区
の
新
し
い
団
地
に
、
町
内
外
か
ら

移
り
住
ん
だ
子
育
て
世
代
の
家
族
に
よ
る
新
し

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
誕
生
し
、
新
旧
住
民
が
交

流
し
て「
上
市
川
夏
祭
り
」を
復
活
さ
せ
て
持
続

可
能
な
地
域
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

の
名
誉
賞
に
輝
い
た
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
す
。

　な
が
い
も
、
に
ん
に
く
、
ア
ピ
オ
ス
や
雑
穀

も
特
産
品
で
、
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
駄
菓
子
や

南
部
せ
ん
べ
い
が
あ
り
、
早
く
か
ら
6
次
産
業

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、「
青
森
ご
の

へ
グ
リ
ー
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。
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　五戸町は馬産地として有名　 四季を通じて様々な農業体験ができる「ごのへグリーン・ツーリズム」 　毎月7の
付く日に開かれる「まちの日（市日）」には買い物客で賑わう　 約300種10万株のチューリップが咲き誇る「正子
のチューリッぷ園」（4月末～ 5月中旬）　 大空を泳ぐこいのぼり（桜沼公園 ４月下旬～５月中旬）

10万冊以上の蔵書がある「五戸町図書館」と「五戸代官所」のある歴史みらいパーク

五戸町
Gonoheごのへまち

―北国に生きる、自然と寄り添う―
　「自分らしさ」を大切にする　五戸のくらし

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校
　●専門学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●老人（在宅）介護支援センター
　●デイサービスセンター
　●グループホーム
　●有料老人ホーム

【文化施設】
　●図書館
　●公民館
　●歴史民俗資料館

【スポーツ施設】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

16,855人
7,029世帯
177.67㎢

23.0％
26.0％
51.0％
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くらしの情報

五戸町 総合政策課
青森県三戸郡五戸町字古舘21-1
TEL.0178-62-7952（直通）
http://www.town.gonohe.aomori.jp/

◎JR八戸駅よりバスで40分
◎JR八戸駅より車で20分

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

五戸
町PR

キャラクター「おん
こ
ち
ゃ
ん
」

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

五
戸
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
一
つ
に

『
3
S
の
町
』が
あ
り
ま
す
。
坂
・
桜
肉

（
馬
肉
）・
サ
ッ
カ
ー
の
3
つ
の
S
で
す
。

五
戸
代
官
所
を
は
じ
め
、
重
要
文
化
財

の
江
渡
家
住
宅
、
県
重
宝
の
旧
圓
子
家

住
宅
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
の
古
い
建

造
物
が
あ
り
ま
す
。

絢
爛
豪
華
な
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ

る「
五
戸
ま
つ
り
」は
、
急
坂
で
の
山
車

引
き
で
知
ら
れ
ま
す
。

五
戸
ま
き
ば
温
泉
・
五
戸
温
泉（
た
ん

ぼ
の
ゆ
っ
こ
）・
倉
石
温
泉
と
、
3
つ
も

温
泉
が
あ
り
ま
す
。

五
戸
を
代
表
す
る

　ご
の
へ
三
大
肉

（
馬
肉
、倉
石
牛
、青
森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
）

は
町
内
飲
食
店
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。

●出産祝金や多子世帯に商品券を支給
し、子育て家庭の経済的な負担を軽減し
ています。また、乳幼児等医療費給付事
業として、中学校卒業までの児童を対象
に、就学前児童は通院・入院、小・中学
生は入院の医療費を助成しています（所
得制限あり）。
●地域子育て支援センター事業として、
子育て家庭に関する育児不安等について
の相談や指導、子育てサークルへの支援
を行っています。また、保護者が就労等
により昼間家庭にいない児童（おおむね
10歳未満）を対象に、適切な遊びや生活
の場を与えて健全な育成を図る放課後児
童健全育成事業を行っています。
●五戸町子育てメイト連絡協議会が毎
年、七夕やクリスマス、ひな祭りに合わせ
て親子で参加できるイベントを開催し、
子育て世代をサポートしています。

子育て

●「子育てアパート等入居費助成事業」や
「空き家バンク」により、都市部の住民と
の交流拡大や定住促進を図っています。

住まい

●町内区間運賃が100円、中学生以下は
無料で乗車できるコミュニティバスを運
行しています。

その他

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者（原則50歳未満）に対して国
の資金を交付しています（最大150万円
／年、最長5年間）。また、青年就農ステ
ップアップ支援事業として（経営開始日
時点で50歳未満、かつ、経営開始後8年
以内）認定新規就農者または認定農業者
に対し、支援金を最長3年間（1年目：60

万円、2年目：30万円、3年目：18万円（夫
婦の場合は1.5倍の額）交付しています。

仕事

3
令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2 3

4

5

5 4 3 2 1
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又
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。
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。
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史
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Ｃ
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ろ
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。
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。
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【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
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【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校
　●専門学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●老人（在宅）介護支援センター
　●デイサービスセンター
　●グループホーム
　●有料老人ホーム

【文化施設】
　●図書館
　●公民館
　●歴史民俗資料館

【スポーツ施設】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
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五戸町 総合政策課
青森県三戸郡五戸町字古舘21-1
TEL.0178-62-7952（直通）
http://www.town.gonohe.aomori.jp/

◎JR八戸駅よりバスで40分
◎JR八戸駅より車で20分

八戸駅から役場までのアクセス
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五戸
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五
戸
町
の
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レ
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の
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に

『
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S
の
町
』が
あ
り
ま
す
。
坂
・
桜
肉

（
馬
肉
）・
サ
ッ
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ー
の
3
つ
の
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で
す
。

五
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代
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所
を
は
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め
、
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要
文
化
財

の
江
渡
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住
宅
、
県
重
宝
の
旧
圓
子
家

住
宅
な
ど
、
江
戸
時
代
か
ら
の
古
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建

造
物
が
あ
り
ま
す
。

絢
爛
豪
華
な
歴
史
絵
巻
を
繰
り
広
げ

る「
五
戸
ま
つ
り
」は
、
急
坂
で
の
山
車

引
き
で
知
ら
れ
ま
す
。

五
戸
ま
き
ば
温
泉
・
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温
泉（
た
ん

ぼ
の
ゆ
っ
こ
）・
倉
石
温
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と
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3
つ
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が
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り
ま
す
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五
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代
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す
る
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へ
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大
肉
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牛
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）
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町
内
飲
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店
で
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し
上
が
れ
ま
す
。

●出産祝金や多子世帯に商品券を支給
し、子育て家庭の経済的な負担を軽減し
ています。また、乳幼児等医療費給付事
業として、中学校卒業までの児童を対象
に、就学前児童は通院・入院、小・中学
生は入院の医療費を助成しています（所
得制限あり）。
●地域子育て支援センター事業として、
子育て家庭に関する育児不安等について
の相談や指導、子育てサークルへの支援
を行っています。また、保護者が就労等
により昼間家庭にいない児童（おおむね
10歳未満）を対象に、適切な遊びや生活
の場を与えて健全な育成を図る放課後児
童健全育成事業を行っています。
●五戸町子育てメイト連絡協議会が毎
年、七夕やクリスマス、ひな祭りに合わせ
て親子で参加できるイベントを開催し、
子育て世代をサポートしています。

子育て

●「子育てアパート等入居費助成事業」や
「空き家バンク」により、都市部の住民と
の交流拡大や定住促進を図っています。

住まい

●町内区間運賃が100円、中学生以下は
無料で乗車できるコミュニティバスを運
行しています。

その他

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者（原則50歳未満）に対して国
の資金を交付しています（最大150万円
／年、最長5年間）。また、青年就農ステ
ップアップ支援事業として（経営開始日
時点で50歳未満、かつ、経営開始後8年
以内）認定新規就農者または認定農業者
に対し、支援金を最長3年間（1年目：60

万円、2年目：30万円、3年目：18万円（夫
婦の場合は1.5倍の額）交付しています。

仕事

3
令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2 3

4

5

5 4 3 2 1



　「田
子（
た
っ
こ
）」と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
の
先
住
民
で

あ
る
ア
イ
ヌ
人
の
言
葉
で「
小
高
い
丘（
住
み
や

す
い
所
）」を
意
味
す
る「
タ
プ
コ
プ
」か
ら
き
て

い
る
と
い
う
説
が
最
も
有
力
で
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
田
子
町
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
起
源
を
持
つ
と

思
わ
れ
る
地
名
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

　環
境
省
の
夏
全
国
星
空
継
続
観
察
で
星
空
日

本
一
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
美
し
い
星
空

や
、
水
源
の
森
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
大
黒
森

か
ら
の
豊
富
な
湧
き
水
１
０
０
％
の
飲
用
水
の

ほ
か
、
国
内
最
高
級
と
評
さ
れ
る
に
ん
に
く
や
、

豊
か
な
自
然
で
飼
育
さ
れ
た
田
子
牛
な
ど
の
特

産
品
が
魅
力
で
す
。

　世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
を
目
指
し
て
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
ギ
ル
ロ
イ
市
、
大
韓
民
国
の
瑞

山
市
、
イ
タ
リ
ア
の
モ
ン
テ
ィ
チ
ェ
リ
・
ド
ン

ジ
ー
ナ
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
い
ま
す
。

　特
に
、
ア
メ
リ
カ
ギ
ル
ロ
イ
市
と
は
、
英
語

指
導
助
手
の
受
け
入
れ
を
通
じ
、
町
民
の
国
際

感
覚
を
高
め
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
町
民
に
は
外
国
語
検
定
試
験（
英
語
・

韓
国
語
等
）を
受
検
す
る
検
定
料
を
全
額
助
成

し
て
い
ま
す
。

蒼
い
夜
空
が
見
え
る
場
所

蒼
い
夜
空
が
見
え
る
場
所

　田
子
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
稲
作
・
畑

作
・
畜
産
の
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　100年以上前の茅葺き家で、手作り体験「タプコプ創遊村」 　高さ約30m幅約20mの雄大な「みろくの滝」別
名「スヌーピーの滝」 　にんにく情報発信基地「田子町ガーリックセンター」。田子町のヒット商品が全て揃う、
にんにくづくしのショップ・レストラン 　毎年1万人の人が田子牛とたっこにんにくを求めてやってくる「にんにく
とべごまつり」 　田子高校生が踊る「ナニャドヤラ」は、東京・神楽坂でも披露

6月下旬から7月上旬に収穫される、ブランドたっこにんにく

田子町
Takkoたっこまち

豊かな自然に恵まれた、国際色豊かな
にんにくの町たっこ

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●生活支援ハウス
　　（高齢者生活福祉センター）
　●老人福祉センター
　●グループホーム
　●介護老人保健施設

【文化施設】
　●図書館
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

5,334人
2,143世帯
242.10㎢

36.7％
23.7％
39.6％
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1
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1
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くらしの情報

田子町 住民課
子育て定住移住支援室
青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂平81
TEL.0179-23-0678（直通）
http://www.town.takko.lg.jp/

お問合せ先

◎八戸駅より車で約50分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約20分、
　三戸駅下車後、車で約25分

八戸駅から役場までのアクセス

◎JR二戸駅より車で約40分

二戸駅（岩手県）から役場までのアクセス

主な定住支援制度

A4

•A5
ランク

の柔らかくジューシ
ー
な
田
子
牛
!

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

日
本
で
唯
一
、
に
ん
に
く
づ
く
し
の「
ガ

ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
、「
ガ
ー

リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」が
大
人
気
。

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
で
知
ら
れ
る「
大

黒
森
」や
、
地
域
の
守
護
神
伝
説
が
伝

え
ら
れ
る「
み
ろ
く
の
滝
」が
あ
り
ま
す
。

特
産
の
に
ん
に
く
と
黒
毛
和
種
の
田
子

牛
を
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
味
わ
え
る
食
の

祭
典「
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ
り
」は
町

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

昔
遊
び
と
手
づ
く
り
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
タ
プ
コ
プ
創
遊
村
」で
、
様
々
な
体
験

が
で
き
ま
す
。

県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の「
田
子
神

楽
」ほ
か
、
多
く
の
伝
統
芸
能
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
立
田
子
高
校
に
は

め
ず
ら
し
い「
郷
土
芸
能
部
」が
あ
り

ま
す
。

●保育料を国の基準額から3分の1軽減
しています。また、延長保育を無料で利
用できます。
●高校卒業までの医療費を全額助成して
います。（一部所得制限あり）
●小学校、中学校及び高校に新入学する
児童生徒を対象に、入学祝い金を支給し
ています。
●子育てサロンを週2回参加費無料で実
施しています。学童保育を3施設で実施
しています。
●地元中学生は、3万円の自己負担で海外
研修に参加する事ができます。

子育て

●田舎暮らし体験として、町が借り上げ
る「移住体験住宅」を貸し出しています。
●転入者には家賃の一部（月額2万円）
を最長3年間助成しています。また、住
宅整備のための助成をしています。

住まい

●結婚祝い金支給事業として、婚姻1年以
内に田子町に移住、その後1年定住された
夫婦1組あたり8万円を支給しています。
お子さんが生まれた場合等、1人当たり
4万円の加算金があります。

その他

●新規学卒者または50歳未満の町内在
住の方で、町外の職場に1年以上勤務し
ている方を対象に通勤費の一部（3万円）
を助成しています。
●農業先進技術チャレンジ支援事業とし
て、１件当たり15万円を上限に助成して
いるほか、新規就農者（原則50歳未満）
に対して国の農業次世代人材投資資金
（最大150万円／年、最長5年間）を支給
します。

仕事

4
令和2年4月30日現在令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2

3

4

5

5 4 3 2 1

発売から5年で29万
本販売の大ヒット商
品、にんにく×コーラ
「ジャッツタッコーラ」

　「田
子（
た
っ
こ
）」と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地
の
先
住
民
で

あ
る
ア
イ
ヌ
人
の
言
葉
で「
小
高
い
丘（
住
み
や

す
い
所
）」を
意
味
す
る「
タ
プ
コ
プ
」か
ら
き
て

い
る
と
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う
説
が
最
も
有
力
で
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
田
子
町
に
は
、
ア
イ
ヌ
語
に
起
源
を
持
つ
と

思
わ
れ
る
地
名
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
ま
す
。

　環
境
省
の
夏
全
国
星
空
継
続
観
察
で
星
空
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本
一
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選
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と
も
あ
る
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し
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星
空

や
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水
源
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森
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
大
黒
森

か
ら
の
豊
富
な
湧
き
水
１
０
０
％
の
飲
用
水
の

ほ
か
、
国
内
最
高
級
と
評
さ
れ
る
に
ん
に
く
や
、

豊
か
な
自
然
で
飼
育
さ
れ
た
田
子
牛
な
ど
の
特

産
品
が
魅
力
で
す
。
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界
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開
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目
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て
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メ
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瑞
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市
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ド
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ー
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町
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姉
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携
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ま
す
。
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ロ
イ
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。
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検
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しています。また、延長保育を無料で利
用できます。
●高校卒業までの医療費を全額助成して
います。（一部所得制限あり）
●小学校、中学校及び高校に新入学する
児童生徒を対象に、入学祝い金を支給し
ています。
●子育てサロンを週2回参加費無料で実
施しています。学童保育を3施設で実施
しています。
●地元中学生は、3万円の自己負担で海外
研修に参加する事ができます。

子育て

●田舎暮らし体験として、町が借り上げ
る「移住体験住宅」を貸し出しています。
●転入者には家賃の一部（月額2万円）
を最長3年間助成しています。また、住
宅整備のための助成をしています。

住まい

●結婚祝い金支給事業として、婚姻1年以
内に田子町に移住、その後1年定住された
夫婦1組あたり8万円を支給しています。
お子さんが生まれた場合等、1人当たり
4万円の加算金があります。

その他

●新規学卒者または50歳未満の町内在
住の方で、町外の職場に1年以上勤務し
ている方を対象に通勤費の一部（3万円）
を助成しています。
●農業先進技術チャレンジ支援事業とし
て、１件当たり15万円を上限に助成して
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令和2年4月30日現在

　町
の
南
西
部
に
は
標
高
6
1
5
ｍ
の
名
久
井

岳
を
望
み
、
中
央
部
を
流
れ
る
馬
淵
川
流
域
に

は
田
園
風
景
が
広
が
る
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
美
し
い
町
で
す
。

　南
部
町
は
、
南
部
藩
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、

南
部
氏
が
三
戸
城
、
九
戸（
福
岡
）城
、
盛
岡
城

に
移
る
ま
で
の
約
3
5
0
年
に
わ
た
り
、
こ
こ

を
拠
点
に
南
部
地
方
を
支
配
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　南
部
氏
本
宗
家
の
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代

の
中
心
的
城
館
と
な
る
国
史
跡
聖
寿
寺
館
跡

は
、
町
民
の
誇
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
9
月
24
日
に
、
2
羽
の
鶴
が
向
か
い

合
っ
た「
向
鶴
」が
彫
ら
れ
た
青
銅
製
の
金
具
が

出
土
し
た
こ
と
で
、
南
部
氏
家
紋
の
ル
ー
ツ
か

と
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　主
な
産
業
は
農
業
で
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
り
ん

ご
、
も
も
、
な
し
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
果
物

が
年
間
を
通
じ
て
収
穫
さ
れ
、
県
内
で
も
有
数

の
フ
ル
ー
ツ
の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
級

　南
部
町
で
は
こ
れ
ら
の
特
色
あ
ふ
れ
る
地
域

資
源
を
生
か
し
て
、
来
訪
者
と
住
民
の
交
流
を

深
め
、
将
来
的
な
長
期
滞
在
、
定
住
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
究
極
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

実
現
を
目
指
し
て
、「
達
者
村
」事
業
に
町
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
で
は
海
外
か

ら
の
誘
客
を
目
指
し
て
国
際
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

洋
な
し
の「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
レ
ク
ラ
ー
ク
」や
も
も

の
一
種
で
あ
る
ネ
ク
タ
リ
ン「
ス
イ
ー
ト
ビ
ー

ナ
ス
」の
他
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
新
品
種「
ジ
ュ
ノ

ハ
ー
ト
」な
ど
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

山
河
に
抱
か
れ
た

歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
ま
ち

山
河
に
抱
か
れ
た

歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
ま
ち

バ
ー
チ
ャ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ「
達
者
村
」

バ
ー
チ
ャ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ「
達
者
村
」

県
内
有
数
の
フ
ル
ー
ツ
産
地

県
内
有
数
の
フ
ル
ー
ツ
産
地

　ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
に
、
平
成
24
年
度
に
制
定

し
た「
笑
顔
あ
ふ
れ
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）」が
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。 

こ
れ
は
毎
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22
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を「
鍋
の
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民
に
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を
囲
ん
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も
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、
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族
や
友
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と
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。
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　四季を通じて楽しめるフルーツ狩り 　水と遊びながら健康づくりができる健康増進施設「バーデハウスふくち」
　桃山様式による華麗な霊廟建築「南部利康霊屋」（国指定重要文化財） 　国重要無形民俗文化財に指定されて
いる「南部地方えんぶり」 　山車のステージで南部手踊りが披露される「名川秋まつり」

町のシンボル名久井岳と馬淵川

南部町
Nanbuなんぶちょう

フルーツの香り漂う感動のまち
グリーン・ツーリズムを核とした交流のまち

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●老人（在宅）介護支援センター
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス
　　（里バス4・多目的バス5）

17,736人
7,454世帯
153.12㎢

25.3％
21.9％
52.8％
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くらしの情報

南部町 交流推進課
青森県三戸郡南部町大字苫米地字下宿23-1
TEL.0178-84-2123（直通）
http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/

◎JR八戸駅より車で約15分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約10分、
　苫米地駅下車後、徒歩約10分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

東
北一
の高さを誇る三重の

塔（
法
光
寺
）

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

町
章
に
も
象
ら
れ
た
名
久
井
岳
と
馬
淵

川
の
流
れ
が
自
慢
の
自
然
で
す
。

国
史
跡
聖
寿
寺
館
跡
な
ど
南
部
氏
関

連
遺
跡
や
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
南

部
利
康
霊
屋
、
鎌
倉
執
権
・
北
条
時
頼

公
が
創
建
し
た
法
光
寺
が
あ
り
ま
す
。

健
康
増
進
施
設「
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く

ち
」や
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設「
名
川
チ
ェ

リ
リ
ン
村
」が
利
用
で
き
ま
す
。

華
や
か
な
稚
児
行
列
や
南
部
手
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
る「
南
部
町
春
ま
つ
り
」

の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。

究
極
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
目

指
す
達
者
村
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

●高校卒業までの医療費の一部又は全
部を助成しています（所得制限あり）。
●小・中学校給食費無償化事業として、
南部町に住所を有し、現に居住している
児童・生徒の保護者に学校給食費を助成
しています。

子育て

●南部町が運営している多目的バスは、
町内全域で1乗車100円での利用が可能
です。また、名川地区を運行するなんぶ
里バスも1乗車100円での利用が可能で
す（いずれも中学生以下は無料）。
●保健・医療・福祉の包括ケアの拠点「南
部町医療健康センター」があります。

福祉・その他

住まい

●新たな農業の担い手を確保することに
より、主要産業である農業の振興・活性
化を図るため、新規就農者に対して国の
農業次世代人材投資資金（原則50歳未
満、最大150万円／年、最長5年間）又は
町の新規就農者支援補助金（65歳未満、
最大36万円／年、最長3年間）を支給し
ています。

仕事

5

●個人住宅を新築又はリフォームする方
に対して、その費用の一部を助成してい
ます（町外の方でも南部町に新築する場
合は対象となります）。
●公共下水道事業計画の予定処理区域外
等において、生活雑排水と、し尿を併せて
処理する合併浄化槽を家庭で設置する場
合に経費の一部を助成しています。
●空き家・空き地バンクを開設し、町内
の物件及び利用希望者を登録して、情報
提供を行っています。

令和2年4月30日現在
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南
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標
高
6
1
5
ｍ
の
名
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井

岳
を
望
み
、
中
央
部
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流
れ
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淵
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域
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は
田
園
風
景
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広
が
る
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豊
か
な
自
然
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恵
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れ
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美
し
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す
。
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岡
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岡
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ま
す
。
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史
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。
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収
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れ
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南部町
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フルーツの香り漂う感動のまち
グリーン・ツーリズムを核とした交流のまち

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●老人（在宅）介護支援センター
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス
　　（里バス4・多目的バス5）
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◎JR八戸駅より車で約15分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約10分、
　苫米地駅下車後、徒歩約10分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス
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に
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ま
す
。

健
康
増
進
施
設「
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く

ち
」や
総
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レ
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用
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ま
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。

華
や
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稚
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を
目
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者
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の
活
動
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開
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す
。

●高校卒業までの医療費の一部又は全
部を助成しています（所得制限あり）。
●小・中学校給食費無償化事業として、
南部町に住所を有し、現に居住している
児童・生徒の保護者に学校給食費を助成
しています。

子育て

●南部町が運営している多目的バスは、
町内全域で1乗車100円での利用が可能
です。また、名川地区を運行するなんぶ
里バスも1乗車100円での利用が可能で
す（いずれも中学生以下は無料）。
●保健・医療・福祉の包括ケアの拠点「南
部町医療健康センター」があります。

福祉・その他

住まい

●新たな農業の担い手を確保することに
より、主要産業である農業の振興・活性
化を図るため、新規就農者に対して国の
農業次世代人材投資資金（原則50歳未
満、最大150万円／年、最長5年間）又は
町の新規就農者支援補助金（65歳未満、
最大36万円／年、最長3年間）を支給し
ています。

仕事

5

●個人住宅を新築又はリフォームする方
に対して、その費用の一部を助成してい
ます（町外の方でも南部町に新築する場
合は対象となります）。
●公共下水道事業計画の予定処理区域外
等において、生活雑排水と、し尿を併せて
処理する合併浄化槽を家庭で設置する場
合に経費の一部を助成しています。
●空き家・空き地バンクを開設し、町内
の物件及び利用希望者を登録して、情報
提供を行っています。
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階
上
町
は
、
東
に
太
平
洋
、
北
西
に
八
戸
市
、

南
に
階
上
岳
が
立
地
し
、
岩
手
県
と
の
県
境
に

位
置
す
る
町
で
す
。

　
登
山
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
人
気
が
高
く
、
全

国
か
ら
階
上
岳
登
山
や
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩

く
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
歩
い
て
土
地
の

音
や
香
り
を
感
じ
、
小
発
見
の
連
続
で
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
内
最
大
級
の「
巨
木
」が
点
在

し
、「
巨
木
の
郷
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
が
住
宅
地
に
あ
り
、
行
き
易
さ
が
魅
力
で

す
。
何
百
年
も
生
き
続
け
た
木
が
持
つ
パ
ワ
ー

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
階
上
町
の
浜
の
魅
力
の
一
つ
に
、
前
沖
で
獲

れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成

30
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅

あ
る
で
ぃ
〜
ば
」に
は
、
地
元
漁
師
が
水
揚
げ
し

た
新
鮮
な
魚
介
類
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
加
工
し

た
商
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
通
り
に
は「
浜
の
魚
屋
さ
ん
」が
点

在
し
、
漁
村
だ
か
ら
手
に
入
る
珍
し
い
商
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遊
漁
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
地
元
釣
具
店

が
釣
り
船
を
手
配
し
て
く
れ
る
の
で
気
軽
に
船

釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
場
は
、

岸
壁
や
岩
場
で
磯
釣
り
を
楽
し
む
光
景
が
よ
く

見
ら
れ
、
町
の
風
物
詩
と
も
言
え
ま
す
。

　
最
近
は
観
光
漁
業
に
着
手
し
、
大
人
こ
ど
も

を
問
わ
ず
、
漁
業
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
船
釣
り
体

験
や
ウ
ニ
獲
り
・
フ
ノ
リ
採
り
体
験
な
ど
の
体

験
学
習
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
小
学
校
も

あ
り
ま
す
。

　
浜
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
漁
村
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
そ
の
風
情
と
と
も

に
そ
の
ま
ま
の
姿
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。
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上
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・
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・
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、
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る
野
菜
や
穀
物
、
ど
れ
も
新
鮮
で
質
が
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い
で
す
。
階
上
早
生
階
上
そ
ば
は
、
青
森
県

唯
一
の
奨
励
品
種
で
、
粘
り
が
強
く
風
味
高
い

と
評
判
で
す
。
新
鮮
野
菜
や
魚
介
類
は
、
農
家

や
漁
師
が
、
産
直
施
設
に
搬
入
。
階
上
町
の
代

表
的
な
料
理
で
あ
る
ウ
ニ
と
ア
ワ
ビ
の
潮
汁

「
元
祖
い
ち
ご
煮
」は
、
こ
の
よ
う
な
食
文
化
か

ら
生
ま
れ
た
伝
統
料
理
で
す
。

山
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の
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32 31

　人気の巨木巡りツアー 　みちのく潮風トレイルのルート沿いにある泊川神社の裏から絶景を見る 　町の特産
品を販売している『道の駅はしかみ』 　町のルーツの寺下観音 　町の魚介類を販売している『はしかみハマの駅
あるでぃ～ば』

階上灯台が立つ小舟渡海岸廿一平から見た朝日。元旦にはご来光を拝むため多くの人が訪れる。

階上町
Hashikamiはしかみちょう

青森県内で最も早く朝日が昇る光なす町、階上町
山海の自然と食文化、人の温かさが自慢

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●小学校
　●中学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●有料老人ホーム
　●グループホーム

【文化施設】
　●図書館
　●公民館
　●民俗資料収集館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

13,328人
5,986世帯

94.01㎢

8.9％
30.9％
60.2％
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くらしの情報

階上町 総合政策課

青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平1-87
TEL.0178-88-2111（代表）
https://www.town.hashikami.lg.jp

◎JR八戸駅より八戸線約50分
　階上駅下車、車で約10分
◎JR八戸駅より車で40分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

郷

土
料理
のウニとアワビの潮

汁「
元
祖
い
ち
ご
煮
」

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

階
上
岳
・
階
上
海
岸
は
三
陸
復
興
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
経
由
す

る
33
㎞
は
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
や
県
内
最
大
級
の
巨
木
が
20
本

以
上
も
集
ま
る
巨
木
の
郷
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
の「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」や

「
元
祖
い
ち
ご
煮
」で
有
名
で
す
。

奥
州
南
部
糠
部
三
十
三
観
音
一
番
札
所

の
寺
下
観
音
が
見
所
で
す
。

「
い
ち
ご
煮
祭
り
」や「
新
そ
ば
祭
り
」

「
え
ん
ぶ
り
」な
ど
楽
し
い
祭
り
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

子育て

●町内に新築住宅を取得する方を対象
に、最大110万円の補助金を交付してい
ます。
●駅前中央団地の土地をお求めやすい価
格で分譲しています。さらに、5年以内
に新築する方や、若年夫婦世帯、子育て
世帯の方には助成を拡大しています。
●空き家バンクに登録された町内の空き
家について、情報提供を行っています。
また、登録物件の所有者又は本町への移
住を目的とする利用希望者に対し、取引
仲介手数料補助金（上限5万円）や成約
奨励金（5万円）、利用移住者引越費用補
助金（上限5万円）、家財道具等撤去費補
助金（上限10万円）、住宅改修支援補助
金（上限30万円）を交付しています。

住まい

仕事

6

銀杏木窪の大銀杏。推定
樹齢千年。国内最大級。

●保育料を国の基準額より軽減するとと
もに、医療費給付事業として中学校卒業
までの通院・入院の医療費（保険診療分）
を助成しています（所得制限あり）
●未就学児とその保護者を対象に、子育
て親子の交流等を図るための拠点として
地域子育て支援センターを開設。未就園
児の一時預かり事業も実施しており、冠
婚葬祭や短時間の就労、保護者のリフレ
ッシュなどの場合にも利用可能です。

●農業次世代人財投資事業として、農
業を始めてから経営が安定するまでの
間、新規就農者に対して国の資金を交
付しています（最大150万円／年）、最
長5年間）。

令和2年4月30日現在
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令和2年4月30日現在

　
階
上
町
は
、
東
に
太
平
洋
、
北
西
に
八
戸
市
、

南
に
階
上
岳
が
立
地
し
、
岩
手
県
と
の
県
境
に

位
置
す
る
町
で
す
。

　
登
山
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
人
気
が
高
く
、
全

国
か
ら
階
上
岳
登
山
や
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩

く
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
歩
い
て
土
地
の

音
や
香
り
を
感
じ
、
小
発
見
の
連
続
で
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
内
最
大
級
の「
巨
木
」が
点
在

し
、「
巨
木
の
郷
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

多
く
が
住
宅
地
に
あ
り
、
行
き
易
さ
が
魅
力
で

す
。
何
百
年
も
生
き
続
け
た
木
が
持
つ
パ
ワ
ー

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
階
上
町
の
浜
の
魅
力
の
一
つ
に
、
前
沖
で
獲

れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成

30
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅

あ
る
で
ぃ
〜
ば
」に
は
、
地
元
漁
師
が
水
揚
げ
し

た
新
鮮
な
魚
介
類
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
加
工
し

た
商
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
通
り
に
は「
浜
の
魚
屋
さ
ん
」が
点

在
し
、
漁
村
だ
か
ら
手
に
入
る
珍
し
い
商
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遊
漁
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
地
元
釣
具
店

が
釣
り
船
を
手
配
し
て
く
れ
る
の
で
気
軽
に
船

釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夏
場
は
、

岸
壁
や
岩
場
で
磯
釣
り
を
楽
し
む
光
景
が
よ
く

見
ら
れ
、
町
の
風
物
詩
と
も
言
え
ま
す
。

　
最
近
は
観
光
漁
業
に
着
手
し
、
大
人
こ
ど
も

を
問
わ
ず
、
漁
業
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
船
釣
り
体

験
や
ウ
ニ
獲
り
・
フ
ノ
リ
採
り
体
験
な
ど
の
体

験
学
習
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
小
学
校
も

あ
り
ま
す
。

　
浜
と
密
接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
発
展
し
て
き

た
漁
村
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
そ
の
風
情
と
と
も

に
そ
の
ま
ま
の
姿
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

階
上
町
で
歩
く
・
見
る
・
遊
ぶ

階
上
町
で
歩
く
・
見
る
・
遊
ぶ

　
階
上
町
の
食
材
は
、
山
海
の
幸
、
平
地
で
栽

培
さ
れ
る
野
菜
や
穀
物
、
ど
れ
も
新
鮮
で
質
が

高
い
で
す
。
階
上
早
生
階
上
そ
ば
は
、
青
森
県

唯
一
の
奨
励
品
種
で
、
粘
り
が
強
く
風
味
高
い

と
評
判
で
す
。
新
鮮
野
菜
や
魚
介
類
は
、
農
家

や
漁
師
が
、
産
直
施
設
に
搬
入
。
階
上
町
の
代

表
的
な
料
理
で
あ
る
ウ
ニ
と
ア
ワ
ビ
の
潮
汁

「
元
祖
い
ち
ご
煮
」は
、
こ
の
よ
う
な
食
文
化
か

ら
生
ま
れ
た
伝
統
料
理
で
す
。

山
海
の
宝
を
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　人気の巨木巡りツアー 　みちのく潮風トレイルのルート沿いにある泊川神社の裏から絶景を見る 　町の特産
品を販売している『道の駅はしかみ』 　町のルーツの寺下観音 　町の魚介類を販売している『はしかみハマの駅
あるでぃ～ば』

階上灯台が立つ小舟渡海岸廿一平から見た朝日。元旦にはご来光を拝むため多くの人が訪れる。

階上町
Hashikamiはしかみちょう

青森県内で最も早く朝日が昇る光なす町、階上町
山海の自然と食文化、人の温かさが自慢

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●保育所
　●認定こども園
　●小学校
　●中学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●有料老人ホーム
　●グループホーム

【文化施設】
　●図書館
　●公民館
　●民俗資料収集館

【スポーツ施設】

【NPO法人】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●電器店
　●ドラッグストア・薬局

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

13,328人
5,986世帯

94.01㎢

8.9％
30.9％
60.2％
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くらしの情報

階上町 総合政策課

青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平1-87
TEL.0178-88-2111（代表）
https://www.town.hashikami.lg.jp

◎JR八戸駅より八戸線約50分
　階上駅下車、車で約10分
◎JR八戸駅より車で40分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

郷

土
料理
のウニとアワビの潮

汁「
元
祖
い
ち
ご
煮
」

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

階
上
岳
・
階
上
海
岸
は
三
陸
復
興
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
経
由
す

る
33
㎞
は
、
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
や
県
内
最
大
級
の
巨
木
が
20
本

以
上
も
集
ま
る
巨
木
の
郷
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
の「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」や

「
元
祖
い
ち
ご
煮
」で
有
名
で
す
。

奥
州
南
部
糠
部
三
十
三
観
音
一
番
札
所

の
寺
下
観
音
が
見
所
で
す
。

「
い
ち
ご
煮
祭
り
」や「
新
そ
ば
祭
り
」

「
え
ん
ぶ
り
」な
ど
楽
し
い
祭
り
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

子育て

●町内に新築住宅を取得する方を対象
に、最大110万円の補助金を交付してい
ます。
●駅前中央団地の土地をお求めやすい価
格で分譲しています。さらに、5年以内
に新築する方や、若年夫婦世帯、子育て
世帯の方には助成を拡大しています。
●空き家バンクに登録された町内の空き
家について、情報提供を行っています。
また、登録物件の所有者又は本町への移
住を目的とする利用希望者に対し、取引
仲介手数料補助金（上限5万円）や成約
奨励金（5万円）、利用移住者引越費用補
助金（上限5万円）、家財道具等撤去費補
助金（上限10万円）、住宅改修支援補助
金（上限30万円）を交付しています。

住まい

仕事

6

銀杏木窪の大銀杏。推定
樹齢千年。国内最大級。

●保育料を国の基準額より軽減するとと
もに、医療費給付事業として中学校卒業
までの通院・入院の医療費（保険診療分）
を助成しています（所得制限あり）
●未就学児とその保護者を対象に、子育
て親子の交流等を図るための拠点として
地域子育て支援センターを開設。未就園
児の一時預かり事業も実施しており、冠
婚葬祭や短時間の就労、保護者のリフレ
ッシュなどの場合にも利用可能です。

●農業次世代人財投資事業として、農
業を始めてから経営が安定するまでの
間、新規就農者に対して国の資金を交
付しています（最大150万円／年）、最
長5年間）。

令和2年4月30日現在

1

2 3

4 5

1 2 3

4 5

12345



令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

　新
郷
村
は
、
青
森
県
内
3
番
目
の
標
高
を
有

す
る
三
ツ
岳
と
大
駒
ヶ
岳
か
ら
な
る
戸
来
岳

や
、
山
の
恵
み
が
豊
富
な
迷
ヶ
平
な
ど
に
囲
ま

れ
た
山
村
で
す
。

　昭
和
8
年（
1
9
3
3
年
）に
5
名
の
農
民

に
よ
っ
て
酪
農
組
合
が
組
織
さ
れ
、「
青
森
県
酪

農
発
祥
の
地
」に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
伝

統
を
生
か
し
、
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

が
商
品
開
発
し
た
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
は
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
食
品
・
飲

料
展「
F
O
O
D
E
X
・
J
A
P
A
N
」に
お

い
て
金
賞
、
バ
ジ
ル
ア
イ
ス
が
最
高
金
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
質
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　新
郷
村
は「
農
業
と
融
和
の
明
る
い
村
づ
く

り
」を
掲
げ
、
県
下
一
の
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た「
土
作
り
」運
動（
有
機
の
里
づ
く

り
）、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
を
目
的
に
始

ま
っ
た「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
、
新
作
物

「
自
然
薯
」「
郷
の
き
み
」の
導
入
、
県
内
の
自
治

体
で
は
初
の
試
み
と
な
る「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
積
極
的

　新
郷
村
で
は「
新
郷
む
ら
づ
く
り
実
行
委
員

会
」を
設
置
し
、「
き
の
こ
の
里
日
本
一
・
長
寿

日
本
一
」を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
の
墓
や
大
石
神
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
、
新
郷
温
泉
館
な
ど
の
地
域
資
源
を

積
極
的
に
村
外
に
P
R
す
る
と
と
も
に
、
村
の

特
産
品
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
し
ん
ご
う

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、
様
々
な

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

酪
農
発
祥
の
地「
新
郷
村
」

酪
農
発
祥
の
地「
新
郷
村
」

き
の
こ
の
里
日
本
一・
長
寿
日
本
一
を

目
指
し
て

き
の
こ
の
里
日
本
一・
長
寿
日
本
一
を

目
指
し
て

農
業
と
融
和
の
明
る
い
村
づ
く
り

農
業
と
融
和
の
明
る
い
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づ
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　毎年10月に開催される「新郷ふるさとまつり」 　定住促進住宅 　心と体の癒し空間「新郷温泉館」 　村の中
心部を望む 　豊かな自然を生かした「きのこの里づくり」

キリストの墓と盆踊り（ナニャドヤラ）

新郷村
Shingoしんごうむら

美しい自然、謎めく歴史とロマン
癒しと神秘の里へようこそ

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●診療所

【子育て】
　●認定こども園
　●小学校
　●中学校

【高齢者福祉施設】
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●公民館

【買い物】
　●道の駅産直施設

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

2,399人
922世帯

150.77㎢

48.5％
17.3％
34.2％

1

1
2
2

3

3

1

2
あり

くらしの情報

新郷村 企画商工観光課
青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10
TEL.0178-78-2111（代表）
http://www.vill.shingo.aomori.jp/

◎JR八戸駅より車で約50分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

キリ
スト
伝説を伝えるキリスト伝

承
館

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

村
民
か
ら
霊
峰
と
尊
崇
さ
れ
る
戸
来

岳
に
は
日
本
一
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
あ
り

ま
す
。

大
石
神
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
三
嶽
神
社
な
ど

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
祭

で
は
盆
踊
り
の「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

「
郷
の
き
み
」な
ど
の
特
産
品
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

●出産祝い金を支給しています。また、
保育料を国の基準額から半額程度軽減
しています。
●中学生までの子どもを対象に年額
12,000円の「子ども商品券」を給付して
います。
●保護者の経済的負担軽減を図り、子ど
もの健康の向上を目的として、中学校卒
業までの子どもを対象に、通院・入院の
医療費を全額助成しています。
●新郷村立小中学校に在籍している児童
生徒を対象に、学校給食を無償化してい
ます。また、保育園児（3歳児以上）に主
食費を助成しています。
●中学3年生を対象にした村営学習塾を
開校しています。

子育て

●新郷村定住促進住宅の入居者を募集
しています。新たに村に住所を有しよう
とする夫婦、又は家族であり、世帯主が
35歳以下の方が優先となります。

住まい

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者（原則50歳未満）に対して国
の資金を交付しています（最大150万円
／年、最長5年間）。

仕事

7

村自慢の乳製品

に
攻
め
の
農
林
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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きのこの里
新 郷村

きのこの里
新 郷村

あらたくん さとちゃん

令和2年4月30日現在 令和2年4月30日現在

　新
郷
村
は
、
青
森
県
内
3
番
目
の
標
高
を
有

す
る
三
ツ
岳
と
大
駒
ヶ
岳
か
ら
な
る
戸
来
岳

や
、
山
の
恵
み
が
豊
富
な
迷
ヶ
平
な
ど
に
囲
ま

れ
た
山
村
で
す
。

　昭
和
8
年（
1
9
3
3
年
）に
5
名
の
農
民

に
よ
っ
て
酪
農
組
合
が
組
織
さ
れ
、「
青
森
県
酪

農
発
祥
の
地
」に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
伝

統
を
生
か
し
、
新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

が
商
品
開
発
し
た
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
ザ
・
プ

レ
ミ
ア
ム
は
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
食
品
・
飲

料
展「
F
O
O
D
E
X
・
J
A
P
A
N
」に
お

い
て
金
賞
、
バ
ジ
ル
ア
イ
ス
が
最
高
金
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
質
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

　新
郷
村
は「
農
業
と
融
和
の
明
る
い
村
づ
く

り
」を
掲
げ
、
県
下
一
の
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た「
土
作
り
」運
動（
有
機
の
里
づ
く

り
）、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
を
目
的
に
始

ま
っ
た「
き
の
こ
の
里
づ
く
り
」事
業
、
新
作
物

「
自
然
薯
」「
郷
の
き
み
」の
導
入
、
県
内
の
自
治

体
で
は
初
の
試
み
と
な
る「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
積
極
的

　新
郷
村
で
は「
新
郷
む
ら
づ
く
り
実
行
委
員

会
」を
設
置
し
、「
き
の
こ
の
里
日
本
一
・
長
寿

日
本
一
」を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
の
墓
や
大
石
神
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
、
新
郷
温
泉
館
な
ど
の
地
域
資
源
を

積
極
的
に
村
外
に
P
R
す
る
と
と
も
に
、
村
の

特
産
品
を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
し
ん
ご
う

ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、
様
々
な

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

酪
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発
祥
の
地「
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村
」
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を

目
指
し
て

き
の
こ
の
里
日
本
一・
長
寿
日
本
一
を
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融
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業
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　毎年10月に開催される「新郷ふるさとまつり」 　定住促進住宅 　心と体の癒し空間「新郷温泉館」 　村の中
心部を望む 　豊かな自然を生かした「きのこの里づくり」

キリストの墓と盆踊り（ナニャドヤラ）

新郷村
Shingoしんごうむら

美しい自然、謎めく歴史とロマン
癒しと神秘の里へようこそ

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●診療所

【子育て】
　●認定こども園
　●小学校
　●中学校

【高齢者福祉施設】
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●公民館

【買い物】
　●道の駅産直施設

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

2,399人
922世帯

150.77㎢

48.5％
17.3％
34.2％
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1
2
2

3
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2
あり

くらしの情報

新郷村 企画商工観光課
青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10
TEL.0178-78-2111（代表）
http://www.vill.shingo.aomori.jp/

◎JR八戸駅より車で約50分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

キリ
スト
伝説を伝えるキリスト伝

承
館

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

村
民
か
ら
霊
峰
と
尊
崇
さ
れ
る
戸
来

岳
に
は
日
本
一
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
あ
り

ま
す
。

大
石
神
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
三
嶽
神
社
な
ど

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
の
墓
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
祭

で
は
盆
踊
り
の「
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
」が
奉

納
さ
れ
ま
す
。

「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」「
生
キ
ャ
ラ
煎
餅
」

「
郷
の
き
み
」な
ど
の
特
産
品
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

●出産祝い金を支給しています。また、
保育料を国の基準額から半額程度軽減
しています。
●中学生までの子どもを対象に年額
12,000円の「子ども商品券」を給付して
います。
●保護者の経済的負担軽減を図り、子ど
もの健康の向上を目的として、中学校卒
業までの子どもを対象に、通院・入院の
医療費を全額助成しています。
●新郷村立小中学校に在籍している児童
生徒を対象に、学校給食を無償化してい
ます。また、保育園児（3歳児以上）に主
食費を助成しています。
●中学3年生を対象にした村営学習塾を
開校しています。

子育て

●新郷村定住促進住宅の入居者を募集
しています。新たに村に住所を有しよう
とする夫婦、又は家族であり、世帯主が
35歳以下の方が優先となります。

住まい

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者（原則50歳未満）に対して国
の資金を交付しています（最大150万円
／年、最長5年間）。

仕事
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。
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令和2年4月30日現在

　人
口
減
少
が
進
む
青
森
県
に
お
い
て
、
お
い

ら
せ
町
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
数
少
な
い

自
治
体
の
一
つ
で
す
。
町
は
恵
ま
れ
た
環
境
の

も
と
、
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
支
援
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　お
い
ら
せ
町
で
は
豊
か
な
水
資
源
が
町
の
産

業
を
支
え
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

で
は
、
奥
入
瀬
川
の
水
を
引
き
入
れ
た
美
田
や

広
々
と
し
た
畑
地
が
広
が
り
、
工
業
で
は
伏
流

水
が
銘
酒
・
桃
川
を
生
み
、
水
産
業
で
は
名
物

の
ホ
ッ
キ
漁
や
サ
ケ
漁
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　昔
な
が
ら
の
商
店
街
の
ほ
か
に
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
」が
立

地
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
牧

成
長
を
続
け
る
町

成
長
を
続
け
る
町

　八
戸
市
・
三
沢
市
・
十
和
田
市
に
囲
ま
れ
る

よ
う
に
位
置
し
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
東
北
新
幹
線
八
戸
駅
・
八
戸
港
・
三
沢

空
港
な
ど
陸
・
海
・
空
の
交
通
網
の
結
節
点
に

近
く
、
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地
勢
は
西
か
ら
東
の
太
平
洋
に
向
か
っ
て
傾

斜
し
た
台
地
か
ら
な
り
、
そ
の
台
地
の
南
に
十

和
田
湖
を
源
流
と
す
る
奥
入
瀬
川
が
流
れ
、
太

平
洋
に
注
い
で
い
ま
す
。

交
通
の
利
便
を
活
か
し
た

住
み
や
す
い
町

交
通
の
利
便
を
活
か
し
た

住
み
や
す
い
町

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

歴
史
文
化
遺
産

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

歴
史
文
化
遺
産

水
の
郷

水
の
郷

　ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
同
緯
度（
北
緯
40°
）で
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
建
て
ら
れ
た
、
い
ち
ょ

う
公
園
に
あ
る
高
さ
日
本
一（
20
・
8
ｍ
）の「
自

由
の
女
神
像
」、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
参
考
記
録
に

も
認
定
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
サ
ケ
の
つ
か
み
捕

り
日
本
一
の「
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」な
ど
、
日

本
一
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

場
の
ほ
か
気
比
神
社
や
国
史
跡
・
阿
光
坊
古
墳

群
、
阿
光
坊
古
墳
館
、
大
山
将
棋
記
念
館
な
ど

歴
史
や
伝
統
文
化
に
よ
り
観
光
や
教
育
を
盛
り

立
て
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
自
由
の
女
神
像
と

鮭
ま
つ
り

日
本
一
の
自
由
の
女
神
像
と

鮭
ま
つ
り
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　「全国将棋祭り」での子ども人間将棋 　「おいらせ鮭まつり」での鮭つかみ捕り 　カワヨグリーン牧場での「お
いらせふれあい牧場」 　産直・レストランも人気の「アグリの里」 　商業集積が進む「イオンモール下田」付近 

間木堤の白鳥

おいらせ町
Oiraseおいらせちょう

子どものびのび 大人いきいき
ともにつくる笑顔あふれる町

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●軽費老人ホーム（ケアハウス）
　●老人（在宅）介護支援センター
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●図書館
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●ドラッグストア

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

25,220人
10,454世帯

71.96㎢

9.6％
28.9％
61.5％

2
8
6

13
1
5
3
1

3
1
3
1

1
1
3

9
　

5
12

3
4

2
あり

くらしの情報

おいらせ町 政策推進課
青森県上北郡おいらせ町中下田135-2
TEL.0178-56-4273（直通）
http://www.town.oirase.aomori.jp/

◎JR八戸駅より車で約15分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約10分、
　下田駅下車後、町民バスで約3分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

町の
シン
ボル、日本一の自由

の
女
神
像

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

青
い
森
鉄
道
の
駅
が
2
駅
あ
り
、
通
勤
や

通
学
に
便
利
で
す
。
車
の
利
用
で
三
沢
空

港
、
J
R
八
戸
駅（
新
幹
線
）、
八
戸
港
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
全
て
30
分
以
内

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
陸
・
海
・

空
全
て
の
交
通
網
に
隙
が
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
風
物
詩「
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」で

は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
級
の
サ
ケ
の
つ
か
み

捕
り
が
楽
し
め
ま
す
。

国
内
で
も
め
ず
ら
し
い
テ
ー
マ
館
の「
大
山

将
棋
記
念
館
」（
王
将
館
）が
あ
り
、
8
月

に
は
全
国
将
棋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
立
百
石
高
校
食
物
調
理
科
と
協
力
し

た
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
、
地
産
地
消
の

特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
農
園「
ア
グ
リ
の
里
」は
、
通
年
楽
し

め
る
体
験
型
の
農
園
で
す
。
県
内
最
大
級

の
イ
チ
ゴ
園
や
熱
帯
果
樹
園
、
動
物
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。

●保育料を国の基準額から軽減するとと
もに、第2子は半額、第3子以降は無料と
する保育料軽減事業を実施しています。
また、延長保育、休日保育などを実施し
ています。
●保護者が労働等により昼間家庭にいな
い主に小学校の児童を対象に、児童館・
児童センターの放課後児童クラブの利用
料を原則無料としています。
●医療費給付事業として、中学校卒業ま
での子どもの医療費を原則無料としてい
ます。また、ひとり親家庭等の児童及び
父または母を対象に、児童が18歳に到
達する最初の年度末まで医療費を一部
助成します（所得制限あり）。
●町内に住所を有する保護者を対象に
学校給食無料化事業を実施しています。

子育て

●おいらせ町へ転入された方で、住宅を
新築または取得する場合、一定の条件を
満たすことで定住促進助成金を支給しま
す。住宅及び土地取得費総額の10%（新
築上限50万円、中古住宅30万円）
また、子育て世帯等への加算助成もあり
ます。

住まい

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者(原則50歳未満)に対して国
の資金を交付しています(最大150万円
／年、最長5年間）。

仕事
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令和2年4月30日現在

　人
口
減
少
が
進
む
青
森
県
に
お
い
て
、
お
い

ら
せ
町
は
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
る
数
少
な
い

自
治
体
の
一
つ
で
す
。
町
は
恵
ま
れ
た
環
境
の

も
と
、
子
育
て
世
帯
を
中
心
と
し
た
支
援
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　お
い
ら
せ
町
で
は
豊
か
な
水
資
源
が
町
の
産

業
を
支
え
て
い
ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

で
は
、
奥
入
瀬
川
の
水
を
引
き
入
れ
た
美
田
や

広
々
と
し
た
畑
地
が
広
が
り
、
工
業
で
は
伏
流

水
が
銘
酒
・
桃
川
を
生
み
、
水
産
業
で
は
名
物

の
ホ
ッ
キ
漁
や
サ
ケ
漁
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　昔
な
が
ら
の
商
店
街
の
ほ
か
に
、
大
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
」が
立

地
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ワ
ヨ
グ
リ
ー
ン
牧

成
長
を
続
け
る
町

成
長
を
続
け
る
町

　八
戸
市
・
三
沢
市
・
十
和
田
市
に
囲
ま
れ
る

よ
う
に
位
置
し
、
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
東
北
新
幹
線
八
戸
駅
・
八
戸
港
・
三
沢

空
港
な
ど
陸
・
海
・
空
の
交
通
網
の
結
節
点
に

近
く
、
地
理
的
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　地
勢
は
西
か
ら
東
の
太
平
洋
に
向
か
っ
て
傾

斜
し
た
台
地
か
ら
な
り
、
そ
の
台
地
の
南
に
十

和
田
湖
を
源
流
と
す
る
奥
入
瀬
川
が
流
れ
、
太

平
洋
に
注
い
で
い
ま
す
。

交
通
の
利
便
を
活
か
し
た

住
み
や
す
い
町

交
通
の
利
便
を
活
か
し
た

住
み
や
す
い
町

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

歴
史
文
化
遺
産

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

歴
史
文
化
遺
産

水
の
郷

水
の
郷

　ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
と
同
緯
度（
北
緯
40°
）で
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
建
て
ら
れ
た
、
い
ち
ょ

う
公
園
に
あ
る
高
さ
日
本
一（
20
・
8
ｍ
）の「
自

由
の
女
神
像
」、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
参
考
記
録
に

も
認
定
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
サ
ケ
の
つ
か
み
捕

り
日
本
一
の「
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」な
ど
、
日

本
一
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

場
の
ほ
か
気
比
神
社
や
国
史
跡
・
阿
光
坊
古
墳

群
、
阿
光
坊
古
墳
館
、
大
山
将
棋
記
念
館
な
ど

歴
史
や
伝
統
文
化
に
よ
り
観
光
や
教
育
を
盛
り

立
て
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
自
由
の
女
神
像
と

鮭
ま
つ
り

日
本
一
の
自
由
の
女
神
像
と

鮭
ま
つ
り

36 35

　「全国将棋祭り」での子ども人間将棋 　「おいらせ鮭まつり」での鮭つかみ捕り 　カワヨグリーン牧場での「お
いらせふれあい牧場」 　産直・レストランも人気の「アグリの里」 　商業集積が進む「イオンモール下田」付近 

間木堤の白鳥

おいらせ町
Oiraseおいらせちょう

子どものびのび 大人いきいき
ともにつくる笑顔あふれる町

【人口】
【世帯数】
【面積】

【産業別就業人口割合】
　●第1次産業
　●第2次産業
　●第3次産業

【病院の数】
　●病院
　●診療所
　●歯科医院

【子育て】
　●認定こども園
　●幼稚園
　●小学校
　●中学校
　●高等学校

【高齢者福祉施設】
　●特別養護老人ホーム
　●軽費老人ホーム（ケアハウス）
　●老人（在宅）介護支援センター
　●老人福祉センター

【文化施設】
　●図書館
　●文化ホール
　●公民館

【スポーツ施設】

【買い物】
　●スーパー
　●コンビニ
　●ホームセンター
　●ドラッグストア

【交通】
　●路線バス
　●コミュニティバス

25,220人
10,454世帯

71.96㎢

9.6％
28.9％
61.5％

2
8
6

13
1
5
3
1

3
1
3
1

1
1
3

9
　

5
12

3
4

2
あり

くらしの情報

おいらせ町 政策推進課
青森県上北郡おいらせ町中下田135-2
TEL.0178-56-4273（直通）
http://www.town.oirase.aomori.jp/

◎JR八戸駅より車で約15分
◎JR八戸駅より青い森鉄道で約10分、
　下田駅下車後、町民バスで約3分

お問合せ先

八戸駅から役場までのアクセス

主な定住支援制度

町の
シン
ボル、日本一の自由

の
女
神
像

い
ち
お
し
ポ
イ
ン
ト
!!

青
い
森
鉄
道
の
駅
が
2
駅
あ
り
、
通
勤
や

通
学
に
便
利
で
す
。
車
の
利
用
で
三
沢
空

港
、
J
R
八
戸
駅（
新
幹
線
）、
八
戸
港
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
全
て
30
分
以
内

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
陸
・
海
・

空
全
て
の
交
通
網
に
隙
が
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
の
風
物
詩「
お
い
ら
せ
鮭
ま
つ
り
」で

は
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
級
の
サ
ケ
の
つ
か
み

捕
り
が
楽
し
め
ま
す
。

国
内
で
も
め
ず
ら
し
い
テ
ー
マ
館
の「
大
山

将
棋
記
念
館
」（
王
将
館
）が
あ
り
、
8
月

に
は
全
国
将
棋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
立
百
石
高
校
食
物
調
理
科
と
協
力
し

た
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
、
地
産
地
消
の

特
産
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
農
園「
ア
グ
リ
の
里
」は
、
通
年
楽
し

め
る
体
験
型
の
農
園
で
す
。
県
内
最
大
級

の
イ
チ
ゴ
園
や
熱
帯
果
樹
園
、
動
物
ふ
れ
あ

い
コ
ー
ナ
ー
、レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
あ
り
ま
す
。

●保育料を国の基準額から軽減するとと
もに、第2子は半額、第3子以降は無料と
する保育料軽減事業を実施しています。
また、延長保育、休日保育などを実施し
ています。
●保護者が労働等により昼間家庭にいな
い主に小学校の児童を対象に、児童館・
児童センターの放課後児童クラブの利用
料を原則無料としています。
●医療費給付事業として、中学校卒業ま
での子どもの医療費を原則無料としてい
ます。また、ひとり親家庭等の児童及び
父または母を対象に、児童が18歳に到
達する最初の年度末まで医療費を一部
助成します（所得制限あり）。
●町内に住所を有する保護者を対象に
学校給食無料化事業を実施しています。

子育て

●おいらせ町へ転入された方で、住宅を
新築または取得する場合、一定の条件を
満たすことで定住促進助成金を支給しま
す。住宅及び土地取得費総額の10%（新
築上限50万円、中古住宅30万円）
また、子育て世帯等への加算助成もあり
ます。

住まい

●農業次世代人材投資事業として、農業
を始めてから経営が安定するまでの間、
新規就農者(原則50歳未満)に対して国
の資金を交付しています(最大150万円
／年、最長5年間）。

仕事
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※高速道路

階上灯台

角の浜駅

十
和
田
湖

氣比神社

道の駅はしかみ

日本一の自由の女神像・長寿日本一の根岸の大いちょう
白鳥飛来地・いちょう公園（根岸堤）

田子町
ガーリックセンター

168

340

おいらせ町役場

八戸市庁

階上町役場

奥入瀬渓流

みろくの滝

独鈷森
836

四角岳
1003

中岳
1024

黒森
727

犬吠森
809

雷針森
874

竜ヶ森
655

朝日奈岳
720

階上岳（臥牛山）739.6

三陸復興国立公園

鳥屋部農村公園

法光寺・承陽塔（三重の塔）
名久井岳
県立自然公園

長谷ぼたん園
ふるさとの森公園

三ツ岳
1159.4

道の駅しんごう

間木ノ平グリーンパーク
間木ノ平グリーンファーム

平子沢キャンプ場

道の駅なんごう
カッコーの森エコーランド

JAZZの館

三沢空港

三戸町役場

田子町役場

新郷村役場

五戸町役場

大山将棋記念館
観光PRセンター「味祭館」

しもだサーモンパーク

阿光坊古墳館

銚子大滝

子の口

白萩平

千人塚

サンモールたっこ

SAN-SUN産直ひろば
道の駅さんのへ

アップルドーム「馬場のぼるの部屋」

三戸望郷大橋

南部町営地方卸売市場

関根の松「日本の名松百選」

城山公園（三戸城跡）・
歴史民俗資料館

「日本の歴史公園百選」

「日本の名松百選」
法光寺千本松並木

「エコウォーク百選」
「日本の渚・百選」大須賀海岸
「海水浴場百選」「日本の白砂100選」「新日本観光地百選」種差海岸

「かおり風景100選」

ながわ農業観光案内所

名川チェリリン村
チェリウス
そばの里けやぐ

南部町国際交流センター

国指定史跡 聖寿寺館跡

南部利康霊屋
なんぶふるさと物産館 名川チェリーセンター

南部芸能伝承館

ふれあい公園

　　ふくちアイスアリーナ
　　  バーデハウスふくち
ふくちジャックドセンター

奥州街道駕籠立場

山の楽校

青葉湖（世増ダム）

市民の森不習岳

田代せせらぎ公園

水辺の学校（キャンプ場）
山つつじ

寺下観音

三陸復興国立公園

階上岳登山口

ふるさと河川公園

朝もやの館

是川縄文館
是川遺跡

櫛引八幡宮
（国宝館）

長根
運動公園

八戸公園

歴史民俗資料館

史跡根城の広場
根城跡

みろく横丁

三八城公園

はっち
八戸ブックセンター

八戸地域地場 産業振興
センター「ユートリー」

八食センター

桜沼公園

館鼻岸壁朝市

市営魚菜小売市場

蕪島（ウミネコ繁殖地）
蕪島物産販売施設「かぶーにゃ」

浜市場みなとっと

フェリー埠頭

水産科学館マリエント

葦毛崎展望台

白浜海水浴場
種差キャンプ場

種差天然芝生地

種差海岸遊歩道（5.2km）

グレットタワーみなと

八戸市博物館

イオンモール下田

観光農園
アグリの里

白鳥飛来地・下田公園（間木堤）
下田公園（キャンプ場）

カワヨグリーン牧場

ふれあい市ごのへ

ひばり野公園
五戸まきば温泉

江渡家住宅
尾形精肉店

青森シャモロック直売所

歴史みらいパーク

小渡平公園
旧圓子家住宅

キリストの里公園（キリストの墓）
キリストの里伝承館

水芭蕉群生地
迷ヶ平自然休養林

大石神ピラミッド

川代ものづくり学校

五戸温泉
たんぼのゆっこ

倉石温泉

野沢温泉

新郷温泉館「鷲の湯」

タプコプ創遊村
229スキーランド

下田百石IC

八戸北IC

種差海岸インフォメーションセンター
ごのへ郷土館

三沢・十和田・下田IC

六戸町

東北町

三沢市

十和田市

七戸町

鹿角市

二戸市

九戸村

軽米町

岩手県

洋野町

長苗代駅

陸奥市川駅

下田駅

向山駅

三沢駅

小川原駅

本八戸駅 小中野駅 陸奥湊駅 白銀駅

鮫駅

陸奥白浜駅

種差海岸駅

大久喜駅

北高岩駅

苫米地駅

剣吉駅

諏訪ノ平駅

三戸駅

目時駅

金田一温泉駅

斗米駅

二戸駅

金浜駅

大蛇駅

階上駅

五戸町
コミュニティバス

おいらせ町民バス

新郷村営無料バス

わっせ交流センター（そばの振興拠点施設）

フォレストピア階上

凡例

役所・役場

観光地・観光施設等

温泉

キャンプ場

海水浴場

スキー場

道の駅

空港

国道

その他の道路

高速道路

東北新幹線

鉄道
ダイハツスタジアム

秋田県

六戸・三沢IC

東北IC

上北IC

十和田八幡平国立公園

フェリー（苫小牧～八戸）

新郷村

五戸町

三戸町

南部町

田子町

八戸市

おいらせ町

階上町

南郷コミュニティバス・
南郷コミュニティタクシー

南部町多目的バス・
なんぶ里バス

三戸町
コミュニティバス

田子町
コミュニティバス

階上町
コミュニティバス

大黒森
719

高鳥谷山
371

折爪岳
852

久慈平岳
706

名久井岳
615

八戸IC

八戸JCT

南郷IC

軽米IC

九戸IC

一戸IC

八戸南IC

種差海岸階上岳IC

八戸西スマートIC

八戸是川IC

340

4

4

104

4

4

4

4

104

454

102

102

454

45

104

338

十和利山
991

はしかみハマの駅
あるでぃ～ば

階上IC

八戸市と各町村の
距離と所要時間（車）

八戸圏域内の路線バスは利用しやすい
上限運賃を設定し、八戸市と各町村間
がつながっています。

田子町
40㎞距離

約1時間時間

三戸町
30㎞距離

約45分時間

南部町
11㎞距離

約20分時間

新郷村
35㎞距離

約1時間時間

五戸町
25㎞距離

約40分時間

おいらせ町
17㎞距離

約20分時間

階上町
15㎞距離

約30分時間
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A C C E S S
最短 2時間42分

東京

最短 4時間34分
名古屋

最短 1時間9分
仙台

最短 1時間27分
新函館北斗

東京

八
戸

約 8時間
東京

仙台
約 3時間30分

八
戸

八
戸

最短 7時間15分（1日4便）
苫小牧

飛
行
機

85分（1日3便）

60分（1日1便） バス

約 55分

東京

100分（1日1便）
大阪

八
戸

三
沢札幌

※高速道路

階上灯台

角の浜駅

十
和
田
湖

氣比神社

道の駅はしかみ

日本一の自由の女神像・長寿日本一の根岸の大いちょう
白鳥飛来地・いちょう公園（根岸堤）

田子町
ガーリックセンター

168

340

おいらせ町役場

八戸市庁

階上町役場

奥入瀬渓流

みろくの滝

独鈷森
836

四角岳
1003

中岳
1024

黒森
727

犬吠森
809

雷針森
874

竜ヶ森
655

朝日奈岳
720

階上岳（臥牛山）739.6

三陸復興国立公園

鳥屋部農村公園

法光寺・承陽塔（三重の塔）
名久井岳
県立自然公園

長谷ぼたん園
ふるさとの森公園

三ツ岳
1159.4

道の駅しんごう

間木ノ平グリーンパーク
間木ノ平グリーンファーム

平子沢キャンプ場

道の駅なんごう
カッコーの森エコーランド

JAZZの館

三沢空港

三戸町役場

田子町役場

新郷村役場

五戸町役場

大山将棋記念館
観光PRセンター「味祭館」

しもだサーモンパーク

阿光坊古墳館

銚子大滝

子の口

白萩平

千人塚

サンモールたっこ

SAN-SUN産直ひろば
道の駅さんのへ

アップルドーム「馬場のぼるの部屋」

三戸望郷大橋

南部町営地方卸売市場

関根の松「日本の名松百選」

城山公園（三戸城跡）・
歴史民俗資料館

「日本の歴史公園百選」

「日本の名松百選」
法光寺千本松並木

「エコウォーク百選」
「日本の渚・百選」大須賀海岸
「海水浴場百選」「日本の白砂100選」「新日本観光地百選」種差海岸

「かおり風景100選」

ながわ農業観光案内所

名川チェリリン村
チェリウス
そばの里けやぐ

南部町国際交流センター

国指定史跡 聖寿寺館跡

南部利康霊屋
なんぶふるさと物産館 名川チェリーセンター

南部芸能伝承館

ふれあい公園

　　ふくちアイスアリーナ
　　  バーデハウスふくち
ふくちジャックドセンター

奥州街道駕籠立場

山の楽校

青葉湖（世増ダム）

市民の森不習岳

田代せせらぎ公園

水辺の学校（キャンプ場）
山つつじ

寺下観音

三陸復興国立公園

階上岳登山口

ふるさと河川公園

朝もやの館

是川縄文館
是川遺跡

櫛引八幡宮
（国宝館）

長根
運動公園

八戸公園

歴史民俗資料館

史跡根城の広場
根城跡

みろく横丁

三八城公園

はっち
八戸ブックセンター

八戸地域地場 産業振興
センター「ユートリー」

八食センター

桜沼公園

館鼻岸壁朝市

市営魚菜小売市場

蕪島（ウミネコ繁殖地）
蕪島物産販売施設「かぶーにゃ」

浜市場みなとっと

フェリー埠頭

水産科学館マリエント

葦毛崎展望台

白浜海水浴場
種差キャンプ場

種差天然芝生地

種差海岸遊歩道（5.2km）

グレットタワーみなと

八戸市博物館

イオンモール下田

観光農園
アグリの里

白鳥飛来地・下田公園（間木堤）
下田公園（キャンプ場）

カワヨグリーン牧場

ふれあい市ごのへ

ひばり野公園
五戸まきば温泉

江渡家住宅
尾形精肉店

青森シャモロック直売所

歴史みらいパーク

小渡平公園
旧圓子家住宅

キリストの里公園（キリストの墓）
キリストの里伝承館

水芭蕉群生地
迷ヶ平自然休養林

大石神ピラミッド

川代ものづくり学校

五戸温泉
たんぼのゆっこ

倉石温泉

野沢温泉

新郷温泉館「鷲の湯」

タプコプ創遊村
229スキーランド

下田百石IC

八戸北IC

種差海岸インフォメーションセンター
ごのへ郷土館

三沢・十和田・下田IC

六戸町

東北町

三沢市

十和田市

七戸町

鹿角市

二戸市

九戸村

軽米町

岩手県

洋野町

長苗代駅

陸奥市川駅

下田駅

向山駅

三沢駅

小川原駅

本八戸駅 小中野駅 陸奥湊駅 白銀駅

鮫駅

陸奥白浜駅

種差海岸駅

大久喜駅

北高岩駅

苫米地駅

剣吉駅

諏訪ノ平駅

三戸駅

目時駅

金田一温泉駅

斗米駅

二戸駅

金浜駅

大蛇駅

階上駅

五戸町
コミュニティバス

おいらせ町民バス

新郷村営無料バス

わっせ交流センター（そばの振興拠点施設）

フォレストピア階上

凡例

役所・役場

観光地・観光施設等

温泉

キャンプ場

海水浴場

スキー場

道の駅

空港

国道

その他の道路

高速道路

東北新幹線

鉄道
ダイハツスタジアム

秋田県

六戸・三沢IC

東北IC

上北IC

十和田八幡平国立公園

フェリー（苫小牧～八戸）

新郷村

五戸町

三戸町

南部町

田子町

八戸市

おいらせ町

階上町

南郷コミュニティバス・
南郷コミュニティタクシー

南部町多目的バス・
なんぶ里バス

三戸町
コミュニティバス

田子町
コミュニティバス

階上町
コミュニティバス

大黒森
719

高鳥谷山
371

折爪岳
852

久慈平岳
706

名久井岳
615

八戸IC

八戸JCT

南郷IC

軽米IC

九戸IC

一戸IC

八戸南IC

種差海岸階上岳IC

八戸西スマートIC

八戸是川IC
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距離と所要時間（車）

八戸圏域内の路線バスは利用しやすい
上限運賃を設定し、八戸市と各町村間
がつながっています。
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エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
都
市
と
、

自
然
体
で
呼
吸
で
き
る
農
村
。

こ
こ
八
戸
都
市
圏
は
、
そ
の
両
方
の
魅
力
を

い
い
と
こ
取
り
で
き
る
贅
沢
な
場
所
。

先
輩
移
住
者
の
多
彩
な
生
き
方
と
地
域
の

魅
力
を
、
こ
の
一
冊
で
ご
紹
介
し
ま
す
。八戸圏域連携中枢都市圏 移住パンフレット

八戸市 ・ 三戸町 ・ 五戸町 ・ 田子町 ・ 南部町 ・ 階上町 ・ 新郷村 ・ おいらせ町
Hachinohe ・ Sannohe ・ Gonohe ・ Takko ・ Nanbu ・ Hashikami ・ Shingo ・ Oirase

はんとはんゆうのたのしさ

八戸市 総合政策部 広報統計課 シティプロモーション推進室

TEL 0178-43-2319 FAX 0178-47-1485 E-mail iju@city.hachinohe.aomori.jp

［発行日］2020年（令和2年）7月　［編集・制作］株式会社テクノス  〒039-1114 青森県八戸市北白山台2-4-23  TEL.0178-27-6565

八戸市 東京事務所
〒102-0093　東京都千代田区平河町2-4-2

全国都市会館5階

※土・日・祝日、年末年始はお休みです。

TEL 03-3261-8973
FAX 03-3239-6723

E-mail tokyo@city.hachinohe.aomori.jp

ホームページ

https://hachinohe-toshiken-iju.com

開設時間 9:00 ～ 17:45

〒031-8686  青森県八戸市内丸1-1-1

青森暮らしサポートセンター
〒100-0006  東京都千代田区有楽町2-10-1

東京交通会館8階「NPO法人ふるさと回帰支援センター」内

※月・祝日、夏季休業期間、年末年始はお休みです。
※相談会等で不在にする場合もございます。

TEL 090-6342-6194（移住・交流相談員）
FAX 03-6273-4821

ホームページ http://www.aomori-life.jp
Facebook https://www.facebook.com/aomorigurashi
開設時間 10:00 ～ 18:00

首都圏におけるご相談 略称：
あおぐら

パンフレットに関するお問い合わせ

ここに
は都会

も邑も
ありま

すよ。
まち

いなか

ま 

ちい
な
か

はんとはんゆうのたのしさ


